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「それは――俺おれに対しての宣戦布告かい？」

　静せい寂じやくが占しめる屋上にライナーの声が響ひびく。ライナーは左目の眼帯に掌てのひらを添そえながら、もう片方の目で向かい合う相手、ディオを見つめた。

「【神話の再演】を演じる――その言葉にそれ以外の意味があるか？」

　対してディオは帯たい剣けんに掌を添えながら嘯うそぶく。

　ここは神々が遺のこした異能を己おのれが物とする為ために人々が集つどう【ルディフォウン学園】。

　そして、この学園では四年に一度、全生徒の中から〝最強〟を決める祭宴、【神話の再演】が執とり行おこなわれる。

　選せん抜ばつされた神格序列・上位百名は、闘とう争そうに興じた神話の神々に倣ならい、唯ゆい一いつの覇はを競きそう。

　生徒は奇き跡せきを描えがき、神を演じ、神話を模し――人がまま神が如く戦うのだ。

　神格序列にして第百位者・ライナーの軽けい薄はくな笑えみと、第一位者・ディオの荘そう厳ごんな眼光が交差する。

　屋上に降り注ぐ清すが々すがしい陽気とは似つかわしくない緊迫感が、いつの間にか二人の周囲に満ちていた。

「確かに、な。じゃあ俺に負ける覚かく悟ごが決まったってコトでいいのかい？」

　そんな張はり詰つめた空気を無視してライナーは戯おどけてみせる。だがディオはライナーの茶ちや化かしに構わず、淡たん々たんと言葉を返す。

「その軽口を止めに来たのだ。これ以上の勝手な振ふる舞まいは【神話の再演】の秩ちつ序じよと進行を乱すと判断した」

「おいおい、この俺に『喋しやべるな』ってことか？　無む茶ちやを言うねぇ」

　やれやれといった風にライナーは大おお仰ぎようにポーズを取った。

「しかしそれだけの為に、最上位にして生徒会長様なお前がわざわざ出向いて来るなんて……御ご足そく労ろうなことで」

「仕方あるまい。私くらいしか貴公を止められはしないだろうからな」

　ディオの言葉に揶揄からかいの色は無い。さらに彼かれは制服の胸むな元もとからカード・プレートを取り出す。

　そのカード・プレートは【神話の再演】の演者たる証。演者同士のバトル承しよう認にんや管理を司つかさどる【儀式証オーダー・カード】だ。

　演者は互たがいに儀式証を提示し合い、その承認の下に【神話の再演】のバトルを行う。

「ハッハッハ、確かに演者の中でいま、俺を楽しませられるのはお前くらいだろうさ。だから人選自体は間ま違ちがいじゃない――けれどもそれもあくまで遊び相手として、だ」

　高笑いとともにライナーはもたれかかっていた屋上のフェンスから背を離はなした。そして、自らも儀式証を取り出し、ディオへと示す。

「俺を止められるだなんて――それこそ傲ごう慢まんにして慢まん心しんだよ、第一位者」

　ライナーの隻せき眼がんとディオの漆しつ黒こくの双そう眸ぼうが真正面からぶつかり合う。

　自分自身を絶対の強者とする互いの認にん識しきはまるで噛かみ合あっていない。だが両者はそれを意にも介かいさない。なぜならその相あい容いれない認識を押おし通とおす為に、これから言葉ではなく拳こぶしを交かわすのだから。

「いまならまだ引けるぜ。ハリボテの一位でも居い心ごこ地ちはいいだろう？」

「戯ざれ言ごとは終わりだ。お前が纏まとう虚きよ妄もうを奇跡ごと、すべて引ひき剥はがしてやろう」

　向け合う二人の儀式証に淡あわい光が灯ともる。次いで輝かがやきが増し、カードに記録された名前や神格序列、保有勲章数などが宙に大きく転写された。

　ライナー・ライアーズ／神格序列・第百位――保有勲章数：１０

　ディオ・カディグナーグ／神格序列・第一位　――保有勲章数：５００

　最上位と最下位という対照的な情報が映し出されるが、二人はそれらを一いち瞥べつもせずただバトルの承認を待った。

　だが、その【神話の再演】の承認が下されることはなかった。

　代わりに訪おとずれたのは――破砕音。

　ライナーが握にぎっていた儀式証が砕くだける。すぐさまライナーはディオへと目を向ける。するとすでに彼の手からも儀式証が失くなっていた。

　同時に空中をスクリーンとして表示されていた情報群も消失していく。

「これはどういうことだ？」

　事態を把は握あくできずにだろう、ディオの表情に動どう揺ようが奔はしる。ライナーも状じよう況きようがわからず、空っぽになった自分の掌を覗のぞいた。

　しかしそれも一時のこと。すぐにライナーは状況を把握すべく視線を上げる。するとその瞬しゆん間かん、

「残念ながら勝負はお預けです――お二人とも」

　音色のような声が屋上に響いた。

　ライナーは声の方へ目を向ける。するといつの間にかディオの隣となりに一人の女性が立っていた。

　美しい顔立ちに優やさしげな瞳ひとみ。そして大きな頬ほお傷きずを持つ、艶あでやかな女性だ。背中まで伸のびる深紫の髪かみが、ゆるやかに靡なびいている。

「ジュリエット。いったいなにが起きた？」

　彼かの女じよは、ジュリエット・カディグナーグ。神格序列・第四位者にして、三大国家の一つ、カディグナーグ皇国の皇女だ。

　気高き皇女はディオの問いに凛りんとして応こたえる。

「先ほど神卓機関から、ある通達が出たのです。それによって儀式証の機能は停止されました」

「なんだと？　それはつまり……」

　その言葉を聞き、再びディオの表情が驚おどろきに揺ゆれた。だがジュリエットの言葉が指し示す意味の大きさを捉とらえれば当然の反応だろう。

　儀式証は【神話の再演】の管理・実行システムを司る要かなめだ。その使用が停止されたということは、つまり勲章のやり取りは出来ず、もはやバトルが承認されることもない。

「おいおい、じゃあなんだ？　俺たちはどう祭宴を演じればいいんだろうねぇ」

　状況からすでに結論は出ている。だがライナーはわざとらしくジュリエットに言葉を吐はき捨すてた。

「どう演じるかなど、思おもい悩なやむ必要はありません。もはや演じなくていいのですから」

　ジュリエットはそんな戯れ言を丁てい寧ねいに受け止め、そしてライナーが思い至った結論を粛しゆく然ぜんと告げてくる。




「――この時を以もつて、【神話の再演】は中断されました」




　　　　　◆




「もう一年……という見通しは甘あまかったですね」

　窓一つ無い閉ざされた部屋の中、円えん卓たくに一人座すわる少女が呟つぶやいた。少女は純白の法ほう衣えに身を包つつみ、表情を白銀の仮面で覆おおい隠かくしている。

「甘かったわけではないさ。だが【世界樹】の封ふう印いんは我々の想定を超こえ、不安定になってしまっていた。その兆候として、彼女は君の管理下から解き放たれた……そうでしょう？」

　隣に佇たたずむ騎士然とした男、アシュレイが淡々と言葉を紡つむぐ。

「ですが……」

「状況は一変してしまった。だが決して君のせいではない。そしていま為なすべきは悔くやむことではない。そうでしょう、ルクレツィア」

　白き少女――ルクレツィアは、ゆっくりと眼まな差ざしを上げる。そして二人はわずかに見つめ合った。

「君にとって苦く渋じゆうだろう……だがこれは英断だ」

「……アシュレイ」

「本来、この世界は消え去るべきもの。そんな宿命を背せ負おいながら今日まで存続してきたのだ。その事実こそ僥ぎよう倖こうと見るべきだろうさ」

　アシュレイの声こわ色いろは変わらない。だがどこかルクレツィアを慰なぐさめているようだった。

　その言葉を受け、ルクレツィアは静かに頷うなずく。

「ありがとう、そういってくれて」

　そして一拍の後、顔を上げてアシュレイを見つめた。

「もはや私が為すべきことは一つ。世界樹の奥おくへと赴おもむき、封印の儀ぎを執り行います」

　そうハッキリと告げると、ルクレツィアはアシュレイに一礼をする。

「私が失くなった後、あなたに負担を押し付けてしまいますが……すみません」

「君のものであるこの私にそんな……過ぎた言葉だ」

　騎士は身を正すと深々と礼を返した。それは単に慇いん懃ぎんなだけではなく深い敬愛が感じられるものだった。

「君が守り続けた世界を滅ほろぼすことなど決してさせはしない。私の魂たましいはあなたに捧ささげたのだから」

「ありがとう……最後の時代、あなたが隣にいてくれてよかった」

　自らに仕えてくれる騎士の想おもいを胸に刻み、純白の少女は微ほほ笑えむ。それからルクレツィアは面を上げ、眼差しに力を込めた。




「では始めましょう。世界を終わらせない為に……――最後の奇跡ものがたりを」







第一章　宴の終焉







「……よし、旨うまい！」

　自宅の台所で煮込んでいるスープを一口味見してレイジが呟いた。その出来に納なつ得とくすると、そのまま用意していた皿によそる。

「じゃあそろそろ頼たのむな、カナン」

　そしてそれをレイジは、横でちょこんと待っていたカナンへ渡わたした。

「うんっ、まかせて」

　カナンはヤケドしないように慎しん重ちように両手でお皿を持つ。それを零こぼさないように、彼女はゆっくりと後ろのダイニングテーブルへと運んでいく。

　一歩一歩確かめるように歩く愛らしい少女の後ろ姿をレイジは眺ながめた。

　ようやくテーブルまで辿たどり着ついてスープを置くと、彼女は「ふぅっ」と安あん堵どの息を洩もらした。

　それからカナンが一ひと際きわ明るい声を上げる。

「はい、フレアっ！」

「あ、ありがとう……」

　受け答えたのは、椅い子すに座る美少女。

　燃えるような紅ぐ蓮れんの髪と豊かすぎる胸元が特とく徴ちようの神格序列にして第七位者、フレア・トゥルーズだ。

　フレアはお礼を言った後、置かれた料理をまじまじと見つめる。いつも毅き然ぜんとしている彼女がどこか決まり悪そうにしていることにレイジは気付いた。

「どうかしたのか？」

「え？　あの、その……」

　シドロモドロな反応の後、フレアはレイジへ申し訳なさそうに囁ささやく。

「急に来ておいて、しかもこんな料理まで振る舞って貰もらっちゃって……大丈夫？」

「いや、全然大丈夫だけど？　あ、もしかして家に用意してあっていらなかったとか？」

「そ、そういう意味じゃないの！　単純に、いいのかな～迷めい惑わくかけてないかな～ってコト!!」

　トゥルーズ王国のお姫ひめ様さまである彼女なら豪ごう勢せいな食事が用意されていても不思議ではなかった。だがレイジの推察は的外れだったらしい。

「なんだ。ならせっかくだから食べてってくれよ。量的には三人前でも余よ裕ゆうであるからさ」

「絶対食べてきなよ！　レイジの料理は美味おいしいよっ！」

　すかさず横のカナンが無い胸を張りながら太たい鼓こ判ばんを押してくれた。

「そこまで言われたら……うん、じゃあ遠えん慮りよなく頂いて行くわね」

　フレアはにっこりと微笑むとこちらの申し出を快かい諾だくしてくれる。

「それに……レ、レイジの手料理が食べられるなんてホント嬉うれしいし、いつもカナンが食べてるって話が羨うらやましかったし……」

「ん？　まだなんか気になることがあるのか？」

　返事の後に続けられた言葉が聞き取れず、レイジは問いかけ直した。

　するとフレアは答えずに、なぜか頬を赤らめながら黙り込む。

「フレア？」

「べ、べべ、別になんでもないから……」

「そうなのか？」

「そうなの！　そ、それよりも私もなにか手伝うわっ！」

　いたたまれなくなったようにフレアは急に声を上げ、立ち上がりながらそう申し出た。

「いや、そういわれてもな……もう大体終わってるし」

「レイジの手伝いは私の仕事だからフレアは座ってていいんだよっ！」

「そうやって二人がイチャイチャしているのを見ているのもイヤだし……じ、じゃなくて！　もてなされるだけ、というのが私の信条的に許せないの！」

「んな大おお袈げ裟さに考えなくても……」

　そう笑ってレイジは流そうとしたのだが、フレアにジト目で睨にらまれた。

「え、え～とじゃあ、カナンと一いつ緒しよに料理を運んだり並べたりするのを手伝ってもらえますか？」

　出た言葉は自然と丁寧口調になってしまっていた。

「うん、わかったわ」

「私一人でも十分なのにぃ～」

　カナンから不満の声が上がったが、結局フレアにも夕飯の準備を手伝ってもらった。

　その結果、普ふ段だんより料理の盛り付けが凝こらされ、テーブル上の食器やクロスの配置までがバランスよく綺き麗れいに整えられた。

　いつも通りの食しよく卓たくなのだが、いつにも増して豪ごう華かな感じがする。

（さすが王女様というか……こういう所にもセンスってのが出るんだなぁ）

　などと感かん心しんしながらレイジは席に着いた。そして、三人揃そろって食事を始める。

「うん！　やっぱレイジの料理は美味しいよ！　ね、ね、フレアっ！」

「カナンは相変わらず大袈裟だな」

「うん、本当に美味しい。お世辞抜きで美味しいわよ、レイジ。濃こすぎず、けれどしっかりした味で……私は好き」

　二人の手放しの賞賛に、レイジは照れ隠しの苦笑くしようをする。

「ありがとな。まぁ食材が良かったし、なにより料理にがっつり時間が取れたからさ」

　今日のメインはグララナ鳥の骨肉とファド産野菜のスープだ。スープはそれらを午後の時間を丸々かけてじっくりと調理し、煮込んだものだった。

「ねぇねぇっ、おかわりもいい？」

「ああ、もちろん」

「わーいっ！」

　食べ切る前からカナンが前のめりに訊きいてきた。その反応だけでレイジは自分が手て間ま暇ひまをかけた甲か斐いがあったと思えた。

　許可されたおかわりを早くする為にか、カナンはぱくぱくとリズムよく食べる。

「こうしてレイジが美味しい料理を作ってくれるのは嬉しいけどさ、どうして【神話の再演】は急に中止になっちゃったの？」

　その途中とちゆうで、ふと思い浮かんだようにカナンがそう口にした。

　そう――レイジがグララナ鳥をじっくりと煮込む時間が取れたのも、【神話の再演】が中止になり、時間が空いたおかげだった。

【神話の再演】の中止に伴ともなって今日の午後の授業がなくなり、同時に全生徒には向こう数日間の謹きん慎しんが通達されたのだ。

　この謹慎期間は多分、中止による動揺を鎮しずめる為のものなのだろう。

　カナンの言葉を受け、レイジは今日の昼休み後のことを思い出す。




　――昼休みの終わり頃ごろ、その異変は突とつ如じよとして起こった。

【神話の再演】の演者が所有する儀式証オーダー・カードが一いつ斉せいに、一つの例外もなく砕けたのだ。何事かわからずに困こん惑わくする演者たちはすぐさま大聖堂に召しよう集しゆうされた。

　しばらく経たってから学園の教官たちが現れ、ざわめく場が仕切られた。

　教壇上にイルミナ教官が代表として立ち、先まず『【神話の再演】の中断』が告げられた。予想外の発表に生せい徒と達たちは動揺し、再びざわめく。だがイルミナはそれらに構わず、中断の説明を始めた。

　曰いわく――『神殿都市に対し、高レベルの軍事介入が行われた』と。

　介入を行った国名は明示されなかったが、この都市と学園に対して軍性組織による強きよう襲しゆうが行われ、昭然たる侵しん攻こうが実じつ施しされたらしい。

　侵攻自体は水際で防げた為、都市内で被ひ害がいが出ることはなかったようだ。

　だが都市自治を行う神卓機関は、この出来事を都市と各国が結ぶ【不干渉条約】に対する重大な違い反はんとした。

　さらにこの事態を受け、三大国家間の軍事的緊張が激化した。予断を許さない軍事情勢を危き惧ぐし、一時的な都市への【戒かい厳げん令れい】布告を決定したという。

　それに伴い【神話の再演】の中断も同時に決定されたとのことだった。

　イルミナは終始、厳げん粛しゆくな面おも持もちを崩くずさなかった。

「急な決定と実行で驚かせてしまったと思うわ。私も本当についさっき説明を受けたばかりだから……でも大丈夫、しばらくして落ち着けば、きっと再開の流れになるはずよ」

　それでも最後は柔にゆう和わな笑みとともに生徒達への気き遣づかいを口にした。




「……てか、この話を聞いてる時、カナンも一緒にいたよな？」

「うん、聞いた気はするかも！」

「あのなぁ……」

「でもなんか難しくてさ……いろいろ大変なコトが起きているんだな、とは思ってたよ？」

　腕うで組ぐみしながらカナンが首を傾かしげる。必死にその時のことを思い出しているのだろう。

「でもさでもさっ、その大変なコトと【神話の再演】って、全然関係なくない？」

「……まぁ表面上は、な」

　カナンの素そ朴ぼくな疑問に、レイジは苦笑する。

【神話の再演】は覇を競う宴。ルディフォウン学園で行われる一大イベントではあるが、あくまでも学園内の催さい事じだ。

　しかし、世界はそれだけでは済まさない。

　なぜなら【神話の再演】の勝敗はそのまま各国の軍事力の指標バロメータとされ、国家の威い信しんや威い光こうを示すものとされているからだ。

　いままで学園や【神話の再演】は、国家間均衡の安定調整を図る場スタビライザーとして使われてきた。

　学園を世界の縮図として見立て、各国は均衡と面めん目ぼくを保っていたのだ。

　そういう小さな衝しよう突とつにより、世界は大きな衝突を避さけてきた。だがそれが行えるのは、あくまでも調整のための衝突を許容できる状況ならば、だ。

　わずかな遊びも余裕も許されないような極度の緊張状態では、些さ細さいなことが些細では済まなくなる。

　あらゆる思おも惑わくや駆け引きが絡からむ政治事ならなおさら厄やつ介かいだろうな……と、そういったことに疎うといレイジでさえも思う。

「イライラしている時だとちょっとした小言でもムカついて、喧けん嘩かになっちゃうみたいなコト？」

「身も蓋ふたもなくいえば、そういうことだろうな」

　首を傾げたまま自分なりの理解を口にするカナンに、レイジは頷きを返す。

「ただし、この理由が本当ならな」

　イルミナが言っていることがすべて嘘うそだとは思わない。

　だがすべてが真実とも限らない。

【神話の再演】が中断されたのは本当に語られた理由からなのだろうかと、正直レイジは腑ふに落ちないでいた。

「都市が軍事的介入――強襲を受けたというのは事実よ」

　こちらの曇くもった表情を読んだのか、フレアが口を挟はさんできた。

「水際で防がれた、ということまで含ふくめてね」

「そうか……フレアが言うんなら裏付けアリなんだろうな」

「ええ、でも」

　こちらの疑念を拭ぬぐう為かと思われた彼女の言葉は、だがそこで止まらずに続いた。

「それらが中断の理由であるかは……どうかしらね」

「おいおい、フレアもそう思うのか？　強襲事件が単なるスケープゴートだってさ」

「いま各国の軍事的緊張は確かに高まっているわ。けれどもその直接的なキッカケは教官から説明されたような軍性組織による強襲事件のせいではなく、神卓機関の【戒厳令】発令と【神話の再演】中断の決定に依よってのこと。つまり順序が逆なのよ」

　フレアは眉まゆを顰ひそめながら淡々と続ける。

「そもそも全世界的な治外法権である神殿都市をどうこうしようなんて話は常にあって、実際に衝突が起きたのだって今回が初めてではないわ」

「そうなのか？」

「ええ、今回だって見事に防げているじゃない」

「……なるほど」

「各国の緊張感が高まっているのは疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいっているが故ゆえ。そして、その疑心暗鬼を誘さそっているのは事件そのものではなく、真意の読めない神卓機関の決定なのよ」

　フレアの解説を聞き、レイジは呟く。

「現状の決定や行動はまったく最善手じゃない……となるとなんだ？　この状況が神卓機関の望みなのか？」

「軍事的緊張から現実の戦争になった場合、一番困るのは各国のパワーバランスの上に成り立つ神殿都市自身よ。だからこれが神卓機関の望みとは到とう底てい思えないわ」

　まるで神卓機関は自らに利のない状況を敢あえて招いているようだった。

「これは確かに……読めないな」

　レイジもさらに考えを巡めぐらせるが、各国が悩むように神卓機関の意図は判然としない。

「ただそれだけに、なにか理由がありそうではあるな」

「ええ。私たちが思い至らない程ほどの、なにか事情があったとみるべきじゃないかしら」

　互いに思案し、沈ちん黙もくの間が訪れた。しばらくして二人は自然と視線を合わせ、苦笑する。

「だ、ダメだよっ！」

　そこで突とつ然ぜん、いままで静かに話を聞いていたカナンが急に声を上げてきた。

「な!?　どうした！」

　なにごとかと驚きながらレイジはカナンへ目を向ける。すると彼女はムスッとした顔を向けてきた。

「ラブラブな雰ふん囲い気きはダメなんだよっ！」

　……どうやらカナンはいまのレイジとフレアのやりとりを勘かん違ちがいしたらしい。

　レイジにはなにがどうラブラブに見えるのか全く理解できなかったが、ともかくカナンは怒おこっていた。

「あのなぁカナン……」

「か、カナン！　い、いまのはそういうのじゃないわ！　あ、べ、別にレイジとラブラブしたくないワケじゃないわよ？　というか、出来るならしたい気持ちはあるけど、いまのは違ちがうから！」

　辟へき易えきしたレイジの声を押しのけ、フレアが顔を真っ赤にして声を荒あららげてきた。

「レイジとラブラブしていいのは私だけなんだよ！」

「のわっ！」

　自分の宣言を証明する為にか、カナンがレイジへと抱だきついてきた。唐とう突とつにぎゅむっとした衝しよう撃げきとともに女の子のやわらかな感かん触しよくがレイジに伝わってくる。

「な～～～～っ!!」

　次の瞬間、何な故ぜかフレアから絶ぜつ叫きように似た声が上がった。

　フレアが叫さけぶ理由はわからなかったが、その声を聞いた途と端たんレイジの背中に悪お寒かんが奔る。

「こ、こらカナン。なんかフレアが誤解するから……」

　レイジは慌あわてて身をよじる。けれどもカナンも簡単には離れない。どうしたらいいのかとレイジが困っていると、不意に肌はだに感じるやわらかさがもう一つ増えた。

　それはカナンのものに比べるとより大きく、もっとやわらかい感じで心ここ地ちよい。それがいったいなんなのかとレイジは目を向ける。すると映ったのは間近に迫せまったフレアの姿。

　なるほど、この感触はフレアの……と認識した瞬間、レイジの思考は事態について行けずに停止した。

「ああああ！　なんでフレアまで抱きつくの?!」

「わ、私もしていいじゃない！　貴女あなたが先にやったのよ！　私だってする権利は当ぜ、……ん」

　勢いよく喋っていたフレアの言葉が急に萎しぼんだ。そして彼女は自分の姿に視線を落とす。

　そこでようやくフレアは、豊かな胸を押し付けているような自分の格好に気付いたらしい。逡しゆん巡じゆんの間の後、フレアはバッと身を剥がすとそのまま反対側を向いた。

「ごごごごごご、ご、ごめんなさい！」

「いや、別に謝あやまるようなことじゃ……」

「あ、あのその……でも、ご、ごめんなさい。ち、違うのよ？　こういうはしたないことをしたかったわけではなく、つい……で、でもイヤなわけじゃなくて、レイジなら全然いいんだけど、その心の準備というのかが、その……」

　自分の大きな胸を庇かばうように両りよう腕うでを抱きながらフレアがわたわたと弁解を零した。顔を真っ赤にする彼女に、レイジは気き恥はずかしさを隠しながらゆっくりと話しかける。

「い、いや、気にしないでくれ。ほら、こうしてカナンにも同じことされてんだしさ」

「でも、していいのは私だけなんだよっ！」

「……えとカナン、話がややこしくなるからちょっと待っててくれないか」

「え～～」

　口を挟もうとしてくるカナンの頭を撫なでて、レイジは宥なだめる。

「……あ、ありがとう。もう大丈夫よ」

　こちらがそんなやりとりをしている間に、どうやらフレアは落ち着きを取とり戻もどしてくれたらしい。まだ頬が少し上気しているようだが、雰囲気はすでにいつもの凛りん然ぜんとしたものになっていた。

「……話を元に戻しましょう。軍性組織による強襲事件、都市への戒厳令布告と【神話の再演】の中断決定。イルミナ教官から語られたもの、一つひとつは事実で間違いない。けれどもその因果関係が正しいかは怪あやしく、出来事や事情のすべてが明らかにされているかは疑わしい……というところね」

「ああ」

　フレアは脱だつ線せんしてしまった先ほどの話を纏め、レイジも頷く。

「私はこの件について色々と調べてみるわ。生徒会にもなにか情報が下りているかもしれないし」

「大丈夫か？」

「多少危険はあるかもしれない。けれどもトゥルーズの王女として情勢をしっかり把握しておきたいから」

　彼女の表情には美しさとともに力強さが宿っていた。それは三大国家の一角たるトゥルーズ王国の王位継承権を背負う者が持つ使命感からだろうか。

　もしこのまま国家間の均衡が崩れ去れば、戦争という最悪の事態にまで到いたる可能性は十分にある。フレアの思惑には当然、そこまでの危惧があるのだろう。

「わかった。もしなにかあれば言ってくれよ。俺はフレアの力になるからさ」




　――長いこと語り合ってしまった食事の後、フレアはレイジの家を出た。

　去り際にフレアは『今回のことをちゃんとレイジと話をしておきたかったの。これからなにが起こるかわからないから』と今日、押しかけてきた理由を告げていった。

　フレアの姿が見えなくなるまで見送った後、レイジは彼方かなたへと目を向ける。

　その瞳に映るのは月明かりに照らされた、都市の象しよう徴ちようたる【世界樹】だ。

　真まっ直すぐにレイジは遥はるか遠方の世界樹を見つめ続ける。

　この都市にやって来てからレイジはその風景を幾いく度ども眺めた。いつの時も変わらず世界樹は不動のままそこに在った。

　昨日となんら変わりない都市の景色――だが日常は一変している。

　あれほどレイジや皆みなが熱意を注いでいた祭宴はあっさりと中断され、いまはもう行われていない。

　それがレイジにはどこか信じられなかった。

　逆に昨日までの苛か烈れつな日々が、夢の中の出来事にさえ思えてくる。

　しばらくしてレイジは視線を自分の掌へと落とした。そこにあるのは、なにも無い空っぽの掌。

　広げた掌を握り締め、拳をつくる。けれども、もはや拳を向けるべき相手はいない。




「ただ〝最強〟を決めたいだけなのに……世界っていうのは難なん儀ぎだな」




　　　　　◆




【神話の再演】中断から数日――結果だけ見れば何事もなく過ぎていった。

　戒厳令が発せられたとは言ってもそれは内外へのポーズ的な意味合いが大きい。実質的には一部施設や深夜の外出制限くらいで人々の日常生活にはほとんど支障はなかった。

　逆に【神話の再演】のバトルがなくなり生徒同士の諍いさかいも戒いましめられ、街はいつも以上に穏おだやかなくらいだった。

　いまだ学園の授業は再開されないが、そんな平日。レイジはというと静かな街中ではしゃぐカナンと彼女たちを見ていた。

「残念です！　せっかく私の神遺物レガシイが戻ってきたというのに!!」

　そう叫んだのは銀ぎん髪ぱつショートな美少女、ミオ。学園の制服の上にショートコートを羽織った彼女は大袈裟なポーズとともに悔しそうな顔をしている。

　そのミオの頭を慰めるように撫でているのは、同じ銀色髪を双房に束ねた少女、レネだ。

　戒厳令下で謹慎中とはいえ、ずっと籠こもっているわけにもいかない。そこで気晴らしも兼かねてレイジはカナンとともに街へ出かけたのだが、街をぶらついている最中にこの二人――レネとミオにばったりと会ったのだ。

　二人と街中で会ったのは偶ぐう然ぜんだったのだが、訊くと二人はレイジを捜していたらしい。

『なんで俺おれが捜されてるんだ？』という疑問の答えは、ミオが握る翠みどり色いろの宝玉が嵌はまるアミュレット。

　諸もろ々もろの事情で本国へ送り戻されていたミオの神遺物が、どうやら再調整チユーニングを済ませて戻ってきたらしかった。

「意外と早かったな。それにこの状況でよくサウガウドから……」

「はい、その懸け念ねんは当然でしょう、です。現在、外との物流は厳しく制限されていますですから。ですがそこは学園や〝姉〟が手を尽つくしてくれたようです」

　レイジが零した疑問に、レネがさらりと答えをくれた。

「【神話の再演】が行われていたならば、すぐにでもレイジにバトルを申し込み、こうしてああしてもう色々としてやるはずだったのに……くっ！」

「れ、レイジになにする気だったの、ミオっ」

　ミオの物ぶつ騒そうな物言いにカナンがレイジを庇うように前に出た。

「カナン、大丈夫ですよ」

　だがそんなカナンにレネが心配無用と声をかける。

「口ではそういっていますですが、ミオは単純に自分の神遺物が戻ってきたのが嬉しくてはしゃいでいるのです」

「ね、ねぇ様?!」

「本当は戻ってきた神遺物を早くレイジに見てもらいたかったのですよね？」

「そんな、ち、違いますよ！　ナニをドウ、勘違いされているのですか、レネねぇ様？」

「自分で戦えないと明言しているのですから、だったら別に勇んで来なくてもいいでしょう？」

「そ、それは言葉のアヤというか、そのぉ……」

「ええ、素す直なおに言えなくてちょっと乱暴になってしまったのですよね。本当は嬉しくてしかたなかったのでしょうね」

「うぐ、えぐ、その、あの……」

「きっとあなたも私と同じでレイジのことを好い――」

「ねねねねねね、ねぇ様～～ぁ！　な、ななななにを口にしようとしていますか?!」

　これ以上はムリ！　とばかりにミオはレネの言葉を強ごう引いんに遮さえぎった。けれどもレネはそんな妹の反応さえ愛くるしいのか、微笑みを絶やさない。

　叫んで乱れた息を整えてからミオは、ギロリとレイジの方を向く。

「違うのですからね！　微み塵じんも誤解しないでください!!」

　そしてレイジへと怒ど鳴なってきた。姉に向けられない感情をこちらへ吐き出しているのだろう。

　けれどもレネにはミオのそんな態度の意味がわからないようでキョトンとしながら問う。

「？　どうかしたのですか、ミオ」

「な、なんでもありません！　この朴ぼく念ねん仁じんに身みの程を教えているだけですから！　私はあなたをその辺の石ころ程度としか思っていませんからっ！　わかりましたか!?」

「はぁ、わかったわかった……で二人はそれを受け取ってきた帰りなのか？」

　レイジはミオの八つ当たりを溜ため息いきで受け流しながら訊いてみた。

「はい、です。届いたというミオの神遺物を受け取ってきて、ミオが『レイジに一刻でも早く見せよう！』と意い気き揚よう々ようと言っていたところだったのです」

「レネねぇ様、だからそれは違うのです……うぅ、ですがわざわざ私用に付き合って頂き、感謝しております。ありがとうございます！」

「いいのですよ。ミオの喜びは私の喜びですから」

「なんというお言葉！　あぁ、ねぇ様ぁ!!」

　二人は互たがいに親愛を示し合う。そして最後はミオが堪こらえ切きれずとばかりにレネに抱きついた。その様は姉妹の愛を軽々超えていそうな気がしないでもない。

　まったく相変わらずだな……と辟易しかけた時、レイジの身体になにかがもたれ掛かかってくる。

　その感触をレイジはカナンの甘えた仕草だと思った。直情的なミオの行動に感化されて、身を寄せてきたのだろう。しかし、その考えは誤りだった。

「なっ……!?」

　目を向けると、確かに寄りかかっていたカナンの姿が映る。だがその表情が酷ひどく苦しげだった。驚いたレイジは支えるようにすぐさま少女の背に掌てのひらを添そえる。

「だ、大丈夫か？」

「……え？　あれ？」

　こちらが様子を窺うかがうと、カナンは我に返ったようにパッと表情を変えてレイジの身体を離はなれた。

「ご、ごめんなさい、レイジ！」

「いや、別にいいんだ。それよりもどうしたんだ、どこかつらいのか？」

「え？　そ、そう？　う～ん、なんだろ、ちょっと疲つかれちゃったのかな？　なんか気付かないうちにレイジにもたれかかっちゃってたみたい」

　レイジはカナンの顔をジッと見つめる。彼かの女じよは素で戸と惑まどっているようで、自分の体調を誤ご魔ま化かしている様子はなかった。

「……そうなのか？」

「うん！　心配かけてごめんなさい。でもほら全然大丈夫でしょ？」

　カナンは平気なことをアピールするためにパタパタと両手を振ふってから、くるりとその場で一回転までしてくれた。

「――ねっ？」

「確かに大丈夫そうだが……でもちょっと心配だからさ、少しその辺で休むか」

「心しん配ぱい性しようだなぁ。本当になんでもないんだよ？」

「それはわかったけど、休むくらいいいだろ」

「もぅレイジは私をすぐ子供扱いするんだから。私は……あ！」

　不意にカナンの口からなにかに気を取られた声が洩れた。レイジが彼女の視線を追ってみると、その先には少し洒しや落れたオープンカフェがあった。

「……んと、あそこがいいのか？」

「!?　な、なんで？　う、う～ん、レイジがそこまでいうんなら休んであげてもいいけど……場所はレイジと一緒ならどこでもいいんだよ！」

「はは、ありがとな。でもせっかくだったらカナンが行きたいとこに一緒に行こう。んで、あそこがいいのか？」

　カナンの強がりを受け止め、レイジはオープンカフェに行くことを改めて提案した。

　するとカナンは観念したようにコクンと頷く。

「うん！　あそこがいいかも。実はちょっとどこかでゆっくりしたいなって思ってたし」

「よし、じゃあカフェに寄ろう」

「……ありがとう」

　感謝を囁きながらカナンがこちらへと身を寄せてくる。そして言葉だけでは足りないとばかりに少女は小さな両手でレイジの腕うでをギュッと握にぎってきた。

「――なあ、どうせだったらレネたちも一緒にどうだ？」

　レイジは照れ隠しの意味も込めて、レネたちもカフェへ誘った。

「いいのですか？」

「もちろん、そちらがイヤでなければだけどな」

　苦笑しながらレイジは、レネにべったりとくっつくミオへと視線を向けた。だがそちらからは予想外に明るい声が返ってくる。

「あのカフェ、フレアが褒ほめていた気がします！　あなたからのお誘いという点はまったくもって論外ですが、あのトゥルーズ王女が賞賛していたお店でしたら信用できます」

「あ、そうそう！　そうなんだよっ、あのお店、フレアが前に行って『美味しい！』っていってたんだよ～」

　ミオの発言のトゲも気にせずカナンが嬉しそうに同意した。

（なるほど、それでカナンはあの店に目を留めたのか）

「それでは参りましょうか、です」

　レイジが胸の中で一人ごちていると、レネが近寄ってきた。そしてスッと華きや奢しやな腕が差し込まれ、レイジは腕を組まされる。

「ん？」

　ごく自然な動作にレイジは驚おどろくことも出来なかった。それは傍はた目めから見ていたカナンとミオも同じだったらしい。

　だが、状じよう況きようを整理するためだろう一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくの後、

「「あああああああああああああああああああ」」

　二人から驚きよう愕がくの絶叫が発せられた。

「お、落ち着け二人とも！　んで、どうしてこんなことをいきなりしたんだ、レネ」

「？　こういう時はエスコートされるべきなのでしょう？」

「なっ!?　誰だれがそんなことを……」

　そう言いつつ、レイジの脳のう裏りにひとりの男の姿が過ぎる。するとそれを裏付けるかのように、

「ハッハッハ、ずばり俺……かな？」

　たったいま思おもい描えがいた人物の声が耳に届いた。

　声の方へ振り向くと、そこには長身眼帯の男が当然のように佇たたずんでいた。神格序列・第百位者ライナーである。彼かれはいつもの飄ひよう々ひようとした空気を纏まといながら、こちらへと近づいてきた。

「やっぱりお前かよ、ライナー」

「よっ！」

　呆あきれた感じでレイジが呼びかけると、こちらの空気とは真逆の陽気な声で返された。

「相変わらずだな……ていうかなんでここに？」

「おいおいおい、親友に対して寂さびしいコトいうねぇ」

　こちらの反応にガックリと肩かたを落とすジェスチャーをライナーが返してくる。

「この戒厳令布告の厳戒態勢下の街をブラブラ歩いていたら、なんと偶然にも親友の姿がっ！　しかもやたらとモテモテなシチュエーションでだぞ？　これはちょっかいを出さないワケにはいかないだろ～」

「出すな。そんな力説するな。そして別にモテモテでもないからな。この状況の元げん凶きようは誰だと思っているんだ」

「いやいやいや、この俺も惚ほれてるレイジ様だぜ？　ハーレムの一つや二つ、不思議じゃないって！　だろう惚れてる嬢じようちゃん方？」

「な、なにを言うんですか、この眼帯！　私はねぇ様一筋ですから!!」

「私がレイジに好意を持っているというのは紛まぎれもない事実ですが……」

「レイジのこと好きだよ！　でも、ねぇレイジ、はーれむってなに？」

「……よしみんな、こいつの言葉に反応しなくていいぞ」

　頭を抱かかえながらレイジは溜息を吐つく。ライナーの話に乗っかると延々と話が終わらないどころか、ややこしくなるばかりだ。

「いや、ハーレムってのはさ――」

「――て、いらん知識をカナンへ与あたえるな」

　無む駄だ話ばなしを続けようとするライナーの発言をレイジは遮る。同時にレイジはカナンの肩へ手を回すと、ライナーから庇うように彼女を抱き寄せた。

「れれれ、レイジっ……!?」

　カナンが気恥ずかしげな声を上げるが、それ以上の抵てい抗こうはなかった。

　なのでそのままカナンを腕の中に納めつつ、レイジは先ほどから茶ちや化かしてばかりのライナーに真正面から改めて問う。

「で、お前はなんかしてたんじゃないのか？」

「ははは、いやまぁなんかっていうかねぇ……」

　ライナーは軽く頭を振りながら応こたえた。声のトーンはそのままだがライナーの纏う空気が僅わずかに変わる。

「なぁレイジ。この戒厳令下の日々はどうだ？」

　だが紡つむがれた言葉は質問への答えではなく、こちらへの問いだった。

「どうだってのは……どういうことだ？」

　指し示す言葉の意味がわからずレイジは問いに問いを重ね、ライナーの意図を探さぐる。

「――鈍なまらないか？」

「……まぁ、な」

　逡巡の後、レイジは同意した。

【神話の再演】が中断されて以来、レイジは一度も戦っていない。そして祭宴の開始以来、常に晒さらされてきた戦意や緊張感からも解かれていた。

　穏やかで緩ゆるやかな、日々。

　それを言葉にして表せば、ぬるい。

　レイジは最強を目指しここに来て、ようやく挑いどむ資格と機会を得たのだ。そういう感情を抱かないわけではない。

　……だが、不思議と焦しよう燥そうはなかった。

　ライナーの問いに即そく答とうではなくわずかな間を置いたように、レイジはいまの日常――カナンたちと過ごす日常を悪くないとも感じていた。

（カナンとの出会いで……俺も変わったのかもな）

　無む謀ぼうともいえる最強を目指す為ため、以前のレイジは己おのれの全すべてを研けん鑽さんへと捧ささげていた。その時ならばきっと抱きもしなかった感情だろう。

　それがいまはカナンの姿を見ていると、こういった時も大切なのだとごく自然に思えた。

　だが、目の前の男は違うらしい。

「レイジ……俺は耐たえられないんだよ」

「ライナー？」

　いつも斜しやに構え、戦いや宴を取るに足らぬ戯たわむれと捉とらえているようなライナーが、平へい凡ぼんな日常をバッサリと切り捨てる。

「ただでさえ面おも白しろみのない日常だ。それがさらにぬるくなったら……もう耐えられたもんじゃないだろう？」

　笑いながら冗じよう談だんのように零こぼした。だがライナーの右目はまるで笑っていない。その瞳ひとみはどこまでも無感情で、冷めていた。

　その眼まな差ざしにレイジは寒気さえ覚える。

「お前は――」

　言葉の真意を問おうとした時、世界が揺ゆれた。

　ほんの僅かな震しん動どうだ。けれども重く深い鳴動が辺りに響ひびく。

　この一角だけではなく都市全体――この浮遊島自体が揺れているのだとレイジは理解した。そして無意識の内に震しん源げん地ちを察し、レイジは都市中央に聳そびえる【世界樹】へと目を向ける。

「ねぇ様、いまのは世界樹が……！」

「ええ。これは世界樹の纏う神域の揺れ……震動に伴ってその力に支えられた島全体が揺れたのでしょう。あまりない規模の震動ですね」

　ミオやレネも同じ結論に達したらしく、世界樹の方を振り向く。

　そして周囲を見み渡わたすと街行く皆が、同様のことを思ったのか、もしくは単なる畏い敬けいゆえにか、一様に世界樹を見ていた――一人を除いて。

　その男――ライナーは唯ただ一人ひとり、世界樹に背を向けていた。

「ライナーっ！」

　踵きびすを返し、挨あい拶さつもなく去ろうとしているライナーの後ろ姿へレイジは声を投げた。ライナーは立ち止まらず、わずかに首を曲げてこちらを覗のぞく。




「じゃあな――せいぜいつまらない日常を謳おう歌かしてくれ」




　　　　　◆




　湯の張られた浴よく槽そうに身体を沈しずめながら、カナンは深く息を吐く。

　ここはレイジの家にあるバスルーム。湯に浸ひたり、カナンは心地よさを感じていた。そしてゆっくりと今日のことを振り返る。

「今日は……楽しかったなぁ」

（レイジと出で掛かけられたし、ミオやレネとも会えた。カフェで食べたケーキもすっごく美味おいしかった）

「教えてくれたフレアにお礼をいわなくちゃ……」

　楽しい時間を思い出し、反はん芻すうする。そして、嬉うれしい感情に心が満たされる。

　けれどもいつしかその感情が別のものに塗ぬり替かわっていく。

　カナンは湯船の中で折った膝ひざをぎゅっと抱きしめた。無意識の内になにかに縋すがりたいと思っての行動だった。

　楽しいことや嬉しいことを思い出しても、湧わきあがる不安をカナンは消せなかった。

　今日も出かけている途と中ちゆうで、不意に倒たおれかけてしまった。

　その時のことはよく覚えていない。けれどもその時に生じた感情だけは憶おぼえている。

〝なにか〟が自分の奥おくから湧きあがってくる感覚。自分ではない別のなにかに、意識や身体を奪うばわれそうになった気がした。

　自分の中にある、自分が知らない別のモノ――それは多分、失われている自分の記き憶おく。

　今日のあの時、湧きあがってきたモノに自分が手を伸のばせば、届いた気がした。

　そうしたならば、カナンの記憶は戻ったのだろう。

　……けれどもカナンはそれに手を伸ばせなかった。

　記憶が戻ると思って、生まれる感情は喜びや安あん堵どではない。

　それは、恐きよう怖ふだった。

「レイジ、私……怖こわいよ」

　カナンはもはや自分の記憶がないことを恐おそれてはいない。いまはもう、レイジとともにいられる日常に幸せを感じていた。

　レイジと一いつ緒しよに暮らせること、レイジと話せること、レイジと食事ができること、レイジと触ふれあえること、ただそれだけのこと。けれどもカナンにとっては全部が全部、かけがえのない喜びであり幸せだった。

　だが記憶が戻った時、この幸福は続いてくれるのだろうか？

　自分にどんな過去があるのかはわからない。失われている記憶がどんなものなのかわからない。

　根こん拠きよはない。しかし確信に近い直感が過よぎり、カナンの心を塗ぬり潰つぶす――きっと記憶が戻ったらレイジとの毎日が壊こわれてしまう、と。

「――やだっ！」

　考えただけで思わず拒きよ絶ぜつが声となった。

「やだよ……それだけはヤだよ……!!」

　もしもいまを失ってしまうのなら、過去なんていらなかった。

「大丈夫……大丈夫だよ。いまの私にはレイジがいるんだもん」

　自分自身を納なつ得とくさせるようにカナンは何度も頷うなずく。

　レイジとの絆きずな……それがあれば自分は生きていける。
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「他にはなにもいらない。だってそれ以上、大切なものなんて私には無いんだから」

　最後に大きく頷くと、カナンは笑えみを作った。

「レイジが心配するから……ちゃんと笑わなくっちゃ、うんうん」

　満面の笑みを形づくる。だが作り物の笑みは作る度にすぐに崩くずれていく。

「レイ、ジ……あなたといられることが幸せ」

　何度か微ほほ笑えむことを試ためした後、カナンは湯に額を付けながらうなだれた。

「でもあなたといられなくなることを考えると……怖いよ」




　――閉じた双そう眸ぼうに涙なみだが滲にじむ。




「あなたといられなくなるなら――私は、私なんていらない」




　　　　　◆




　窓一つ無い空間は、暗くら闇やみに染まっていた。わずかに灯ともされた光源が円えん卓たくと傍そばに立つ二人――ルクレツィアとアシュレイを照らす。

　静けさが満ちる部屋の円卓がカタカタと揺れた。その原因は世界樹の震動によるもので、今日すでに数度目の出来事だった。

　この浮遊島は世界樹の力場により空に浮き続けている。その為、世界樹の力場の状態により、震動や鳴動が起きることは不思議ではない。

　けれどもその頻ひん度どは年に数度程度だ。日に数度起こるなど通常は在りえない。

　それはつまり、いまの状態が異常であるということを表していた。

　震動が静まった後、ルクレツィアが唇くちびるを開く。

「もはや猶ゆう予よはありませんね。本当にあと一年、今回の再演が終局まで演じられていれば〝希望〟が得られたかもしれませんのに」

　ルクレツィアの声はなだらかだった。けれどもその声には、わずかにやり切れない思いが込められているようだった。

「その希望とは彼女……いや、彼のことかい？」

「――はい」

　躊躇ためらいのないルクレツィアの答えにアシュレイは僅かに沈黙する。そして逡巡の後に、「あの、破は壊かい者しやか」と呟つぶやいた。

　アシュレイの脳裏には赤しやく銅どう色いろの髪かみの少年が浮かぶ。

　その少年は神遺物と同調できる才を持ちながら神遺虚構グラフイツクスを顕あらわすことができず、逆に同調した神遺物を砕くだいてしまうという異才を宿していた。

　人の身にして神の遺物たる【神遺物】を砕く――神の領域を侵おかす力。

　その才能と異質さイレギユラーをアシュレイは当然、知っていた。なぜならそれを見み出いだしてこの都市に少年を連れてきたのは、誰でもないアシュレイ自身だったのだから。

　だが、とアシュレイはゆっくりとルクレツィアに問い直す。

「あれは……そこまでの力モノ――この世界の根本さえも救う程のものだったのかい？」

　こちらの疑義に対し、ルクレツィアは厳げん粛しゆくな面おも持もちで頷きを返した。

「不ふ可か侵しんたる神の遺物を砕く者……故ゆえに【破壊者】。彼が引き起こす現象を巧うまく言い表しています。ですがあの破壊はあくまで付随現象に過ぎず、彼の本質ではない」

「神遺物の破壊が……オマケだと？」

　アシュレイの声こわ色いろが自然と呆れた風になっていた。ルクレツィアは『神遺物の破壊』という通常起こりえない事象を瑣さ事じだと言っているのだ。

「ええ。彼は神の権能を超こえる――神権さえ踏ふみ潰つぶし、屠ほふり砕くだく程の〝奇跡チカラ〟を宿しているのですよ」

「君がそこまで評するとは……だがなるほど。並の神遺物、ただの神の残ざん滓しなどではその奇跡の重みに耐え切れず破壊されてしまう、ということか」

　アシュレイが自らの理解を口すると、ルクレツィアはそれを肯こう定ていし同意してくる。

「奇くしくも【破壊者】の二つ名自体は、彼の本質を捉えている。ただ彼の力が齎もたらす破壊は、神遺物の破壊などに止まらない」

「まったく……恐ろしい話だな」

「しかし、彼はただの人間。人という枠わく組ぐみが枷かせとなり、単身では自らに宿る力の真価を顕せない」

「なればこその……彼女との出会いということかい？」

「あの二人は互いが互いを望んでいたのです。一人では、自らの存在の呪じゆ縛ばくを断たち切きれないから。二人がともに歩めば、全てが解放される。もし二人があの段階まで到れたならば、世界を縛しばる宿しゆく業ごうさえも――……」

　穏やかだったルクレツィアの声にはいつの間にか渇かつ望ぼうに似た熱を帯びていた。

　語られるのは辿たどれたかもしれない道であり、到れたかもしれない運命だ。

　だが時間が、決定的に足りなかった。世界は奇跡が起きるのを待ってはくれなかった。

　故に、もはや全ては訪おとずれなかった仮定の話でしかない。

　それは彼女自身がよく知っているはずだった。だからアシュレイは優やさしく彼女の言葉を遮る。

「ルクレツィア、そろそろ行こう。今日を逃のがせば次の満月機会まで世界の方が保たない。だから、君だけが為なせることを為しに――さぁ、為さねばならぬことを始めよう」

「すみません……ええ、そうですね」

　一拍の間の後、ルクレツィアは厳然とした空気を纏い直した。

「では、」

　だが出発を告げようとした彼女の言葉を、アシュレイは静かに掌を向けて留めた。「失礼」と一言添えながら身を翻ひるがえし、アシュレイは扉とびらの方を向く。

「……こんな刻ときにまったく」

「どうかしましたか？」

「いえ、些さ細さいなことなのですが」

　閉じられたままの扉を見み据すえながら、アシュレイは不敵な笑みを零した。




「――礼儀知らずが来たようだ」




　　　　　◆




　歴史の重々しさを備えた大聖堂の中に、ライナー・ライアーズの姿はあった。

　満月が世界を優しく照らし出す時刻。誰もいない外がい郭かく回かい廊ろうをライナーは一人、悠ゆう然ぜんと歩んでいた。

　そして、ある場所の前で歩を止める。

　重じゆう厚こうな誂あつらえが施ほどこされた扉。その扉の奥は大聖堂の最深部、学園長室だ。

　神卓機関の長も兼ねる都市の最大権力者が座する間への扉。気け圧おされるくらいの荘そう厳ごんな造りは当然だろう。

　だがそんな重々しい扉にライナーは軽々しく手を掛けた。そして当然のように扉を開けるとそのまま遠慮もなく踏み入る。

　内部はかなりの広さがあった。だが室内に在るのは中央の円卓だけで豪ごう奢しやな装そう飾しよくはない。そしてそこは窓が一つもない、閉ざされた空間だった。

　ライナーが後ろ手を離すと扉が自然と閉まる。すると月明かりさえ届かなくなり、学園長室は闇やみに満たされた。

「――こうも堂々と侵しん入にゆうされると逆に注意に困るな」

　満ちた闇の奥から男の声が届いた。

　その声に呼応するように、部屋の中にいくつかの光が灯る。その齎された光により、部屋の奥に一人の男の姿が浮かび上がった。

　美び麗れいな装飾が施された騎士然とした鎧よろいを着た男、アシュレイ・ギブスンが円卓の向こう側に佇んでいた。

「さて……こんな夜よ更ふけになんの用だ、最下位者」

「偶然迷い込んだっていったら信じてもらえるかい？」

「もしそれが本当なら、私が家まで送り届けてやろう」

「ハッハッハ、悪いが男に付き添われる趣しゆ味みは無いんでね。いやなに、やっぱ楽しむためには自分から動かなくちゃいけないなぁ、って思い立ったんだよ」

　軽けい妙みような語りあい。だがライナーとアシュレイは瞬まばたきひとつしなかった。

　徐じよ々じよに場の空気が張はり詰つめていく。

　幾いくばくかの後、アシュレイがライナーの方へ足を踏み出した。

「いまは戒厳令下。深夜の外出は禁止されている。そんなに遊びたいのなら指導教官の許可を取るといい」

「戒厳令ねぇ……くだらない。まったくこの状況はなんだ？　サウガウドの強きよう襲しゆうを瑣事だと吐き捨てたのはどこの誰だった？」

　諭さとすようなアシュレイに対し、ライナーは唾だ棄きを返す。

　わずかに沈ちん黙もくしてからアシュレイは変わらぬ声色で口を開いた。

「情勢が変わったのさ――ただそれだけだ」

「それであっさりと都市全体に戒厳令を布告し、【神話の再演】を中断した、と」

「そうだ。それ以上でも以下でもない」

　騎士は素す気げなく返すがライナーは逆に問い詰めるように続ける。

「今回の手は、悪手も悪手。これにどんな正当な理由があるってんだ？」

「それはすでに教官から説明を、」

「――本当は中断なんてしたくなかったんだろ、あんたらはさ」

　アシュレイの台詞せりふを聞くまでもないという態度でライナーは遮った。

　さらにライナーはそのまま口元を歪ゆがめ、嘲あざ笑わらう。するとアシュレイはわずかに表情を強こわ張ばらせた。

「それはどういう意味、」

「これは、深しん慮りよ遠えん謀ぼうの末の決断なんかじゃあない。哀かなしいかな、お前らはただ【神話の再演】を続行できなくなったんだろう？」

　仕切り直そうとしたアシュレイの言葉を、ライナーはまたしても潰した。

「ハッハッハ、しかし、ならもうお前らに用は無い。詰まらない余興は終わりにしよう」

　そして言いたいことだけを言い切ると、ライナーはあっさりと会話を打ち切ろうとする。

　だが今度はアシュレイがそれを許さない。二人の間の緊迫感はいつの間にか極限まで高まっていた。

「勝手な憶おく測そくをベラベラとよく喋しやべるな……用がないのは最初からこちらの方だ」

　アシュレイが苛いら立だたしげに言い捨てた瞬しゆん間かん、閉ざされた部屋に光が奔はしった。

「……へぇ」

　呟きながらライナーは視線をわずかに落とす。そしてアシュレイの左ひだり腕うでに眼差しを向けた。

　アシュレイの左腕は、純白の装そう甲こうに覆おおわれていた。

　それは美麗な曲線により描かれた、圧あつ倒とう的てきな存在感を放つガントレット。純白の金属がアシュレイの指先から肩までの左腕全体を埋め尽くす。

　さらにその形状は、ただのガントレットに留まっていない。甲こうの部分から伸びるように刃やいばが形づくられているのだ。

　腕を覆う装甲と一体化した剣つるぎ。その正体がなにであるのかは、発される神域の光から一目でわかる。

「それが元・全一の極者サマの神遺虚構ってワケか」

　掌を口元に当て、ライナーは値ね踏ぶみするように呟いた。対してアシュレイは牽けん制せいするように装甲刃を軽く振るってみせる。

「去れ。どれだけ嘲あざけりを吐き、言葉を労しようともお前は私に勝てはしないのだから」

「よくもまぁそこまでバッサリ言ってくれるな。まるでアンタが俺おれの全てを知っているみたいじゃないか」

「私は――いや、我々は誰よりもお前をよく理解している。だからこそ、さ」

　軽口を叩たたくライナーにアシュレイが躊躇ためらいなく断言した。そして念を押おすように言葉を足す。

「その左目――誰に処置されたのか、忘れたわけではあるまい」

　言われてライナーは左目を覆う眼帯をそっと掌で触れた。

「これねぇ……」

　そしてライナーは口元をより深く歪める。

「幼い子供にするコトじゃないよなぁ……俺じゃなかったら間ま違ちがいなく死んでるぜ？」

　ライナーが物ぶつ騒そうな言葉をあっさりと口にした。けれども言われたアシュレイは眉まゆ一ひとつ動かさない。

「だがお前は死ななかった――いや、その程度では死ねなかった」

　逆にアシュレイはさらに物騒で、無む慈じ悲ひな言葉を口にした。

「生来の貴様の力は、恐ろしい。比類なき資質だ。それは素直に〝奇跡〟と称しようするべきものだろう」

　アシュレイはライナーの眼帯の奥を射い抜ぬくかのように真まっ直すぐに見つめる。

「だが奇跡とは本来、世界に存在しないもの。つまりは在りえざるべき存在モノ。故にそれは許されざる誤りフエイタル・エラーに対しての枷なのだよ」

「俺がなにしたってワケでもないのに。なんとまぁ傲ごう慢まんだねぇ」

「秩ちつ序じよの為さ――その人の身に過ぎた力は、ただ在るだけで世界にとっての害悪。世界の破は滅めつと天てん秤びんにして許される自由などありはしない」

　アシュレイの言動は、己を絶対正義とする尊大なものだ。だが同時に揺るぎない使命と責任を感じさせる誠実な物言いだった。

「枷――ハハ、高い首輪だな」

「それほどの格位レベルがなければお前を縛れないだろう？　世界の破滅と比べればそれさえも安いものさ」

　ライナーの眼帯の奥を覗くように、アシュレイが視線を注ぐ。

「いまの貴様は生来の圧倒的な力を扱うことは出来ない。出来るのは、仮かり初そめの同調によるハリボテの神域を纏うことくらいだろう」

　装そう甲こう剣けんの切っ先を突つきつけながらアシュレイはライナーの実力の底を看破して見せる。

「翼つばさを捥もがれたその状態で神格序列・百位圏内に滑り込んだことには素す直なおに賞賛を送ろう。枷がなければどれほどのものなのか、まったく想像を絶するよ」

「ハッハッハ、どうもどうも」

　皮肉の賛辞をライナーが遠えん慮りよなく受け取ると、アシュレイは最後通告を送ってきた。

「もう一度言う、去れ。命に咎とがは無いという彼女の高配ゆえ、この箱庭で今日まで生かしてやったが……いい加減、素直で従順な唯ただの大人にんげんになれ」

「イヤだ……と言ったら？」

「なら――斬きり捨すてるだけだ」

　即答と同時にアシュレイは流れるように左腕を振るっていた。

　その刃から光の斬撃が飛び、ライナーの脇わきの壁かべをざっくりと斬り裂いた。

「次は当てる」

　刃を構えながらアシュレイは言外に「当たれば、斬れる」「貴様の神域でこの斬撃は防げない」と訴うつたえていた。だがライナーはその意図を読みながら、まるで意味がわからないとばかりに返す。

「その程度で、俺がどうにかなるとでも思っているのか？」

　さらにライナーはアシュレイに対し、両手を大きく広げてみせた。

　無手を向け、無体を晒す。それはあからさまな挑ちよう発はつだった。

「……問答はもはや無用のようだな」

　アシュレイはライナーの行動をただの悪あがきだと思ったのだろう。寸分の躊躇いもなくライナーに向け、光の斬撃を放った。

　瞬またたく間まに斬撃は壁へと到とう達たつする。轟ごう音おんとともに光は壁を大きく抉えぐり、その損傷に耐えられず壁自体が崩れた。

　だが――ライナーは崩ほう壊かいする壁の前に悠然と立っていた。

「……!?」

　佇むライナーの姿を見て、アシュレイの表情に驚きが浮かぶ。

「貴様……いまなにをした？」

　アシュレイの斬撃の軌き道どうは間違いなくライナーを捉えていた。これでなんらかの回避行動が取られていたならば、アシュレイもライナーが無事なことを理解できただろう。だが、ライナーの立ち位置は変わっていない。ライナーは一歩どころではなく、微び動どうだにしていなかった。

「なにを黙だまっている。いったい、お前はどんな策を弄ろうし――」

　アシュレイの詰きつ問もんを、光が吹ふき飛とばした。突とつ如じよとして圧倒的な光が、部屋全体を埋め尽くす。

　身構えたまま、アシュレイの動きが止まった。怯おびえたわけではなく、眼前の光景を受け入れられないようだった。

　それは当然と言えば当然の帰結。アシュレイの放った斬撃は間違いなくライナーに到いたっていた。その上で無事だというのなら、ライナーはその斬撃を真正面から防ぎ切ったということになる。

　つまり、ライナーの纏う神域ではアシュレイの斬撃は防げない――その前提こそが間違っていたのだ。そして、ライナーは言葉ではなく現象によってその事実をアシュレイに突きつける。

　そう――一瞬にして生じた圧倒的な光の起点こそが、ライナー。

　苛か烈れつなほどの激しい神域の光をライナーは当然のように纏っていた。その光量は仮初の同調などで得られるレベルを遥はるかに凌りよう駕がしている。

「その光は……お前の生来の光か！」

　驚きながらもアシュレイはようやく事態を受け止めたようだった。

「ということは、貴様は【神遺融合】の枷を破ったというのか……」

「ご名答。理解が早くて助かるよ。もうお前らがくれた枷は枷の役目をはたしていない。逆にもはや俺の一部。解除もなにも思うが侭ままさ」

「生来の異い端たんが……どこまでも規格外の化け物だな！」

　呆れるようなアシュレイの唾棄に、ニヤリとしたイヤらしい笑みをライナーは返す。さらに次の瞬間、ライナーはアシュレイの眼前へと迫せまっていた。

「ついでにこれも理解してくれただろう？　誰も俺に勝てないってさ！」

　神域の光の強さは、使い手のレベルを最も端たん的てきに表す。つまり規格外の神域を発するライナーの強さが、規格外だということを示していた。

「確かに凄すさまじい神域だ。これを破るのは容易ではないだろう。貴様が自うぬ惚ぼれるのも仕方がない」

　すでにアシュレイは一時の動どう揺ようから抜ぬけ出だし、いつもの冷静さを取とり戻もどしている。自らの間合いに踏み込まれながらもアシュレイは慌あわてずに、不ふ遜そんなライナーに皮肉を返した。

「自惚れじゃなく真っ当な評価さ。なんなら俺に勝ってみるがいい、元・全一の極者!!」

「それが自惚れだというのだ、第百位者」

　言いながらアシュレイは装甲剣の切っ先をライナーへと向ける。だが刃として振ふるいはせず、ただ呟く。

「《簒奪の宣告・ストレイト罪科の審判・ドメイン》――その驕おごり高たかぶりを纏う神域ごと奪い去ろう」

　その刹せつ那な、風に攫さらわれるかのようにライナーの身体から神域の光が離はなれていく。そしてその離れた光すべてが純白のガントレットに吸い込まれた。

　ライナーは纏っていた己の神域がすべて失われたことを理解し、次いでアシュレイに向けてこれみよがしに肩を竦すくめてみせた。

「おいおいおい……人様のモノを奪うなんて高こう尚しような騎士様がすることか？」

「そういう能力なのでな。それよりも貴様はいいのか？　いつまでもそんな格好のままで」

　奪った本人が神域を失くしたライナーへ忠告する。

「これはこれは、お優しいお言葉をどうも。では遠慮なく着込ませてもらうとしよう」

　言葉とともにライナーは再び分厚い神域の光を一瞬にして纏った。その光の苛烈さは先ほどとまるで遜そん色しよくはない。

　並の神遺使いレガリアであったなら、一度神域を奪われたら同調を持続することさえ出来ないだろう。しかしその常識はライナーには適用されない。規格外は規格外らしく、当然のように己の力を見せつける。

　そんなこちらに対して、アシュレイは全く動じなかった。

　ただ彼はすぐさま《簒奪の宣告・ストレイト罪科の審判・ドメイン》を揮ふるい、慈じ悲ひも容よう赦しやもなく、ライナーが再展開させた神域の光を根こそぎ攫っていく。

　その事実にライナーは思わず苦笑いを洩もらした。

「ハッ、強ごう欲よくだな」

「展開した神域を二度奪うばわれながら立っていられるとは、正直信じがたい神域量だ。だがお前がどれほど膨ぼう大だいな力を持とうとも私の前では無む駄だだ」

　アシュレイは淡たん々たんとそう口にした。

　だが言葉の通り、それは事実だろう。どれほどの力を持とうとも奪われてしまうのでは意味がない。己の強さがそのまま相手の強さになるというのならば、どうあがいても勝てるはずがない。

「これは……厄やつ介かいだ」

　頭を振りながらライナーは再々度、己が身へ神域を展開していく。そして、こちらを見つめるアシュレイに向け、挑ちよう発はつ的てきな笑みを送る。

「じゃああれだな。俺が秘ひめる神域量とお前が耐えられる許容量、どちらが上かの根比べといくか」

「残念だがそうはならないのさ。《簒奪の宣告・ストレイト罪科の審判・ドメイン》の力が、ただ神域を奪うだけだと思ったか？」

　華か麗れいな動きでアシュレイが左腕を揮う。すると先ほどと同じように装甲剣から光の斬撃が放たれた。

　ただその斬撃の規模が先ほどの比ではなかった。そこにはライナーから奪った圧倒的な神域の力が存分に注がれていたのだ。

「なるほど――そういう仕し掛かけか！」

　積木細工が振り払われるように、あっさりと学園長室すべてが壊れる。轟音とともに申し訳程度に残っていた壁が砕け、吹き飛んだ。

「ハッハッハ……無む茶ちやをするねぇ」

　瓦が礫れきを踏みしめながらライナーは呟いた。壁も屋根も無くなり、いままで部屋だった空間は外気に晒され、月明かりに照らされる。

　廃はい墟きよ然ぜんと化した場所で改めて二人は向かい合う。

　そうしてアシュレイを見据えながらライナーは、ふと頬ほおに違い和わ感かんを抱く。掌てのひらを添そえてみると指先に血が滲んだ。

「これは……」

　ライナーの頬に、いつの間にか裂れつ傷しようが生じていた。驚おどろいているライナーへ向け、アシュレイは無言のまま更さらなる光の斬撃を放った。

　膨大な神域を以もつてその迫り来る刃を弾はじこうとしたライナーは、しかし直前で回避行動を取った。紙かみ一ひと重えで斬撃はライナーの横を通過し、頬に新たな傷を付ける。

　ライナーの神域は破られたわけではなく健在。しかし事実として絶対不可侵たる神域は、光の斬撃に反応しなかった。

　浮かんだ血を指で拭ぬぐいながら、ライナーはアシュレイの神遺虚構の能力を洞どう察さつする。

「……どこまでも曲くせ者ものな神遺虚構だな」

「元はお前の神域だ。お前の神域を素す通どおりしても不思議ではないだろう？」

《簒奪の宣告・ストレイト罪科の審判・ドメイン》――その神遺虚構は対象者の神域の力を奪い、それを己が力として揮うだけではない。その奪った神域による攻こう撃げきは対象者の神域反応を無効化するようだった。

「これが、全一の極者に至った者の実力ってわけかい」

　相手の力を奪い、さらに攻撃を防ぐことさえ許さない。相手の選せん択たく肢しを潰し続け、追い詰めていく無慈悲な神遺虚構、それが《簒奪の宣告・ストレイト罪科の審判・ドメイン》。

　その全方位的な強さの本質をライナーは理解する。そしてそんなライナーの表情を読み、アシュレイが勝利宣言のように呟く。

「――相手が悪かったな」

「ああ、相手が悪かったよ――本当に」

　笑いながらライナーはあっさりと同意を示す。だがその笑みは自じ嘲ちようや諦てい観かんではなかった。その表情の意味を読みあぐねたのだろう、アシュレイが怪け訝げんな顔をする。

　そしてアシュレイがなにかを言いかけた時、それは起こった。




　ライナーが眼帯に手を当てつつ、隻せき眼がんで瞬きを一つする――事象にすればただそれだけのこと。




「――な」

　だがその刹那、纏っていた鎧は拉ひしやげ砕くだけてボロボロになり、アシュレイの口から血が零れる。自らの血で咳せき込こみながら、そのまま堪たまらず膝を折った。

「アシュレイ、あんたは超ちよう一いち流りゆうの比類なき使い手で、神遺虚構の能力も極ごく上じようだ――だがあんたの相手が悪かった」

　アシュレイの強さを評し、ライナーは賞賛を送る。その賛辞を聞きながらアシュレイは無様に身を崩し、瓦礫に倒れ込んだ。

「恥はじることは無いぜ。俺が強すぎるだけなんだ。言ったろう？　誰だれも俺には勝てないって。だから自信を持って地べたに這はいつくばってくれよ、元・全一の極者サマ」

　次の瞬間、硝子がらすが砕けたような音が響いた。それは使い手の意識が無くなった時など、同調が強制的に解かれる際に生じる、神遺虚構が失する音。

　無論、砕けたのはアシュレイの神遺虚構。彼の左腕全体を覆っていた純白のガントレットが光を発しながら霧む散さんしていく。

　そして、奇跡を顕すことから解放された彼の神遺物が姿を現す。そのはずが、光が引いた後、アシュレイの傍に現れたのは――一人の少女だった。

　小こ柄がらな少女は純白の法ほう衣えに身を包つつみ、顔を銀色の仮面で覆っていた。

　その奇き異いな姿の者が誰であるか、知る者が見れば一目でわかる。

　仮面の少女は、このもはや廃墟と化した部屋の主。つまり、神卓機関とルディフォウン学園を統すべる長・ルクレツィアその人だった。

　そんな少女を見下ろし、ライナーは仮面の奥の瞳ひとみを覗く。

「――やぁ学園長」

　軽けい薄はくな笑みを添えながら、ライナーが慇いん懃ぎんに挨拶をした。

「ようやくお会いできた。あなただったら答えてくれるだろう？　いまこの都市が……いや世界が、どうしてこんな事態になってるのかを、さ」

　そして先ほどアシュレイに投げかけていた問いの答えを少女に促うながす。

「……あなたの推察を肯定しましょう」

　幾ばくかの沈黙の後、少女は零こぼした。

「いまは我々が望んだ状じよう況きようにはありません。世界樹の封ふう印いんが不安定となり、【神話の再演】の続行が不可能になったのです」

「正直でいいねぇ……自分がウソツキだから、そういう素直なコは好きだぜ」

　ルクレツィアの真しん剣けんな告白に、ライナーは変わらない軽妙さで返した。

「あなたの目的はなんですか？　いまはもう猶予はないのです。私はこれから封印の再構築のために――」

「ああ、その必要は無いぜ」

「……どういう意味、ですか？」

「お前が封印をどうこうする必要はもうないってことさ。もうこの世界は用済みなんだから」

「……な!?」

　いままで冷静さを保っていたルクレツィアの声色が、ライナーの言葉を受けて初めて動揺を滲ませた。

「あなたは……なにをするつもりなのですか？」

「俺はただ、楽しみたいだけさ」

「楽しみたい……？」

　ライナーの言葉に他意はない。だが、緊迫した場面に似つかわしくない発言の意味がルクレツィアにはわからないようだった。

　少女の気配にあからさまな戸と惑まどいが浮かぶ。そんな少女の華きや奢しやな肩かたにライナーはポンッと掌を置いた。

　そして重みを帯びない陽気な顔を向ける。

「どうせ滅ほろぶべき世界なんだ。俺の楽しみの為ためにご協力願おうか――創造神の神遺物・ルクレツィア」

　これから先の楽しみに目を向け、胸を躍おどらすライナーの笑み。そんなこちらに対し、ルクレツィアは恐きよう怖ふさえ感じているようだった。

　その様子が堪らなく可笑おかしくて、さらに気分を高こう揚ようさせたライナーはゆっくりと顔を上げ、都市中心の世界樹を見上げる。

　いつの間にか空には暗雲が立ち込め、月明かりが遮さえぎられていた。

　わずかな間の後、ライナーは再びルクレツィアへと視線を戻す。そして、肩に添えていた掌を少女の頬へと向けた。

「!?」

　その瞬間、ルクレツィアの身体から淡あわい光が放たれた。自分の身に起きた変化に少女は驚きの声を上げる。

「な、なにを――」

「ここからお前は俺のモノ。自由に使わせてもらう」




　ライナーが強く、深く、ルクレツィアの仮面の奥おくを見据えながら、宣戦を布告する。

「神話を紡ぐ役目を終えたこの戦域せかいを解き放つ為、俺が終焉者の役を担おう」

　その時、大きな光が落ち――雷鳴が轟いた。




「――ここからは俺が仕切る」
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第二章　破壊の欠片







「……雨が降ふるのか？」

　ゴロゴロと鳴る雷かみなりの音に気付き、レイジは窓ガラスの外を覗のぞいた。昨夜からどんよりとした雲行きだったが一層悪くなっていた。

「おはよう、レイジっ！」

「ん？　ああ、おはよう。今日は早いな」

　時刻はまだ早朝といっていい。レイジが起こさなければ昼近くまで寝ねていることが多いカナンにしては、今日はかなり早起きだった。

　返事をしつつ、レイジはカナンの方を振り向く。すると寝間着姿のカナンがこちらへトタトタと近づいてきていた。そして、そのまま、ぎゅむっとレイジに抱きつく。

「……こういう行動はいつも通りなんだな」

　毎朝の挨あい拶さつだがいまだに気き恥はずかしさは抜けない。それを誤ご魔ま化かすようにレイジは寝ね癖ぐせのついたカナンの金きん髪ぱつを手て櫛ぐしで梳すいた。

　心ここ地ちよいのか、レイジの手櫛を受け入れつつカナンが窓の方を見る。

「ねぇねぇいま外見てたけど、どうかしたの？」

「いや、雨が降るのかなって。ほら、ここだと珍めずらしいからさ」

　言いながらレイジも再び窓の外を見やる。その時、再び雷の遠鳴りが聞こえた。

　ミドガルド大陸から切り離され、空に在るこの浮遊島において雨というのは稀まれな天候だった。

「へぇ～そうなんだ」

　カナンはこちらに寄り添いながら、静かにそんな外の様子を窺うかがう。

「……？　カナン、大丈夫か？」

　そんな彼かの女じよの態度がレイジには少し気にかかった。

　いつものカナンだったら元気よくパタパタと窓まど際ぎわに駆け寄っているだろう。それをしなかった彼女への僅わずかな違和感に、レイジの胸に言い知れぬ不安が過ぎる。

（……そういえば昨日も調子が悪かったな）

　昨日カナンが出先で寄りかかってきたことや、風ふ呂ろ上あがりにどこか上の空な表情をしていたことを思い出し、さらに疑念を募つのらせるレイジ。

「へ？」

　だが当のカナンはこちらの質問にキョトンとした仕草を返した。レイジは彼女の機き微びを察する為、ジッと見つめる。

「レ、レイジ……？　なんか、恥ずかしいよ？」

「カナン、本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　真っ直ぐに眼まな差ざしを送ることで彼女が目を逸そらすことをレイジは許さなかった。

「うぅ～～～～……」

　どれほどか見つめ合い、カナンの口から呻うめき声ごえが出切った後。ようやく言葉が洩れてくる。

「昨日は……ちょっとうまく寝れなかったからそれで、かも」

「……うまく？　昨日、ちょっと歩かせ過ぎちゃったか？」

　昨日はカフェの後、なぜかミオやレネたちとの買い物に付き合わされ、レイジとカナンは色々な店をこれでもかと一いつ緒しよに回らされていた。

　カナンも一緒になって楽しんでいたはずだが、体力的にはちょっとハードだったのかもしれない。

　改めてレイジは目の前の少女の姿をまじまじと見る。

「ん？　んん？　レイジ??」

　なにごとかと頬を染めるカナン。だがレイジはその反応を意に介かいさず、カナンの身体の小ささや華奢さを改めて見つめ直した。

　歩き回る前に彼女が少し調子悪そうにしていたのだから、自分がもう少し気き遣づかっていれば……とレイジは悔くやむ。

　そんな気持ちが表情に出たのか、カナンが慌てた様子で言葉を足してきた。

「ううん！　ミオたちとの買い物は全然大丈夫で関係ないよ！　すっごく楽しかったんだから！」

「けどな」

「じゃなくて……寝れなかったのはそういうんじゃないの。うーん、寝れてはいるんだけど、ずっとなにか夢を見ていた気がするの」

　目を伏ふせながらカナンがたどたどしく零す。

「夢……それは悪い夢、だったのか？」

「なんていったらいいんだろう……よく覚えてないんだけど、暗い中でずっと、ずっとひとりきり……みたいな、夢」

　告げながらカナンは自分の身をぎゅっと両りよう腕うでで抱いた。

「別になにも起きないの。けど暗い中でずっとずっと……ずっとずっとずっとひとりなんだ。怖こわいことは起きない、なにも起きないんだけど、ずっとひとりきりでいる……イヤな夢……だった気がする」

「……そうだったのか」

　夢の記き憶おくを反はん芻すうしてだろう、カナンの表情が曇くもる。思い出させてしまったことを謝あやまるように、レイジは優やさしく少女の頭を撫なでた。

　それに対しカナンはこちらの身体を抱き返してくれる。

（……夢、か）

　ふとレイジは、カナンが見た夢がいまだに戻らない彼女の記憶と関係があるのではないかと思った。

（だがもしそうなら、あまり良い過去ではないってコトになるのか……？）

　夢の出来事についてもっと詳くわしくカナンに訊きこうかとも考えた。けれどもレイジは結局、その思いを胸にしまい込んだ。

　これ以上の詮せん索さくは徒むだにカナンを傷つけるだけなのではないかと思ってしまったからだ。

「あ！　ただの夢だから大丈夫だよっ？　ちょっと寂さびしく思っちゃったけど、いまはほらレイジが傍そばにいてくれるでしょ？」

　逡しゆん巡じゆんしていた表情を誤解されたのか、カナンが一ひと際きわ元気な声で喋り始めた。その優しさに応こたえようと、レイジは努めて明るい表情をし、カナンの細い肩に手を置いた。

「ああ、そうだな。夢は夢だ。そして現実ならどんな時でも俺がいるからさ」

「レイジ……――うん！」

　噛かみしめるような間の後、カナンは満面の笑えみを返してくれた。それに思わずホッとしたレイジは、このままの雰ふん囲い気きを保つべく、なるべく自然な態度で視線を台所に向け、言った。

「よし、じゃあそろそろ朝食に――」

　そんな台詞の途と中ちゆう、急に窓から閃せん光こうが差し込む。

　次いで、雷鳴が轟いた。

「――!?」

　雷による閃光と音に反応し、レイジの身体が強張る。だがそれだけではなく全身に得体の知れぬ悪お寒かんが奔るのを感じた。

　無意識の内に臨戦態勢を取りつつ、レイジはいま自らの内に生じた感覚がなんなのかを探さぐる。そして辿たどり着ついた結論は、畏い怖ふだった。

　その感情をレイジは自覚し、周囲を警けい戒かいするが――

（……なにも、起きない？）

　傍から見れば、必要以上に雷に驚いた格好になっていただろう。神経が過か敏びんになり過ぎていたのかと思い、注意を解こうとした時。いまさらにレイジは気付く。

　雷鳴を機に、激しい雨音が聞こえていた。

「――これは」

　すぐさま窓の外を覗くと、外は豪ごう雨うになっていた。うるさい雨音の中に雷の音も混じっている。その状況を把は握あくし、レイジの心がざわめいた。

（こんな天候……神殿都市に来てから初めてだ）

　都市中央に聳そびえる【世界樹】から発せられる神域に似た特殊力場により、この【浮遊島】は空に浮うかんでくる。

　位置する高度と力場の守護によって、神殿都市の空が乱れることは基本的には無いはずなのだ。

　だが現にいま、空は荒あれていた。それはつまり、都市を包む世界樹の力場が乱れているということだ。

（最近続いた震動現象となにか関係があるのか……ん？）

　思案の途中、カナンに抱きつかれていた感かん触しよくがなくなる。

「――カナン？」

　言いながら向けた視線の先に映ったものは、がっくりと膝ひざを折った少女の姿だった。

「!?　どうしたんだ……カ、ナン……？」

　最初に心配したのは、当然だがカナンの体調についてだった。だがそれ以前に彼女の纏う雰囲気が変わっていることに気付き、レイジは戸惑う。

　そんな中、両膝を突いてうずくまり、頭を抱かかえたカナンは小さな声でなにかを呟つぶやいていた。

「いや……いやなの……やめて、いらない、そんなものいらないっ……いらないの!!」

　カナンの囁ささやきはいつしか叫さけびに変わっていた。

「おい、カナン……っ」

　怯えたような様子のカナンを落ち着かせようとして、レイジは彼女の両りよう肩かたを掴つかみながら呼びかける。だが反応を返してはくれない。

「もう過去なんていらない！　いまの私にはレイジがいるから!!　だからやめて……戻らないで！　力も過去も……いらないの!!」

「――カナン!!」

　彼女が発する言葉の意味はわからない。彼女が怖がるものがなんなのかもわからない。それでもただ黙って見ていることができず、レイジは必死に呼びかけを続けた。

　するとこちらに応えてくれたのかはわからないが、カナンの瞳とレイジの視線が合わさった。

　真正面から見み据すえたカナンの表情は苦しげに歪ゆがんでいた。その姿を見ているだけでレイジの心が痛みに軋きしむ。

　彼女はその悲痛な面おも持もちのまま、わずかに唇くちびるを動かす。

「レイジ、たすけて……――！」

　その叫びにならない僅かな呟きとともに少女の瞳から一粒の涙なみだが零れた。

　そして、そのまま彼女はがっくりと力を失くし、うなだれる。いままでの緊きん迫ぱくした空気は霧散し、ぷっつりと糸が切れたようにカナンは静かになる。

　状況を掴めず困こん惑わくするレイジ。茫ぼう然ぜんとしていると、しばらくしてカナンが身を動かした。

　彼女はレイジの存在など目に入らないといった様子で、ただ自分の掌をジッと見つめる。

　からっぽの掌。

　だが彼女はそこにある、見えないなにかを眺ながめているようだった。

　そんなカナンをそのまま放置するわけにもいかず、レイジが意を決して声を掛かけようとした時、

「……いや」

　先んじて少女の口から拒きよ絶ぜつの言葉が零れ、少女の肩に置いていたレイジの掌がなにかに阻はばまれたように後方へと撥はねた。

「いや――――――――――――――――――――――――――――――――――――」

　それはレイジにでも、他の誰かに向けられたものでもなく――けれども世界すべてへ訴えるような悲痛な叫びだった。

「カナ、ン――」

　咄とつ嗟さにレイジはカナンへと掌を伸のばした。だがその掌はカナンに触ふれられない。

「!?」

　不可視の力場により、レイジの掌は弾かれてしまう。

　過去幾いく度ども経験してきた感触を思い出し、レイジはそれがなんなのかを理解する。

　それは、不ふ可か侵しん障しよう壁へき【神域】――神遺物レガシイとの同調時に生じる、使い手と世界を隔かく絶ぜつする絶対拒絶力場だった。

　見るといつの間にかカナンの全身を神域の光が覆おおっていた。次いでその光が一気に膨ふくれ上あがり、部屋中を埋め尽くした。

　光によりレイジは一いつ瞬しゆん、視界を完全に失う。

「なにが起きてるってんだよ?!」

　理解できない状況が立て続けに起こり、レイジは混乱した。だがこちらの戸惑いをよそに事態はさらに動く。

　部屋を満たしていた光が引き、戻ってきたレイジの視界に映ったのはカナン。

　彼女は虚うつろな表情のまま、神域を纏いながら立ち尽くしていた。

「大丈夫なのか……？」

　彼女の身を案じるが、神域に拒こばまれてレイジは指一本触れることが出来ない。

　次の一手を見み出いだせない歯は痒がゆい状況。さらにそこへ追い討ちをかけるように、瞬またたきの刹那、彼女の姿が視界から消えた。

「……！」

　一拍の後、消えたと思ったのは錯さつ覚かくだと気付く。前まえ触ぶれなく突如として動き出した彼女の姿に、一瞬レイジの視線が追いつかなかったのだ。

　レイジは気配を追いかけ、なんとかカナンの姿を視界に捉とらえ直なおす。だがその時にはすでに玄げん関かん扉とびらが開けられ、彼女は勢いよく外に飛び出していた。

　彼女と入いれ替かわるように、開かれた扉から激しい雨とけたたましい雷鳴が部屋に飛び込んでくる。すぐに彼女の姿は豪雨の中に消え、見えなくなった。

　そして気付くと部屋の中には取り残されたレイジ一人だけ。

　起きていることの理由どころか状況さえ満足に掴めず、レイジは茫然としかける。だが思考停止しそうになる己おのれの頭をレイジは大きく揺ゆさぶった。

「――カナン！」

　さらに気持ちを奮い立たせる為、ハッキリと少女の名を叫んだ。そしてレイジは、疑問も不安も躊ちゆう躇ちよも拭い捨て、カナンを追う為に部屋を飛び出す。




　起きていることがなんであれ、どんな理由があれ、レイジがすることに変わりは無い。

　カナンが黙っていなくなった現実を、レイジが許容できるはずがないのだから。




　　　　　◆




　痛みを感じるほどの雨あま粒つぶがレイジの身を容赦なく打つ。いままで遭そう遇ぐうしたことのない、激しい雨だった。

　だがレイジはそんな豪雨にも怯ひるまず、全力で走っていた。

　カナンを追ってはいるのだが、いま彼女の姿は見えない。視界も不ふ明めい瞭りようで捜しにくく、どこへ行ったのかという手がかりも痕こん跡せきさえもない。

　けれどもレイジの表情に迷いはなかった。

　カナンが去った理由はわからない。だから彼女がどこへ向かったかなどレイジには見当もつかない。

　そのはずなのだが、レイジはごく自然にある場所へ向かっていた。まるで彼女がどこにいるのかを、自分の心が感じ取っているように。

　錯覚だと言われれば否定しようもない。けれどもレイジの胸に不安はなかった。

　自分が彼女と会えないわけがない、と何の根こん拠きよもないがレイジは信じていたのだ。

　そして躊躇ためらいなく全力疾走し、辿り着いたのは、市街地の外れ。

　そこは何のことは無い公園広場で――満月の夜、レイジとカナンが最初に出会った場所だった。

　こんな早朝の土ど砂しや降ぶりの公園に人ひと気けがあるはずもなく、レイジは無人の園内に足を踏み入れる。

　この公園の奥でレイジはカナンと出会った。その時のことがふと脳のう裏りを過よぎる。

　足元に溜たまった水たまりを蹴けるように一人進みながら、レイジはまるでカナンとの邂かい逅こうの記憶を遡さかのぼっているかのような感覚に囚とらわれた。

　そうならばきっとこの先でカナンに会うことが出来るのだろうと、レイジはそう確信する。しかし同時にカナンに会えたとして、自分になにができるのかという疑念も湧わく。

　カナンは明らかに普ふ通つうの状態ではなかった。けれど、いや、だからこそ――そんな彼女を一人きりにさせることだけは、したくなかった。

　だからいまはただカナンの無事だけを考え、レイジは無言のまま走り続けた。

　――そして、見つける。

「よう……待っててくれたのか？」

　街灯の役目を果たす燐光樹ルミネージユの光が照らす公園中央に、カナンが佇んでいた。彼女はなぜか神域を纏っておらず、びしょ濡ぬれになっていた。

　華奢な身体に濡れた服がぴったりと張り付き、儚はかなげな趣おもむきを醸し出している。だがレイジの心を真っ先に捉えたのは、少女の瞳の虚ろさだった。

　瞼まぶたは開けられているが、瞳にはなに一つ映り込んでいないようだった。そして、しっかりと自分の足で立ってはいるが、その身体からまるで生気が感じられなかった。

　こちらの声掛けにもまったくの無反応だ。仕方なくレイジは改めて言葉を投げつつ、カナンに近づいて行く。

「こんなに濡れちまって……とりあえず帰るぞ。温かいシャワーでも浴びよう」

　努めて気安くレイジはカナンの小さな肩へと掌を置こうとした。だがその刹那、レイジの手はバチリと弾かれた。

　予期していなかった衝しよう撃げきにレイジは身を崩くずしかける。だが即そく座ざに一歩後ろに下がり、なんとか身を立て直した。

　一瞬外れた視線をすぐさま戻もどすと、その時にはカナンの全身を輝かがやきが覆っていた。それは何物をも拒む【神域】の光だ。

　さらにその神域の光は見る間に巨きよ大だいになっていく。彼女の身を覆うだけに留とどまらず、倒たおれたコップから水が零れるように周囲に拡散されていった。

「――!?」

　咄嗟にレイジは後方へ跳とび、身構えた。

　神域は使い手以外の存在すべてを拒絶する。つまりカナンから漏もれ出でた神域は周囲の存在を例外なく排はい除じよしようとし、結果として破壊現象を引き起こすのだ。

　近くに聳えていた燐光樹が神域の圧力により拉げ折れ、さらに地面が抉えぐられる。本来来るものを拒む神域が、放出されることにより暴力的な破壊を無差別に齎もたらし続つづける。

「止めろ、カナン！」

　巻き起こされる惨さん状じようを目にしながらレイジは叫んだ。だが彼女はなんの反応も示さない。

（これは〝暴走〟なのか……？）

　未熟な神遺使いレガリアが神遺物の力に呑のみ込こまれて、自分の意志に関係なく能力が揮われる状態を〝暴走〟と呼ぶ。

　ただカナンは神遺使いではなく、神遺物そのものだ。彼女にその用語が当あて嵌はまるのかはわからなかったが、いま起きていることは無意識下での神域の暴走のように見えた。

　そうレイジが考えている間にも、カナンから発せられた神域は周囲を無む秩ちつ序じよに損そん壊かいさせ、余すところなく蹂じゆう躙りんしていった。

　だがしばらくして辺りの壊こわせるもの全すべてを壊し尽くすと、状況は一いつ旦たん落ち着きを取り戻す。レイジは一ひと先まず安あん堵どしかけるが、それを嘲あざ笑わらうかのごときタイミングで神域に変化が生じた。

「――な」

　野放図に周囲へ広がるだけだった神域の光が変質し、収束していく。過か剰じような神域顕現により付ふ随ずいして起きていた帯電現象スパークが、明確なある一点に向けられた。

　その一点として狙ねらいを定められたのは、カナンの真正面。つまりは、レイジだ。

　照準が合わされ、光が凝ぎよう縮しゆくされると同時に神域は一気に解き放たれる。地表を削そぎ、空間を焦こがしながら攻性の輝きが一直線にレイジへと襲おそいかかった。

　絶対不可侵たる神域を打ち破るには、同じ神域に依よるしかない。故ゆえになにも持たないレイジが神域に対たい抗こうできる手段はなに一つなく、逃にげるしかない。

　目の前にカナンがいるというのにレイジは彼女に触れるどころか、近づくことさえできない。

　無力な自分に苛いら立だち、回かい避ひの為とはいえこれ以上引き下がることをレイジは躊躇ためらった。

　だが事実としてレイジに出来ることはなにもなく、そして神域の光は無む慈じ悲ひに迫り来る。

「――くそっ！」

　悪態を吐つきつつレイジがその場を離り脱だつしようと決意した時――眼前で神域が弾けた。

「!?」

　爆はぜた光が一瞬、レイジの視界を遮った。しばらくしてその光が四散し、視界が晴れていく。そして最初にレイジの瞳に映り込んできたのは、白銀の大だい戦せん斧ぷ。

　レイジの眼前には巨大な戦斧が突つき刺ささり、その傍かたわらには銀ぎん髪ぱつの美少女が二人、悠ゆう然ぜんと立っていた。

　姉妹のように似た印象を備えながらそれぞれ正反対の雰囲気を纏う少女たち――レネとミオだった。

　地面に抉り込んだ大戦斧は、《暴巨の腕斧ヘカトン・ケイル》。【神話の再演】の演者にして三大国家・サウガウド連合の軍属エリート、レネの神遺虚構グラフイツクスだ。

「レネ、ミオ！　二人ともどうしてこんなとこに」

　雨に濡れて垂れ下がる髪かみを掻かき上あげながら、レイジが茫然と問うた。すると二人は申し合わせたように揃そろってレイジの方を向く。

「どうして？　とは間ま抜ぬけな質問ですね！　こんな膨ぼう大だいで異常な神域を撒まき散ちらして、しかも大おお騒さわぎまでしておいてなにを言いますか！」

　ハァ～と深いため息を吐いてみせるミオ。そこへ続けざまにレネが口を開く。

「丁度、二人でレイジの家へ向かっていたところだったのです。そうしたら突とつ然ぜん、あなたが雨の中を飛び出していったので、事情はわかりませんでしたが、緊急事態と判断して追ってきたのです。ちなみにミオはなにが起きたのかと、とても心配していましたですよ」

「れ、レネねぇ様っ」

「ただ、私たち、あなたを途中で見失ってしまいまして……この場所を探すのに苦労しましたです」

「ねぇ様～、少しはカッコつけましょうよ～」

「そうだったのか……しかし二人はなんで俺おれのところに？」

「今日の天候や最近の震動現象について少し相談したかったのです。不ぶ躾しつけな時間の訪問ですがなにか起きてからでは遅おそいと思いまして……でしたが、すでになにやら一大事ですね」

「ああ……しかし、ともかく助かった」

　遅おくればせながらレイジは二人に助けられたことを感謝する。その瞬しゆん間かん、カナンから収束神域の第二射が放たれた。

　だがレネが即座に大戦斧を引ひき抜ぬき、あっさりと神域の輝きを薙なぎ払はらう。

　そのまましばらくレネは戦斧を構え、次射撃を待った。けれどもカナンの神域はこちらを警戒してか、様子を窺うように動きを停てい滞たいさせる。

　豪雨が降り注ぐ中、事態は一時膠こう着ちやくした。

　レネがカナンの動きを牽けん制せいする中で、ミオが冗談半分本気半分という感じでこちらを睨にらみながら訊いてくる。

「で、コレはいったい全体、なんなんですか？　まさかタダの痴ち話わ喧げん嘩かってワケではないでしょうね？」

「なんだと言われるとどういうべきか困るな……」

「レイジ、これは〝暴走〟でしょうか？　です」

　こちらがどう切り出すべきかと悩なやんでいると、レネが自分の推察を口にしてきた。

　それをきっかけにしてレイジは二人に、今朝から起きたことを説明する。ただ体験したレイジ自身が出来事の意味を理解できていない為、内容は事実をざっくりと述べるに過ぎなかった。

　だが軍属の二人の理解と判断は素す早ばやかった。

「――原因不明の状況、ということが理解できました、です」

「はい、いま原因をどうこう追求するのは時間の無む駄だでしょう。となると現状をどう打開するかが先決ですね、ねぇ様」

　不明であるということを含ふくめて事態を把握し、二人は互たがいに納なつ得とくげに頷うなずく。それからミオがレネへ目配せをして、一歩前に出る。

　さらにミオは一度、こちらにチラリと得意げな視線を送ってきた。

「？」

　なんの意味かわからないでいると、彼女は嬉うれしそうに翠みどり色いろの宝玉が嵌はまるアミュレット、つまり自らの神遺物を服から取り出す。そして瞬しゆん時じにその宝玉から輝きが放たれた。

「瞬またたきとともに地を削ぎ、魂たましいまで滅めつし殺そげ――《終束の戦眼キユクロ・プス》!!」

　少女の叫びに呼応して輝きが強まり、光が象かたどられる。

　奇き跡せきが世界法則を捻ねじ曲まげ、虚構を現実の事象へ結実させていく。そして、ミオのか細い両腕の中に巨大な銀色の砲ほう身しんが顕あらわれた。

「調整はもう万ばん全ぜんってカンジだな」

「無論、当然、バッチリですっ！　レネねぇ様にも一度手合せいただき、お墨すみ付つきをもらいましたから！」

　胸を張りながらミオが元気よく答えた。同時に彼女はすぐさま砲身を身構え、戦闘態勢を取る。その砲ほう口こうは当然の如く、カナンへと定められた。

　土砂降りの雨を纏う神域で防ぎながら、ミオがカナンと対たい峙じする。そして、ミオの神遺虚構の顕現を機に、停滞していたカナンの神域が再び蠢うごめき出だした。

　向けられた敵意を排除するように、カナンの神域はミオへと照準を合わせて撃うたれる。

　けれどもミオは全く動じず、構えた《終束の戦眼キユクロ・プス》を放つ。輝きと一いつ閃せん、双そう方ほうが真正面からぶつかり、光が爆ぜた。

　生じた衝撃が一いつ斉せいに空間に散る。それにより一帯の雨粒は振り払われ、一瞬だけ雨が止やんだような錯覚を齎す。

　ミオは初撃の後、すぐに次の行動に移っていた。地を駆け、カナン自身へと攻め込んでいく。

　間合いに踏み込もうとするミオへ、カナンの神域が襲い掛かった。だが彼女はそれを凌しのぎ切きる。巧たくみに神域の光を躱かわし、銀の砲身を器用に扱あつかい、攻こう撃げきすべてをいなして見せたのだ。

「カナン！　ちょ～っとだけ我が慢まんしてくださいねっ！」

　あっさりとミオはカナンの眼前に到とう達たつした。そしてカナンに呼びかけながらも彼女は隙すきなく《終束の戦眼キユクロ・プス》をカナンへと狙い定める。

　あとはもう《終束の戦眼キユクロ・プス》の閃光でカナンの神域を吹ふき飛とばし、暴走状態に陥おちいった同調を強制的に解除するだけ。

　傍から見ればあっけない幕切れにも見えるだろう。けれどもそれは、ただ無秩序に振り撒かれるだけの脅威カナンに研とぎ澄すまされた実力ミオが勝まさったが故の、歴然たる結果だった。

　暴走し自意識のないカナンは、首元に銃じゆう口こうを突きつけられても降参などしない。

　それをわかっているからミオは躊躇いなく引き金を引く。それ以外に事態を終息させる手段はないのだから。

「《終束の戦眼キユクロ・プス》――せめて一いち撃げきで、」

　だが、その引き金が引かれることは無かった。

　それが為なされる少し前、カナンが自分の掌てのひらを向けられた砲身へと添そえた。

　たったそれだけのこと。そんなことで銃口を逸らせるはずもなく、それは無意味な行こう為いのはずだった。

　けれども次の瞬間、彼女の掌が〝闇やみ〟に包まれ、同時に《終束の戦眼キユクロ・プス》が砕け散ったのだ。

　刹せつ那なの内に巨大な砲身はその一片さえ残さず、粉々になった。白銀の破は片へんが宙を、舞まう。

　次いでミオの身体がゆっくりと、スローモーションのようにくずおれていく。

「ミ、オ？　――ミオ!?」

「――レネッ！」

　その様を見てレネが咄嗟に跳び出そうとするが、レイジはそれを制止した。

「レイジッ！　ミオが……ミオがです!!」

「気持ちはわかる――が、落ち着け！　とりあえずミオは無事だ、よく見ろ！」

　取り乱すレネをレイジは必死でなだめた。それでなんとか我に返ってくれたレネは息を整えた後、改めて倒れたミオの姿を見つめた。

　ミオは動かず、その場に倒れ込んだままだった。纏っていた神域は神遺虚構とともに失くなり、いまは雨粒がその身に降り注いでいる。だが外傷はなく、息をしていることも見て取れた。そして、傍のカナンからも追つい撃げきの気配はない。

「多分だが、ミオは純じゆん粋すいに神遺虚構だけを砕かれたんだ」

「……なるほど、です。神遺虚構と使い手は繋つながっています。ですから突然の神遺虚構の破壊が使い手であるミオへとフィードバックされ、その衝撃で意識を失ってしまった、というところでしょうか」

　レネは推察を口にしながら、徐じよ々じよにいつもの冷静さを取り戻していった。

「いったいどういう芸当かはわからんけどな」

「あれは彼女のチカラ……能力と見るべきなのでしょう、です」

「……能力？」

「破壊の瞬間に彼女の掌を覆っていた奇き怪かいな闇……実体を伴ともなうような闇、《漆黒の輝きダークマター》とでも称しようしましょうか。あれが神遺虚構の破壊を引き起こしたとするならば、ただの神域の発はつ露ろとは意味合いがまるで違ちがってきます、です」

「確かに暴走状態で起きるようなことじゃないよな。あれじゃあまるで……」

「あれは、もはや歴れつきとした神性――神遺虚構と呼ぶべきでしょう、です」

　レイジが言いい淀よどんだ認にん識しきを、レネはハッキリと断言した。

　カナンは意思を持つ神遺物だ。故に暴走などではなく、彼女の力が正しく発揮されたとすれば神遺虚構が発動してもおかしくはない。

「ああ、俺も見たことはないが、あれはカナンのチカラの一つなのかもな」

「そうなると彼女を制圧する難度が上がりますね。こちらの神遺虚構が破壊されるとあっては迂う闊かつに近寄ることが出来ませんです」
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　呟きながらレネは銀の大戦斧を握り直した。

　カナンの能力がこちらの予想する通りだとしたら、レネの《暴巨の腕斧ヘカトン・ケイル》も容易に無効化されてしまう。

（下手に手を出せない……そうすればミオの二にの舞まいだ）

　レイジと似た結論に至ったのだろうレネの表情が僅かに曇る。それが焦しよう燥そうによるものだとレイジにはわかった。

　カナンに近づけないということは、傍に倒れるミオにも近寄れないということだ。

　いくら気を失っているだけとはいえ、妹同然のミオを放置したままでレネが心穏やかでいられるはずがない。

「レネ、前みたいにちょっと力を貸してくれないか？」

　レイジはレネの表情を横目で覗きながらゆっくりと歩み出た。そして胸の前で拳こぶしを握り締める。

「俺がカナンをどうにかする」

　レネの返事は早かった。

「わかりました。援えん護ごします、です」

「頼たのむ」

　言って姿勢を律しながら、レイジはカナンを見据える。

　改めて観察すると、《漆黒の輝きダークマター》を掌に宿してから彼女の身を覆う神域の輝きが無くなっていた。神域の消失を裏付けるように、過剰なエネルギー放出に伴う帯電現象も消えていた。

　いまならば無手のレイジでもカナンの身体に触れられるかもしれない。接せつ触しよくさえ出来れば、彼女と同調できるかもしれない。

（そうすればカナンの暴走を抑おさえ、いまの事態をなんとかできる……かもしれない、か）

　仮定に仮定を重ね、推測ともいえないような都合のいい夢想を並べる自分の思考に、思わず苦く笑しようする。

　けれども実行を止める気は微み塵じんもなかった。

　いまレイジが渇かつ望ぼうしていることは唯ただ一ひとつ、カナンを救うことだけだ。

　その為ためだったら、その行動がどれほど無む茶ちや無む謀ぼうと称されようとも試みる他ない。可能性の大小などその前には無意味だ。

　もしダメだったら――その時はその時だ。

「……で、私はいったいなにをすればいいですか？」

「レネは俺が出来ないこと――要は神遺虚構を揮ふるいまくってくれないか？」

　レイジの指示はこれ以上ないほど大おお雑ざつ把ぱなものだった。だがレネはそれ以上の説明を求めず、素す直なおに了りよう承しようの声を返す。

　そして彼かの女じよはすぐに行動に移ってくれた。

　レネは手にした白銀の戦斧を放ほうる。そして空となった両手を広げると、次に無数の金色の戦斧を顕現させていった。

「さぁ、地平まで蹂躙せよ――《暴巨の百腕ヘカトン・ケイレス》!!」

　顕された戦斧は間を置かず、次から次へとカナンに向けて投げられていく。放られた戦斧の群は超ちよう質しつ量りようの豪雨と化して、カナンへと襲い掛かった。

　膨大な物量が齎す凄すさまじい圧力プレツシヤーを前にしながら、カナンは微び動どうだにしない。

　だが彼女の周囲には異変が生じた。

　彼女の身体から溢あふれるように《漆黒の輝きダークマター》が姿を現す。まるで質量をもった影かげのようなそれらが、掌だけと言わず彼女の全身を覆った。

《漆黒の輝きダークマター》がカナンの身を庇かばう。正確に狙いを定められたレネの戦斧は、ただの一本もカナンの身に当たらなかった。

　予想通りと言うべきか、彼女の周囲に漂ただよう《漆黒の輝きダークマター》に触れた瞬間、戦斧が粉々に砕け散るのだ。

　その為に大量に発生した金色の破片が、辺りを埋め尽くした。

「本当にその闇は神遺虚構を無効化、いえ、破壊し尽くすのですね！」

　レネはまざまざとその能力を目まの当たりにしながら、戦斧の顕現を続ける。そして間かん髪はつを容いれずにそれらを投げ放つ。

　当然、結果はなにも変わらない。金色の戦斧はただ砕け、単に金色の破片を撒き散らすだけだ。

　本来、衝撃の結けつ晶しようであり爆ばく砕さいを引き起こす《暴巨の百腕ヘカトン・ケイレス》は、ただ一本も真価を発揮できないまま消える。

　けれどもそれは徒労ではない。レイジが徒労では終わらせない。

　レネが途と切ぎれなく神遺虚構を揮い続ける間、レイジは金色の霧きりを掻かき分わけてカナンの元へと迫っていた。

　しかし、狙いは煙えん幕まくを張ってもらうことではない。目的は、この攻こう防ぼうそのもの。

　レネに戦斧を振るい続けてもらっているのは、カナンに無効化の事象を引き起こし続けてもらう為だった。

　神遺虚構を持たないレイジがただ近づけば、カナンに《漆黒の輝きダークマター》ではなく通常の神域を再び纏われてしまう可能性がある。

　注意がレネに向けられている内に、レイジは迅じん速そくにカナンの元に到いたった。

　いくら実力者のレネとはいえ斧おのの顕現を無限に続けられるわけがない。故に一時も無駄に出来ず、レイジは到達とともにすぐさまカナンへと掌を伸ばした。

　彼女の全身はレイジが仕向けた通り、《漆黒の輝きダークマター》に覆われていた。

　神域はない。だが《漆黒の輝きダークマター》が神域と同じようにレイジを拒む可能性は十分にある。もしかしたら神遺虚構を破壊するように、触れたレイジの手を消し飛ばしてしまうかもしれない。そんな疑念がいまさらにレイジの脳裏に過よぎった。

　だがレイジは湧いた疑念を握にぎり潰つぶし、自身の動きを鈍にぶらせない。そして、躊躇ためらいなく闇やみに覆われた先――カナンへと掌を向けた。

　幸いにして闇に掌が弾はじかれることは無かった――だが刹那、光が生じた。

　それは、光。

　圧あつ倒とう的てきな光だった。

　浴びた全身に衝撃が奔はしるほどの光の奔ほん流りゆう。圧力さえ伴う光を受け、吹き飛ばされそうになりながらもレイジはカナンから離はなれるわけにはいかないと思い、その場に喰くらいついた。

　気持ちを奮い立たせるため、レイジが叫ぶ。

「カナン――――――――！」

　いつの間にか一帯が輝きにより埋め尽くされ、視界から色や輪りん郭かくが失していった。それでもレイジは目を凝こらし、眼前にいるはずのカナンの姿を捉えようとする。

　膨大な光に必死に抗あらがい、ようやく双そう眸ぼうにカナンの姿が幽かすかに映る。だが、その姿はどこか目の前にいるという現実感を与あたえてこない。

　光に霞かすんでおぼろげな輪郭とともに、彼女の双眸はいまだに虚ろだ。いつもの無む邪じや気きで明るい光は瞳ひとみに灯ともっておらず、焦しよう点てんも定まっていない。

　だがレイジは少女の両肩を掴むと強ごう引いんに引き寄せ、その瞳を覗のぞき込こむ。

「俺を見ろ、カナン!!」

　眼まな差ざしを介かいして自らの意志を注ぎ込もうとするように、ただ真まっ直すぐにカナンを見つめた。

　するといままでなにが起ころうと無反応だったカナンの碧へき眼がんが僅わずかに揺れた。そして一度の瞬きの後、瞳の奥おくに小さな光が灯る。

　ほんの些さ細さいなことだったがレイジは歓かん喜きし、さらに呼びかけた。

「カナンっ！」

　次いで声に反応するように少女の小さな唇がわずかだが動く。

　声は出ない。けれどもその唇は確かに紡つむいでいたのだ。

　レ　イ　ジ　――と。

　小さな、小さすぎる反応。しかしカナンが自分に応こたえてくれたのだ。レイジの心は喜びに沸わく。

「な、に――？」

　だがその喜びに浸ひたる暇ひまをレイジは与えられなかった。カナンの機き微びに伴ってか、光に変化が生じていた。ただ放射されるだけだった光が、レイジの身体に絡からみついてきたのだ。

　カタチや質量を持たないはずの光が身を這はう奇き妙みような感覚がレイジを襲う。

　うねる光は指先から腕へと無ぶ遠えん慮りよに伸びていく。そして四し肢しから胴どうへと一気に浸しん食しよくを進め、僅かなうちにレイジの全身を文字通り呑み込んでいった。

（な、なんだ……これはっ!!）

　体の全てを余すところなく光に埋め尽くされると、妙な浮遊感とともにレイジの五感が失われた。

　遠くでレネの叫びが聞こえた気がした。だがもはやそれが本当の声なのか、幻げん聴ちようなのか、錯覚なのかさえ判別できなかった。

　そしてどれであれ、もはやレイジはなんの反応を返すことも出来ない。




　光はレイジの感覚のみならず――やがて意識まで奪うばっていった。




　　　　　◆




（俺は……どうなった）

　朦もう朧ろうとする意識のままレイジは思考を紡ぐ。

（俺は生きているのか……？　カナンを助けようとして……どうなったんだ？）

　あやふやな意識のまま、レイジは周囲を見み渡わたす。

　だが、視界はなにも捉えられない。

（ここはどこだ？　どこ……なんだ？）

　レイジの周りに在るのは、闇。

　空も地面もなく、そこにはただ一いつ切さいの闇が広がっていた。

（……そうだ、意識を失う前、俺は確か光に呑み込まれたんだ……そして気付いたら、ここ。しかしこの空間……この闇はいったいなんな――）

　この場所について考えを巡めぐらそうとした時、なにかが来た。

　そう認識した瞬間、レイジの身体に衝撃が奔る。

　なにかがレイジにぶつかったわけではない。だがレイジの身体はショックを受け、視界が揺さぶられる。

　レイジは必死に自分の身に起きていることの把は握あくに努めた。そしてこれが物理的な衝しよう突とつではないことを理解する。

　次いで直感が告げる――いま自分にぶつけられ、注がれているモノが情報であり、身を襲う振しん動どうや衝撃はその情報があまりの膨大であるが故の余波なのだと。




　やがてレイジの意識と感覚を媒ばい介かいとして、膨大な情報群が再生されていく――それは、遥はるか過去の、世界の記き憶おく。







　燃える、大地。

　砕ける、空。

　爆ぜる、海。

　見渡せる限りの世界すべては、荒あれ狂くるっていた。

　一いち縷るの平へい穏おんもなく、自壊していくような世界。

　一見すれば、止めようのない破は滅めつへと世界自体が突き進んでいくように映る。

　だが凝ぎよう視しすれば、それらの破壊が自然現象ではないことに気付く。

　破壊現象はすべて、なにものかの手によって起きていた。

　世界のあらゆる場所で、超ちよう常じようの事象を扱う存在が争あらそい、桁けた違ちがいの破壊を齎していたのだ。

　無数の超越存在――それら、彼かの存在モノは【神】と呼ぶべきもの。

　それら【神】と【神】が奇跡を揮い合い、覇はを競きそっていた。

　一面の空が炎ほのおで覆われたかと思うと、その一瞬の後に炎が燃えたまま氷と化す。数度の激げき震しんによって大地が海に沈しずむと、その衝撃で別の陸地が隆りゆう起きする。

　文字通り世界を震しん撼かんさせる戦いが、悠ゆう久きゆうの如く続いていた。

　時にすればどれほどかもわからぬ程ほどの果て――しかし無限とも思えた闘とう争そうにもついに終しゆう焉えんが訪おとずれる。




　その先にあったのは、静せい寂じやく。




　無限の果ての果て、神々の戯たわむれは終わった。それは同時に世界から神々が消え去ったことを意味していた。

　残ったのは、盤ばんたる世界のみ。

　もはや演者は去り、舞ぶ台たいに課せられた演目もない。故に次の幕が上がることはなく、世界に訪れた静寂は永遠に続くかに思えた。

　だがその世界に宿る運命が、平穏を許さなかった。




　いつともわからぬ時、虚こ空くうより――闇が出いでた。




　全一の極たる神を決める宴うたげの場として創つくられた世界は、その宴の終わりとともに滅ほろぶ。それは世界創造の時に、創造神が世界自体に刻んだ誓せい約やく。

　それが、世界の宿しゆく業ごう。

　その闇は、世界の宿業の具現。

　創造神の約束が実体を象り、【破壊神】として降臨したのだ。そして破壊神は、当然ながら約束を果たすべく世界たる盤を滅ぼし始めた。

　破壊はなにものにも邪じや魔まされることなく開始された。

　大地が破壊され、空が破壊され、海が破壊されていく。

　神々の闘争により生じていた破壊事象と似ていたが、それらとは決定的に異なっていた。

　破壊神によるその様は、正しく破壊にして蹂躙。

　一方的な奇跡の行使はなんらの相そう克こくも一切の再生も伴わず、世界をただ壊し尽くしていく。

　だがそれを悲しむ者はいない。

　止める理由もない。

　無より生じた世界が約束通り無に帰すだけなのだから。

　故に世界は創世の際の約束通り、滅びる――はずだった。

　だが突とつ如じよとして、世界の破滅を阻はばむものが現れた。




　それを為したのは――光。




　闇と同じく虚空より現出した光は、鎖くさりを形づくった。そして、光から生じた無数の――幾千幾億本もの鎖が、闇の具象である破壊神を捕とらえた。

　光の鎖によって囚われ、そのまま破壊神は地に伏ふした。

　だが破壊神も素直に身を縛しばる拘こう束そくを受け入れず、足あ掻がき踠もがく。破壊神の身じろぎ一つで大地は揺ゆれ、地表が砕けた。

　衝撃に大地が耐たえられず大陸が沈みかけた時、光は破壊神が横たわる大陸の一部を切り出し、その大地ごと空へと連れていった。

　破壊神を世界から切り離す為、結果として空に浮うくことになった大地の上で、光は破壊神への拘束をさらに強める。

　やがて破壊神は光の束に押おし潰つぶされ、浮かぶ大地の底に沈んでいく。

　だが存在自体の危機を悟さとったのか、破壊神が激しく暴れ始めた。

　光に包まれながら、闇が踠き、足掻き、荒あらぶる。

　だが光の拘束が解かれることはなく、破壊神が脱だつすることは無論敵かなわない。

　それでも破壊神は最後の力を振り絞るように一層、猛たけり狂くるった。それによって些細な、ほんの些細な緩ゆるみが一いつ瞬しゆん、生じた。その間かん隙げきを破壊神は逃のがさず、まるで滑り込ますように漆黒の片かた腕うでを光の支配下から一時的に引き離した。

　だが出来たのはそれだけのこと。それ以上のことは、なにも出来ない。飛び出た腕にはすぐさま無数の光の鎖が殺さつ到とうし、無残にも引き千切られた。

　そしてそれが破壊神の最後の抵てい抗こうとなった。そのまま破壊神は全身を光に呑み込まれ、地に沈んでいった。

　やがて光も使命を果たし終えたかのように霧む散さんしていく。闇が沈み、光が消え去った後、その場所には巨大な樹木が現れた。

　その樹木――【世界樹】の麓ふもとには、小さな黒い欠片かけらが落ちていた。光も闇も消え去った後、その欠片だけが消えずに残っていた。

　その欠片――引き千切られ、断たたれた破壊神の右みぎ腕うでのなれの果てが、拾われる。手にしたのは、いつの間にかそこに立っていた銀色の仮面を被かぶった少女。

　少女は欠片を片手で握り締めながら、もう片方の手で金色の鎖を生み出す。そしてその鎖を闇の欠片へ幾いく重えも巻き付け、絡めた――まるで光が破壊神に施ほどこした拘束のように。

　そして現れた時と同様に、その少女は欠片を抱だいたまま忽こつ然ぜんと姿を消した。




　世界は破壊を免まぬがれた。

　そして世界には悠久の時が流れた。最初はなにも存在しなかったが、やがて生命が生まれ、世界には多くの生物が溢れかえるようになった。

　その中で人が生まれ、人が集つどい、文明が築かれ、いつしか誰だれも来ることの出来なかった空に浮く島にも人が訪れるようになった。

　浮遊島に来る者は、最初はわずかなものだった。けれども時とともに訪れる者の数が増えていき、ついに彼らはそこに住む場所さえ作り始めた。

　さらに時が流れ、人の歴史が刻まれ、浮遊島もそれに伴い変容していく。

　長い年月を経へて、浮遊島は現在の神殿都市の姿へと至った。

　そのあらゆる時代の歴史の場面で、あの仮面の少女の姿が在った。少女は、ある時は人々の中心に立って率そつ先せんして導き、ある時は傍らで人々を見守っていた。

　だがいつの時も少女はあの欠片をずっとそばに置き、管理していた。そして欠片は金色の鎖を絡ませながらずっと静かに少女の傍らに在り続けた。それは永えい劫ごうに近いほど続いてきた営みだった。

　だがある月夜、欠片に異変が起きた。

　人の歴史より遥かに長い間、ずっと纏わせていた金色の鎖を突如として砕き、欠片は外へと飛び出したのだ。

　黒き欠片はそのまま月夜を舞い、浮遊島に築かれた都市を駆け抜ける。

　いつしか闇の具象たる欠片は――美び麗れいな姿を象っていた。

　欠片が呟つぶやく。

「――行かなくちゃ」

　月光に照らされ、金色の長ちよう髪はつと碧眼が輝いた。




　レイジは、その存在欠片の名を知っていた……――その欠片少女の名は、カナン。







　――不意にレイジ自身の五感が戻もどる。

　頬ほおに一筋の汗あせが伝う。気が付くとレイジは全身に汗を掻いていた。

　気を失っていたのではないという自覚はある。いま自分の脳は焼き切れる寸前まで、膨大で莫ばく大だいな情報を再生させる為に酷こく使しされていたのだ。

「いまのは……記憶」

　そう呟くが、無論レイジの記憶ではない。そうだとすれば、これは別の誰かの記憶であるはず――それが誰のものなのかを悟った瞬間、レイジの視界にいま脳のう裏りに思い描いた者の姿が映った。

　いつの間にか、レイジの目の前にカナンが佇んでいた。

　彼女は異質な漆黒のローブに身を包まれ、その四肢には金色の鎖を幾重も絡ませている。その姿を見てレイジは彼女と初めて出会った夜を思い出した。

「見られちゃったね……私の記憶」

　こちらの視線に気付いたカナンがにっこりと笑いかけてくる。けれどもその笑えみは儚はかなく寂さびしげだった。

「そうか……そうなんだよな。ならカナン、お前は――」

　カナンの呟きを受けて、レイジは自分の憶おく測そくが正しいのだと確かく認にんする。

　――破壊神の、右腕。

　――破壊神の、欠片。

　――破壊神の、神遺物。

　――カナンは、

　だがレイジは到った結論を言葉に出来なかった。喉のどが鳴らず、唇くちびるが動かず、声にならなかった。心の中でさえ明確に言葉にすることを拒きよ否ひする。

「そうだよ。私はね、破壊神の神遺物みたい」

　躊躇ためらうレイジの背中を押すようにカナンは明るい声で告げた。その健けな気げさに打たれ、レイジは頷きを返す。

「……ああ、カナンは破壊神の神遺物だったんだな」

　そしてレイジは覚かく悟ごを決め、認識をハッキリと言葉にした。

　驚おどろきと戸と惑まどいはあった。だが認めてしまえば、それだけだ。

　明らかになった事実によって、レイジのカナンへの想おもいが変わることは微塵もない。

（俺はすでに彼女が【神遺物】であると知っていた。それがなんの神遺物であろうと……いや、彼女がなんであろうとも、カナンがカナンであることに変わりはない）

　自分自身の想いをレイジは改めて確信し、その気持ちを本人へ伝えようとする。だがこちらが告げる前に彼女は首を横に振り、声掛けを拒こばんだ。

「違うんだよ、レイジ」

　そして少女は哀かなしげな瞳でこちらを見つめる。

「私はね、普ふ通つうの神遺物じゃないんだ。私は存在の根本が、【破壊神】なんだよ？」

「それはもうわかっているさ！」

「ううん、わかってない……わかってないよ、破壊神が他のどんな神とも違うことを。破壊神の存在は、この世界と相反し、決して許されない存在モノなんだから」

　彼女は哀しい誤解を解くようにこちらを諭さとす。

「さっき再生された記憶を見たでしょう……破壊神は最後、どうなっていた？　浮遊島の大地に押し込まれ、破壊神は封ふう印いんされた。けれども伝承のように世界から追放されたりはしていなかったでしょう？」

　語りながらカナンの表情が悲痛さを帯びていった。

「破壊神は世界を去らず、封ふうじられながらも世界樹の奥にいまだに在る。もしそれが目覚めれば当然、世界には再び破壊が齎もたらされる」

「な……っ」

　自分が住む世界の認識が根底から崩くずされ、レイジの口から思わず驚きの声が洩もれた。

　けれども先ほど見た光景が真実だとすれば、カナンの語る通り。いまだこの世界には破壊神が存続し、その宿命を果たそうとしているのだろう。

「この世界は滅びと紙かみ一ひと重えだということはわかった。だがそれがカナンになんの関係がある？　カナンはカナンだ！　破壊神がどうだろうと関係は――」

「――無関係じゃないんだよ。だって破壊神は現存し、その欠片である私はその意志から逃れられないんだから」

　レイジの叫さけびを冷静に遮さえぎりながらカナンは目を伏せ、視線を逸そらした。そこでレイジはようやく彼女が自分を「普通の神遺物じゃない」と言った本当の意味を悟る。

　通常、神遺物に刻まれているのは宿主であった神の神性情報のみ。神遺物には、神の意思や魂などは一片さえも残っていない。

　同調した神遺使いが扱うのは、あくまでも神の権能のみ。逆に権能を揮う以外のなにもかも、神の意思や知識、記憶などを引き出すことは決して出来ない。

　神遺物に宿る遺志により使い手が乗っ取られたと表現する〝暴走〟も、身に過ぎた力に振り回されている状態を指しているに過ぎない。

　それが、ごく普通の神遺物。

　だがカナンは――破壊神は違う。

　本体たる神々が去った遺物とは異なり、破壊神は宿主たる本体が存在しているのだ。しかも世界を滅ぼし尽くすという明確な意思を持ちながら。

「……そういうことか」

「わかってくれた……？」

　俯うつむいていたカナンはこちらの表情が気になるのか、窺うかがうように視線を上げる。

「さっきだってそうでしょ？　辺りをメチャクチャにしちゃった。あんなことしたくなかったんだよ？　でも、ダメだった……どんなにイヤだと思っても、自分では抑えられない〝破は壊かい衝しよう動どう〟が私の中にあるの！　それが私の心も体も支配しちゃうんだよ!!」

　静かに紡がれ始めたカナンの声は、次し第だいに苦しげな叫びになっていった。そんなカナンの感情を弄もてあそぶように、彼女の身から衝しよう撃げき波はが迸ほとばしる。

「ッ!?　――ぐぁあっ！」

　突如として生じた衝撃波を避よけようもなく、レイジの全身を痛みが襲おそった。こちらが苦しむ様を見てカナンは戸惑い、一層哀しげな顔をする。

「離れてレイジ、そして、私に関かかわらないで……！」

「くっ……なにをいうんだ、カナン」

「だって……だってっ！」

　バチリと再び衝撃波が生まれ、漆黒の空間を伝い、レイジの身を追い撃つ。

「ぐっ……！」

「あぁ、お願い逃にげて！　どこかに、どこかに行ってっ！　そうじゃないと、そうじゃないと……私はあなたを！」

「……イヤ、だね」

　必死なカナンの懇こん願がんを、レイジは頭を振りながら拒きよ絶ぜつした。逆に身を動かしてカナンの方へと近寄っていく。

「ダメ……ダメ、ダメダメダメダメ、ダメなんだよ――ダメッ！」

　カナンの困こん惑わくの叫びに呼応するように彼女の周囲の空間が揺らぎ、先ほどよりも強い衝撃波が巻き起こった。

「――ぐ、おおおおおっ!!」

　突つき刺さすような激痛に身体が揺さぶられる。だがレイジはダメージを逃す為に引き下がったりはせず、衝撃波をそのまま真正面から受け切った。

「レ、レイジっ!!」

　苦痛に表情が歪ゆがみ切きる。だがそんな表情を見せてはカナンが哀しむと思い、レイジは無理やりに笑みを浮かべた。そしてさらにカナンへと近寄り、手を伸のばした。

「――あ」

　レイジの掌が少女の小さな掌を掴つかむ。しっかりと握り締め、次いでレイジは強引にカナンを手た繰ぐり寄よせた。

　カナンの身体を抱きとめる。そしてそのまま二人は無言で抱き合った。互たがいの存在を感じ合うような沈ちん黙もくの間の後、レイジの胸の中でカナンが呟く。

「そうだよね。レイジは……そういう人だもんね」

　優やさしげなカナンの声。その声にレイジは安らぎを覚えた。

「……カナン」

「ねぇ、レイジ――このまま私を、砕いて」

　けれども彼女の唇から紡がれたのはこれ以上ない拒絶だった。思わずレイジは絶句する。

　レイジは【破は壊かい者しや】と揶や揄ゆされる、出で来き損そこないの神遺使い。それは同調時に神遺物を破壊してしまう、神遺使いとしては致ち命めい的てきな異才ゆえの呼び名だ。

　その異才を以もつて神遺物たるカナンを砕く――彼女から望まれたことをイメージして、レイジの思考は止まった。

「俺おれがお前を砕く、だと……？　そんなこと、出来るはずがないだろう！」

　あまりのことにレイジは声を荒らげて拒絶した。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。この空間でならレイジ……あなたは人の身という枷かせを負わずにその力を行使できるはず。だからあなたが望んでくれれば……私を砕けるよ」

「違う！　俺がいっているのはそんなことじゃない!!」

　レイジは可能か不可能かという理由でカナンの破壊を拒んだのでは当然ない。

「たとえ俺にお前が砕けるのだとしても、俺は絶対にそんなことはしない！」

　しかしカナンは柔にゆう和わな表情を浮かべたまま、こちらの否定を決して受け取らない。

「レイジ、私は破壊神の欠片……そして破壊神はいま、私を求めているの」

　まるでこちらをあやすように、カナンが告げる。

　その言葉を聞きながらレイジは、出会った頃ころにカナンが『世界を創った神様に逢あいたい』と呟いたことを思い出した。

　あの時は言葉の意味がわからなかったが、あれは『破壊神の眠ねむる世界樹の奥へ行きたい』という望みだったのか。

　つまりあの言葉はカナン自身の望みではなく、破壊神の欠片としての欲求。

「もし私が破壊神の元に行ったとすれば、それをきっかけとして破壊神は目覚める。そして再び世界の破壊を始める……」

　破壊神が世界を蹂じゆう躙りんしていた様がレイジの脳裏に甦よみがえる。あまりに圧倒的なビジョンに自然と畏い怖ふが湧わいた。

　レイジは自分の頭を振ふって畏怖を追おい払はらいながら彼女の訴うつたえを理解した。

　彼女は自分が世界を滅ぼす扉とびらを開ける鍵かぎとなることを恐おそれている。だからこそ鍵である自分を壊こわせ、というのだ。

「こうして自分の記憶が戻って、内に潜ひそんでいた破壊衝動が露あらわになり始めた。きっと世界樹の封印が弱まり、それによって破壊神本体からの私への影えい響きようが強まったんだと思う……そうなった理由はわからないけれど」

「だが、だったらもうカナンの存在とは関係なく、破壊神は目覚めてしまうんじゃないか？」

「……かもしれない」

「だったら……っ」

　お前が消える意味はないじゃないか、と訴えようとするレイジをカナンが制する。

「だからこそ、私は消えるべきなんだよ。破壊神が目覚める可能性を減らし、そして、もし本当に破壊神が復活した時、右腕を取り戻せないように」

　淡たん々たんと語るカナン。だがその言葉に彼女の覚悟が宿っているのをレイジはひしひしと感じた。

「しかし、それじゃあ……！」

「本当はわかってくれてるんでしょ？　……ね？」

　こちらの葛かつ藤とうを拭ぬぐうように、カナンは満面の笑みを向けてくる。

　これは哀しいことじゃない、寂しいことじゃない、正しいことなんだから、とレイジの決断を促うながすのだ。

　きっと、カナンが望むことは世界にとって正しいこと。

　最善ではないかもしれない。けれども世界の危機と両りよう天てん秤びんに掛けたなら、選ぶべき次善の決断なのだろう。

　正しいことであり、なにより本人が望んでいる。苦く渋じゆうを堪たえ、痛みに耐え、それでも正解を手にすべきなのだ。

　……だがレイジの掌てのひらは知っていた。どれだけ毅き然ぜんと語ろうと厳しくこちらを諭そうとも、触ふれていればわかる――そう望む少女の身が震ふるえていることを。

　胸の中にいる彼女は、華きや奢しやで小こ柄がらな、ただの女の子なのだ。

「あぁ……俺は」

　レイジは震える彼女を抱く腕の力を強めた。そして、耳元で囁ささやく。

「俺は、カナンのことが好きだ。明るいカナンが、拗すねるカナンが、優しいカナンが、素直なカナンが……好きだ」

「レ、レイジ……？」

　言葉とともにレイジはより深く、きつくカナンを抱きしめていく。恐きよう怖ふや不安……身を震わす彼女の全すべてを受け止めるように。

「きっと俺は出会った時からお前に惚ほれて、一いつ緒しよにいる内にさらに惚れて……惚れ切ったんだろうな」

　真っ直ぐに躊躇ためらいなくレイジは自分の心を曝さらけ出だした。

「カナン――俺はお前が好きだ。破壊神も世界もなにも関係ない」

「レイ、ジ」

「これが俺の気持ちだ。カナン、お前の気持ちも俺に教えてくれ」

　カナンへ思いをぶつけ、そして言葉を待つ。

　彼女は戸惑い、慌あわて、はがゆげな顔をする。いくつかの表情をギクシャクとした後、少女は俯いた。それから面を上げ、なにかを言葉にしようとして止め、再び俯き、逡しゆん巡じゆんのような間の後、こちらと視線を合わせてくれた。

「私は――……」

　ようやく開きかけたカナンの唇。

　けれどもその言葉は最後まで紡がれず、再び沈黙の間が訪れる。

「ダメ……ダメだよ、言えないよ」

　だがどれだけの後か、レイジが向ける眼差しの強さに負けるようにカナンが歯切れ悪く言葉を洩らし始めた。

「なんでだ？」

「だって……だって私の望みは……望んじゃいけないことだから！」

　一度声にすると、堰せきを切ったようにカナンの口から言葉が溢れる。

「望めばあなたを困らせてしまうから！　決して叶わないことだと知っているのに！　でもあなたはきっと叶えようと頑がん張ばってくれちゃうの、それでムリしてくれちゃうの、きっと、そうなの……だからっ!!」

「――いいんだよ」

　カナンが必死に堪え、言葉にしないでいる望み。それをレイジは聞きもせず、なにかもわからないのにあっさりと許容した。

「……そんな、なんで……！」

「もしカナンの望みが本当に自らの身を砕くだかれることならば、俺はお前を砕こう。もしカナンが世界を滅ぼしたいっていうんなら共に滅ぼそう。カナン、お前が本当に望むことを教えてくれ。俺はその為ためになんだってする。なんだって捧ささげるから」

「――」

　安請け合い、ではない。レイジの言葉に一切の偽いつわりは無く、本当にどんなことであれ、カナンの望みに全ぜん身しん全ぜん霊れいを注ぐつもりだった。

　沈黙の後、その気持ちに応えてくれるように、カナンが呟く。

「私は――……レイジと一緒にいたい」

　声とともに少女の双眸から涙なみだが流れ出す。

「ずっとずっとレイジと一緒にいたい。もっともっとこの世界にいたい。一緒にレイジと暮らして、レイジと一緒に強くなって……ずっとずっとレイジと在りたいの！」

　言葉に纏まらない気持ちをそれでも伝えてくれるように、必死に彼かの女じよはそう訴えて、そして最後に一言、零こぼす。

「私は――あなたが、好きだから」

「カナン……」

　レイジは彼女が告げてくれた気持ちをゆっくりと噛かみしめ、

「――ありがとう」

　感謝を告げた。

　二人の心に違ちがいは無いとわかった。それがこの上なく嬉うれしかった。

　けれども互いの気持ちを通い合わせただけで、事態は終結しない。次の瞬しゆん間かん、バチリと衝しよう撃げきが奔り、抱き合う二人の仲が裂さかれた。

「きゃああああぁあああああああああ！」

「く――っ！」

　吹ふき飛とばされた身をレイジは即そく座ざに立て直し、視線をすぐさまカナンの方へと戻した。彼女の姿から目が逸れたのは一瞬のはずだった。だが再び映る彼女の身はすでに《漆黒の輝きダークマター》に覆おおわれていた。

「ああ、そうか……お前がカナンを苦しめるんだな……！」

　涙を流す少女の瞳から視線を移し、レイジは彼女の全身を覆う《漆黒の輝きダークマター》を見み据すえる。直感が、この黒い光が破壊神の力そのものであると告げてきた。

《漆黒の輝きダークマター》もまた、レイジを排はい除じよすべき対象と見定めたようで害意を撒まき散ちらす。

「やめて！　やめて、やめて、やめて……レイジを傷つけないで!!」

　うわ言のように繰くり返かえすカナンの訴えを無視し、彼女の身から洩れる《漆黒の輝きダークマター》はレイジへと襲い掛かる。

「いやぁ―――――――――!!」

《漆黒の輝きダークマター》は、瞬またたく間まにレイジの身へと達する。だがレイジは動じない。

　反応できなかったわけではない。慌てての身じろぎや退たい避ひをせず、レイジはただ――拳こぶしを放った。

　双眸は事態を精確に捉とらえており、拳は寸分の狂いもなく《漆黒の輝きダークマター》の切っ先に叩たたき込こまれた。

　けれども破壊神の力そのものを素す手でで払おうなど無謀過ぎる。その超ちよう反はん応のうと戦闘技術はともかく、それは無む駄だな抵抗にすぎない――はずだった。

　次いで生じた出来事に絶句するカナンに、レイジが囁く。

「俺の心配はいらない」

　レイジの拳は、当然そうなるだろうという彼女の認にん識しきもろとも《漆黒の輝きダークマター》を粉ふん砕さいしてみせたのだった。

　そして露つゆ払はらいのように右腕を振るった後、レイジは改めて彼女を包つつむ《漆黒の輝きダークマター》を睨にらみつける。

　だが破壊され、欠損した《漆黒の輝きダークマター》は見る間に補われ回復していく。この程度のダメージはあの闇やみの光にとって問題にはならないらしい。

　彼女の身体にあの《漆黒の輝きダークマター》――つまりは破壊神の力がどれだけ潜み、宿っているのかは想像もできない。

「レイジ、あなたはなにを……」

　しかし、あれがカナンを苦しめる根源に間ま違ちがいはない。

　そうなのだとしたら、レイジが為なすべきことは一つ。

「お前を束そく縛ばくし、苦しめる破壊神の力。それを一片残らず破壊し尽くす」

　一歩も引かず、全てを受け止めて、一切を砕くことを表明するように、レイジは構えを解くと両りよう腕うでを大きく広げて見せた。

　その宣言にカナンが戸惑いを露わにする。

「ムチャだよ！　私にはわかる……この自分の中にある闇の深さが。これだけを破壊しようとするということは、この闇を背せ負おうということなんだよ!!」

「ああ、きっとムチャなんだろうな」

「私は……自分の気持ちを伝えられただけで十分だから、そしてレイジの気持ちまで聞けたんだからこれ以上はなにも……私はなにも望まない。だから――」

　必死に訴えるカナンの言葉をレイジは笑み一つを以て止める。荒こう唐とう無む稽けいなことを言い、無茶無謀を行おうとしている自覚がレイジ自身にもあった。

「なぁカナン、俺がムチャだと聞いて……やめると思うか？」

　だが、それがどれだけ荒唐無稽で無茶無謀なことであろうとも、望むことの為ならば躊躇う意味も必要もない。

　レイジ・アドヴェントは己おのれの心を偽らず、決して曲げないと決めていた。

　その為に修練に修練を積み、研けん鑽さんに研鑽を重ねてきた。

　それはただ望むことを諦あきらめず、救いたいものを救う為。

　本当にカナンは破壊神の欠片であり、神遺物なのだろう。しかしそれが彼女の全てではない。カナンの心は誰でもない、カナン自身のものだ。

　カナンは破壊神の意図に関係なく、泣き笑い、喜び哀しみ、いまここに確かに存在しているのだから。

「俺はお前を手て離ばなしはしない。それを邪魔するというのなら神さえも砕いて見せる」

　揺るぎない意志を込め、レイジは双そう眸ぼうでカナンの瞳ひとみを望む。すると彼女は眼まな差ざしを返してくれた後、こちらに全てを託たくすように頷うなずいてくれた。




「【破壊者おれ】が――【破壊神】の呪じゆ縛ばくを砕く」




　声とともにレイジは分厚い闇に覆われたカナンへ躊躇いなく手を伸ばす。そして掌の先が《漆黒の輝きダークマター》に触れた瞬間、光が生じた。

　視界を塗ぬりつぶす程の極光。レイジの掌を起点として極光は《漆黒の輝きダークマター》を照らす。だが光は闇をかき消すのではなく、まるごと呑のみ込こむ。そしてカナンが身に纏う闇の全てを引ひき剥はがしていく。

　やがて光が引く。するとカナンの周囲に《漆黒の輝きダークマター》はなかった。光に闇を奪うばわれた彼女は無防備な姿を晒さらしていた。

　そして代わりにレイジが伸ばしていた手――その右腕に〝闇〟が宿っていた。

　重々しくも精せい緻ちな構造を有したフォルム。歪いびつな美しさを宿すガントレットが、レイジの指先から肩かたまでを覆っていた。

　これはカナンと同調した際に顕あらわれる神遺虚構の姿。つまりはカナンの神遺物として顕される力の結けつ晶しようだ。

　カナンはいま、変わらぬ姿でレイジの目の前にいた。彼女は不安を押し殺したような表情を浮かべ、こちらを見守ってくれている。

　故ゆえにいま右手に在るのは、純じゆん粋すいな破壊神の力そのもの。そう認識した瞬間、レイジの右腕が大きく震えた。

「ぐぉあああああああああああああああああ――」

　同時に全身を焼き尽くすような衝撃がレイジを襲う。体の隅すみ々ずみまで痛みが駆け巡り、レイジは八やつ裂ざきにされたかのような錯さつ覚かくに陥おちいった。

「レ、レイジ――っ！」

　絶え間ない痛みに脳が焼き焦がされ、遠のきかける意識を懸けん命めいに保つ。聞こえてきたカナンの呼び声へ応こたえるように、なんとか掌を握にぎり締しめた。

　苦痛に支配されながらもレイジは重く感じる四し肢しを動かし、姿勢を直す。

「はぁ……ああ、俺は大丈夫さ、カナン……」

　傍はた目めから見れば強がりにしか見えないだろう。けれどもレイジの言葉に虚きよ勢せいはなかった。

　いまのレイジにとってどれほどの痛みも意志を挫くじくものではないのだから。

　レイジはゆっくりと拳を突き上げ、身体の震えと激痛を抑え込みながら心を研とぎ澄すます。そして全身全霊を自らの右腕に集中させていく。

　そこに在る漆黒の結晶――破壊神の力そのものにして、カナンの苦しめる根源。

　先ほどまでカナンの身を覆い、その存在の内に潜んでいた《漆黒の輝きダークマター》。そのすべてがいま、このガントレットに収まっているのだ。どれだけの膨ぼう大だいなエネルギーが収束しているのか想像もできない。

　自然と畏怖を沸き起こす程ほどの力の具象。だがレイジは自分がこれを砕けると、疑いもなく確信していた。

　カナンがレイジに対し、この空間でなら「人の身という枷を負わずにその力を行使できるはず」と言い表していたが、レイジも直感でいまならば己に宿る破壊の異才を十全に発揮できるだろうことを悟っていた。

　いままでレイジは己の異能を誇ほこったことはない。それは最強を目指す身にとって呪縛に似た枷でしかなかった。だがその呪のろいで彼女を救えるのならば、感謝さえできそうだった。

　苦痛を押し殺し、レイジは改めて右掌の五指を一本一本握り込んでいく。

　力は、必要ないとわかる。

　ただ、躊躇ためらわなければいい。

　壊すことを、恐れなければいい。

　そうすれば、自分は全てを砕ける。

　たとえ神の遺産だろうとも破壊神の力そのものだろうとも――【破壊者】たる自分に砕けぬものなどなに一つないのだから。

「――じゃあな」

　一言、意志を表す――為すことはただそれだけ。

　その瞬間、音もなく漆黒の装そう甲こうは粉々に砕けた。

　闇に満たされた虚こ空くうに、漆黒の破は片へんが舞まう。

「レイ、ジ……」

　ずっとこちらを心配そうに、けれども一瞬も逸らさずに見つめていてくれたカナンが口を開く。レイジは闇から解放された右手をそのまま伸ばし、カナンを抱き寄せた。

「レイジっ!!」

　胸の中でもう一度、カナンがこちらの名を呼んでくれた。レイジは彼女の瞳から零れた涙を指先で拭うと、そのままその面を上げさせる。

「よう……おかえり」

「うん……ただいま」

　些さ細さいな言葉のやり取り。だがそれだけで彼女のことがさらに愛いとおしくなり、レイジは十分に近いカナンの身をさらに引き寄せた。

「ん、レイジ」

　彼女と離はなれていた時間を取り戻したがるように、心が強く彼女の存在を求める。二人の間にあるわずかな隙すき間まさえ疎うとましく感じ、身体が突き動かされていく。




「――カナン、好きだ」

「うん……私もだよ、レイジ」




　二人の唇が触れた時――世界が純白に染まった。
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第三章　終焉者の戯れ







　世界を覆っていた光が引いていき、レイジの視界が晴れていく。目に映るのは闇の空間ではなく、見慣れた世界だった。まるで夢を見ていたかのような錯覚に陥る。

　だがレイジはいま行っていたことが夢ではない確かな証しよう拠こを抱かかえていた。視線を落とすと、その両りよう腕うでの中にはカナンがいる。

「……レイ、ジ」

「……カナン」

　腕の中のカナンはゆっくりと瞼まぶたを上げ、こちらを見つめる。

「――二人とも無事のようですね」

　不意に聞こえてきた声に目を向けると、そこにはこちらへ駆け寄るレネの姿があった。

「レネ！　ああ、俺たちは大丈夫だ」

　答えながらレイジはいまさらだが酷ひどかった雨が止やんでいることに気付く。そしてそのまま周囲の状じよう況きようを把は握あくしようとして見渡し始め、とある光景に目を奪われた。

　ある一点を見つめ、苦笑いをしながらレイジは問いを零す。

「……なにがあったんだ？」

「…………」

　それに対してレネは沈黙を返した。

　それは答えないのではなく、答えられないのだろう。彼女自身が起きたことを理解できないだけではなく、事実を受け止め切れていない様子だった。

　そう推察できるほど、目に映る異変は一いち目もく瞭りよう然ぜんで圧あつ倒とう的てきだった。

「レイジ、世界樹が……裂けてるよ？」

　怯おびえたようにカナンが訊きいてきた。

「そう、みたいだな……まったくなにごとだよ」

　彼女の言葉通り、【世界樹】はその頂点から根本まで引き千切られたかのように真っ二つになっていた。

　神殿都市の象しよう徴ちようとして街の中央に聳そびえていた世界樹は、どの建造物よりも巨きよ大だいだった。そんな超ちようスケールの存在に生じた大きな損傷は、見る者をいやがおうでも不安にさせる。

　揺ゆるがないはずの光景に刻まれた異変は、ただそれだけで事態の異常さを訴えていた。

　レイジの瞳にその光景が十分焼きついた頃、レネが静かに語り出す。

「あなたたちが光に包まれている時、コレが起きたのです。あっという間の出来事でした、です」

　ゆっくりとレネは世界樹へと目を向ける。

「まず数度、激げき震しんが起きましたです。そしてその揺れが治まらないうちに巨大な音が鳴なり響ひびき……突とつ如じよとして世界樹自体が割れたのです」

「…………」

「私自身、なにが起きたのか、原因がなんなのか……見当もつきません、です」

　レイジは彼女の吐と露ろに、頷くことしかできなかった。

　起きた理由はわからない。だが少なくともこんな大異変が理由もなく起きるはずがない。

「レイジ……きっとこれは」

「ああ、多分そうなんだろうな」

　カナンが思い詰めたような眼差しでレイジを見上げてきた。レイジは腕の中のカナンへ一度目配せをした後、再び世界樹を見つめる。

　真っ二つに裂かれた【世界樹】――その最深部に〝なに〟があるのかをいまのレイジはよく知っている。

　ゆっくりとカナンを抱だく腕を解くと、レイジは彼女を下ろす。そして空いた掌を握り締め、拳をつくりこんだ。

「……行くのですね」

　こちらの決意を察してレネが質問ではなく確認をしてきた。

「ああ、俺は行く。済まないがレネはミオの介かい抱ほうを……」

「――当然、私たちも行きます！　よねっ？　レネねぇ様！」

　レイジの言葉が途と中ちゆうで浚さらわれ、場の雰ふん囲い気きにそぐわない明るい声が響いた。驚きながら振り向くと先ほどまで倒たおれていたミオが立ち上がり、胸を張っていた。

「み、ミオっ！　お前、大丈夫なのか?!」

「大丈夫か、とは心外ですね。私はへっちゃらです！　なんですか私を置いて行く気満々だったのですかぁ？」

　腕うで組ぐみしながらこちらを睨んでくるミオ。そんな彼女へ意を決したように横からカナンが声をかける。

「ミ、ミオっ！　私があんなことしちゃって……ごめんなさい」

「な、なんですか？　私はへっちゃらだといっているじゃないですか！」

「でも、でも私は……ミオを」

「だ、だから謝あやまらないでくださいっ！　あのくらいで私をどうにか出来たと思ったら大間違いなのです！」

　どうやらカナンは自分がしたことを覚えているらしい。萎い縮しゆくするカナンにミオが不器用に返す。ことさら無事なことをアピールするミオの態度は、彼女なりのカナンへの気き遣づかいらしい。

「み、ミオ～～」

「私は平気です！　だからあなたはいつも通りに笑っていればいいのです！」

　二人のやり取りを見ていて、自然とレイジの頬ほおが緩ゆるむ。




　この守るべき日常を終わらせてはいけない――そんなことをレイジは胸の中で誓ちかった。




　　　　　◆




　戦せん闘とう服ふくたる制服に着替え、戦いへの準備を整えてからレイジたちは世界樹の麓ふもとへと向かった。

「これは……！」

　そしてそこへ辿たどり着つくと同時に、目に飛び込んできた光景にレイジは言葉を失った――裂けた世界樹の麓一帯はすでに惨さん状じようと化していたのだ。

【世界樹】は都市繁栄の象徴であると同時にその神こう々ごうしい姿から、ある種信しん仰こうの対象でもある。

　故に世界樹の麓は参拝に訪おとずれる人々の為に厳おごそかに設しつらえられ、信仰施設として整備されていた。また許可なく世界樹本体に近づけないように平時でも警備されているのだ。

　世界樹は人々に讃たたえられながらも堅けん牢ろうに護まもられていた。

　そんな世界樹の麓の一か所に、世界樹内部へと続く遺い跡せきがあった。だがそこは通常開放はされず、【神話の再演】によって選ばれた【全一の極者】のみが世界樹の加護を受ける際に使用を許されていた。

　その為、その場所は厳格に守られ、固く閉ざされていなければならない。

　レイジがやってきたのはそんな処ところのはずだった。だがいまはそれらすべてが破壊し尽くされていた。古代から残る遺跡は大きく傷つき、周辺の建造物は巨きよ人じんにでも一いつ掃そうされたかのようにひとつ残らず倒壊していた。

「これは……すでになにかが起きたようですね」

　惨状に動じず、周囲を冷静に見渡しながらレネが呟つぶやいた。

　一いつ瞬しゆん、目の前の破壊が世界樹断裂の余波によるものかともレイジは思ったが、どうやら違うらしい。

　ここで戦せん闘とう行こう為いが起こったことを物語るように、無数の警備兵や生徒たちが傷つき倒れていたのだ。

「ああ、何者かがここに来て彼らが応戦したが敵かなわなかった……そしてその何者かは世界樹奥の遺跡に進んでいった、ってところか？」

　麓の遺跡に近づくにつれて酷くなる破壊の有様と増えていく倒れる人々の数を見て、レイジはここで起きただろう場面を想像した。

　そうして辺りを見渡していた時、レイジは倒れる人々の中にいる一人の生徒の姿に気付く。

「――フレア!?」

　すぐさまレイジは少女の元へ駆け寄り、そのまま倒れる彼女の身を抱き起おこした。

「あ……レイ、ジ」

　いつもの美び麗れいで凛りんとしたフレアの表情がいまは苦痛に染まっている。それでも彼女は声を途と切ぎれさせながら、いつものように気き丈じように返してくれた。

「大丈夫、なのか？」

「ありがとう。好き勝手されちゃっているけれど……私自身については大丈夫よ」

　そういうフレアの制服はボロボロに傷ついて汚よごれている。だが幸いというべきか、彼女はしっかりと意識もあり、大事には至っていないようだった。

　そしてフレアはこちらへ安あん堵どを促す笑えみを向けてくれる。

　そんな彼女のいじらしさに応える為、レイジは心配をムリヤリに抑え、代わりに笑みを返した。

　ちょうどその時、カナンたちもこちらに気付いてやってきた。そしてフレアの姿を見て、一様に驚おどろく。

「わわわわわわわわ、フレア、大丈夫!?」

「お、落ち着きなさい、カナン！　彼女はあの【灼しやく熱ねつ姫ひめ】なのですよ？　超ちよう強つよいのですから、大丈夫です！　そうですよね、ねぇ様!!」

「まだダメージは残っているようですが、傷自体は深くなく神遺物レガシイも無事のようです。周りの有様の深刻さからすれば不幸中の幸いでしょうです」

　不安で騒さわぎそうになるカナンとミオの二人をレネが冷静に宥なだめた。だがそうする彼女も心配げな眼差しをジッとフレアへと向けている。

「みんな、ありがとう……本当に大丈夫よ。レネが言ってくれた通りで無傷ではないけれど、ね」

　取り囲む皆みなから一心に注がれる視線を受け止め、フレアは微び笑しようを返す。それは強がりではなく喜びから溢あふれた笑みのようだった。

　そのフレアの表情を見て、ようやくレイジは一息を吐ついた。

「……しかし、お前が倒されるなんていったいなにが起きたんだ？　どこかの国が本格的に攻め込んででも来たのか？」

　フレアが倒されるなんて、とは彼女への慰なぐさめでも過信でもない。

【灼熱姫】と謳うたわれるフレアの神格序列は第七位。彼女は学園において不動の強さを示す【大いなグラン・エる十梯デイシヨン】の一人でもあり、生せい徒と達たちから讃えられる存在だ。

　序列においてフレアより上位の者もいるが、一方的にねじ伏ふせられる者がこの学園内にいるとは到とう底てい思えない。

　さらによく見れば、周囲に倒れている者の中にフレアの他にも【大いなる十梯】に名を連ねる者の姿が何人かあった。

　神格序列・第十位圏内の実力者たちが一度に倒される姿など、学園の生徒にとっては想像できないことだった。

「ごめんなさい……レイジ」

「ん？　どうしてフレアが謝るんだ？」

「あなたに報告する前に事態が動いてしまって、その上こんな姿を晒してしまうなんて」

「なにを気にしてる……そんなことはいいんだ」

「ううん。そして、私は彼を止められなかった――」

「フレア、それはどういう――」

　フレアの言葉の意味をレイジが理解できないでいると、彼女の手がレイジの身体を掴つかんできた。そして彼女はゆっくりと身を起こし、レイジの耳元に顔を近づける。

　彼女は悔くやむような表情のまま、唇くちびるを動かす。

　その唇が紡つむいだのは――名。

　それは、この場に圧倒的な惨さん劇げきを齎もたらし、世界樹の奥おくへと突つき進すすんでいった者の名。

　その名を伝えられた時、一瞬レイジの思考が止まった。

　これだけのことがたった一人の個によって為されたということも信じられないことだった。だが、その事実さえも些さ末まつ事ごと。ただ告げられた者の名が、レイジの胸を抉えぐる。

　傍そばにいたカナンやレネたちの表情も同時に固まった。きっとフレアの声が聞こえたのだろう。

「信じられなくてもいいわ」

　こちらの反応を想定していたという風にフレアが続ける。

「あなたは世界樹の奥に行くのでしょう？　なら信じるにしろ、信じられないにしろ、この先で出会うのだから」

　その言葉に気持ちを押おされ、レイジは意識を揺さぶり起こした。そして、深く頷く。

「……レイジ」

　すると不安そうにカナンがレイジへ寄より添そってきた。レイジはそんなカナンに対し、いつもと変わらない口調と笑みで応える。

「大だい丈じよ夫うぶだ。誰だれが待っていようがなにが起ころうが、やることに変わりは無い」

　そのままレイジは視線をすぐそばに在る世界樹へと移した。

「待っていろよ」

　そして世界樹奥へと続く遺い跡せきの入り口を一心に見つめ、言葉を零す。




「――ライナー」




　神格序列・第百位者ライナー・ライアーズ――それが、フレアが告げた者の名だった。
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　世界樹の麓から内部へと続く遺跡。その遺跡内の整然とした通路を進むと開けた場所が在った。

　樹木の中にあるとは思えない程のスケールの大空洞。

　ただ大空洞の天てん井じよう部ぶは世界樹の断だん裂れつに伴ともない、大きく裂け開かれていた。見上げれば遥はるか上に空が覗のぞいて見える。

「そこまでだ――ライナー・ライアーズ」

　そんな大空洞に鋭するどい声が響いた。

「これはこれは……第一位者サマ」

　それに返されるのは、真逆の軽い声。

「さらには第二位者に第四位者まで……この上なく豪ごう勢せいな追手なことで」

　ライナーは世界樹の更さらなる奥に続くだろう巨大な扉とびらの前に立っていた。

　そしてライナーと向かい合う様に、神格序列・第一位のディオを中心に第二位者バレッタと第四位者ジュリエットが立ち並ぶ。

　神格序列・最上位陣と第百位者一人が相対していた。その様は通常では在りえない構図であり、可笑おかしいほどのアンバランスさだった。

　だがライナーはそれにまるで萎縮していない。そしてディオも誇こ示じや驕おごりもせず、淡々と告げてくる。

「学園長ルクレツィア誘ゆう拐かい、および甚じん大だいな破は壊かい行こう為いの咎とがでお前を拘こう束そくする」

　言い放つとともにディオは視線を落とし、ライナーが抱えるものを見つめる。ライナーが片かた腕うでで軽々と抱えているものは、学園長であるルクレツィア。

「先まずは彼女の拘束を解くがいい」

　従うことを当然としたディオの物言い。だが当のライナーは応じず一いち瞥べつして笑う。

「豪ごう華か絢けん爛らん、学園が誇る上等この上ない皆みな々みな様さま方がた……だが、俺おれの相手としては不足に過ぎるなぁ」

「あらあら、言ってくれるじゃない」

　シャギーがかった髪かみを大きく払はらいながら口を挟はさんできたのはバレッタ。見る者の目を惹ひきつける艶つやのある容姿ながら、彼女が纏う雰囲気は荒あら々あらしい。

「自分でいうのもあれだけどさ、これだけの面子を前にして君はホントに不ふ遜そんね」

「ハッハッハ、それは悪いねぇ、でも悪気はないんだぜ？　本当のことをいってるだけなんだ。ま、それが相手を傷つけちまうんだろうがなぁ」

「本気で私たちじゃあ……力不足だと？」

「――俺の前では誰だって力不足なのさ」

　呆あきれるバレッタにライナーはあっさりと言い切ると、そのまま品定めでもするようにディオへと視線を移す。

「だがつまらない日常の中にもささやかな幸せを見つけるのがオトナだろうからさ。せめて楽しめるだけ楽しませてもらおうか」

　ライナーの嘲あざけりを一身に受けながらもディオは憤いきどおりもせず一歩前に出る。

「――もはや思い上がりの域を超こえ、度どし難がたい虚きよ妄もうだな」

　そして構えを取りながらディオは凛りん然ぜんと言い放った。

　ディオの戦意に応じてバレッタとジュリエットの二人も臨戦の構えを取ろうとする。だがそれをディオが片手で制した。

　その所作は『ここは自分一人で十分だ』という訴うつたえであり、それに二人も素す直なおに従った。

「おいおい、俺は全員纏めてでまったく構わないぜ？　せめてその方が幾いく分ぶんかマシに戦やれると思うんだがねぇ」

「無む駄だ口ぐちはいい。屋上の続きと行こう」

　ライナーの挑ちよう発はつを取り合わずディオは右みぎ掌てのひらを振ふりかざす。瞬間、掌から圧倒的な光が放たれたかと思うとそれらは瞬しゆん時じに収束し、剣けんの形状を成した。

「それが第一位者様の、噂うわさ名高い神遺虚構グラフイツクス……」

　言いながら双眸が、顕けん現げんした純白の長ちよう剣けんを捉える。

　その長剣こそが、《支配者の法ルーラーズ・ルール》――他者の神遺虚構そのものを無効化する、ディオの神遺虚構。

　神遺使いレガリアと戦うことが出来るのは神遺使いしかいない。それは神遺使いが絶対不可侵の【神域】に守られているからであり、神遺虚構の圧倒的な威力チカラには神遺虚構以外で抗こうすることが出来ないからだ。

　神の奇き跡せきに対するには、同じ神の奇跡以外にはありえない。

　そしてディオの神遺虚構は、相手の対抗手段であり切り札である神遺虚構そのものを破は棄きさせるものなのだ。

「奇跡を無効化する奇跡――最強の神遺虚構、ねぇ」

　まさに比類なく、最強――現にディオはその力を以もつて神格序列の頂点に立っていた。しかしライナーはそれを目の前にしながら怯えもせず、逆に一層笑みを深める。

「その程度の権能で俺を倒せると思っているとしたら」

　囁ささやきながらディオは掌を左目に掛かけ、ゆっくりと眼帯をずらす。




「――それこそ虚妄だよ、ディオ・カディグナーグ」




　晒され、顕された瞳には――輝きが灯ともっていた。
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「まさか世界樹の中がこんなふうになっているとはな……」

「うん！　なんか全然、樹の中って感じがしないね」

　レイジはカナンとともに世界樹内部へと踏み込んでいた。麓の遺跡から世界樹内へと続く通路は石材で整備され、荘そう厳ごんな装そう飾しよくが施ほどこされている。ここが巨大な樹木の幹内だと忘れてしまいそうなほどだ。

　ただ普ふ通つうの建物と異なる点があるとすれば、一いつ切さいの照明設備がないことだった。代わりに壁一面が淡あわい光を放ち、空間を照らしていた。

「……この光は燐光樹ルミネージユみたいなモノなのか？」

　これが遺跡の仕組みなのか世界樹の性質なのかはわからないが、ともかくレイジたちが歩くことに困ることはなかった。

「ねぇレイジ……フレアやレネたちは大丈夫かな？」

　レイジが壁へき面めんを探さぐるように触さわっていると、後ろからカナンがおずおずと聞いてきた。

「ん？　ああ、フレアも意識はハッキリしていたし、レネやミオならああいう場でも大丈夫だろうから心配はないはずさ」

　いまここにいるのは、レイジとカナンの二人のみ。麓の有様をそのまま捨て置くことが出来ず、レネとミオはあの場に残ってくれたのだ。

　倒れた者たちの介抱や事態の収しゆう拾しゆうをレイジが二人に頼たのむと、レネはコクリと頷き、ミオは一度イヤそうな顔をしつつも承しよう諾だくしてくれた。

　軍属である二人は戦場での判断に慣れているのか、互たがいにテキパキと役割を決め、迅じん速そくに行動を始めたのだった。

「私も彼かの女じよたちを手伝うわ。また後で会いましょう」

　身を起こせる程には回復したフレアも、そういって麓に残ってくれた。レイジは彼女たちに感謝しつつその場のことを任せ、遺跡へと入ったのだった。

「でもレイジ……いいの？」

　レイジが麓でのやりとりを思い出していると、カナンが再度窺うかがってきた。だがその問いの意味がわからず、レイジはカナンの顔を見返した。

「いいって、なにがだ？」

「……本当に私が一いつ緒しよにきて良かったのかってことだよ」

「？　？　良かったのって、なにがだよ？」

「いまの私は……レイジと同調できないんだよ？　一緒にいても足手まといにしかならないよ」

　そう言い切ったカナンはジッとこちらの顔を見つめてくる。

　カナンが言ったことは事実だった。それは彼女の中に宿っていた破壊神の力そのものを根こそぎ砕くだいた結果なのだろう。カナンはその神遺物としての神性を失い、レイジと同調できなくなっていた。

　それは同時に、レイジにとって同調できる唯ゆい一いつの神遺物が失われたことを意味していた。

「そんなことはいいんだよ」

　だがレイジは自らの決断や齎された結果に微み塵じんの悔くいもなかった。なぜなら己の意志に従い行ったことなのだから。そしていまカナンを連れてきた理由もそうだった。

「これからなにが起きるかわからない。だからこそカナンには俺の傍にいて欲ほしいんだ」

　カナンの力が必要なわけではない。いまの自分の力では彼女を守れるかもわからない。けれどもレイジはいまカナンとともにいたかったのだ。

　単なる我わが儘ままかもしれない。

　ただそれでも大切な人に傍にいて欲しかったのだ。

「いやだったか？」

「ううん、そんなこと……ないよ」

　レイジの苦笑にカナンははがゆげな笑みを返してくれた。

　それからしばらく見つめ合ってから二人は歩みを再開する。

　するといくらか進んだ後、一ひと際きわ明るく開けた場所――大空洞に出た。

　通ってきた道も手て狭ぜまというわけではなかったが、その空間のスケールは圧巻だった。ドーム状に開けた空間は大きさもそうだが、神遺使い同士の決闘場【戦技盤】に趣おもむきが似ていた。

「レイジ、あれは……！」

　中を眺ながめるとそこには先客がいた。

「ライナーに……、ディオ？」

　追ってきた目的であるライナーの他、数名の姿が飛び込んできた。

　大空洞中央で対たい峙じするのが、ライナーとディオの二人。ディオの後方には美女二人が控ひかえるように佇む。それが第四位者ジュリエットと第二位者バレッタだとレイジはすぐに気付いた。

　そしてもう一人、ライナーの後ろ側に少女の姿が見えた。白銀の仮面を被かぶった見慣れぬ少女は、奥へと続くのだろう扉の前に力なく倒れている。

　レイジはここに来る前にフレアから訊いた、ライナーが学園長を連れ去ったという話を思い出した。

「あれが学園長ルクレツィア……なんだな」

　初めて見るルクレツィアの姿に、レイジは妙みような既き視し感かんと心にざわめきを覚えた。だがそのことを深く追求する間はなく、レイジは一帯に目を走らせて状況を推察する。

　すでにディオは自らの神遺虚構である《支配者の法ルーラーズ・ルール》を顕現させ、身構えている。対するライナーは眼帯を外し、輝かがやく左目を晒さらしていた。

　すでに戦いの準備は整い、一いつ触しよく即そく発はつの空気が大空洞を満たしていた。

　そして極限まで高まった緊迫感は、ごく自然に解かれる。

　先に火ひ蓋ぶたを切ったのは、ディオ。《支配者の法ルーラーズ・ルール》の切っ先が揺れたかと思うと、そのまま剣閃となりライナーへと振り放たれた。

「オーケー、じゃあ始めようじゃないか」

　声とともにライナーの左目の輝きが増した。次いでライナーの背に極大の扇おうぎ状じようの光が顕現する。

「ああ――終わらせよう」

　真逆の言葉が交かわされた瞬しゆん間かん、純白の長剣から閃せん光こうが奔はしった。

　閃光は一瞬、空間を満たす。

　光は何も破壊しない。

「《支配者の法ルーラーズ・ルール》に従い、虚きよ構こうよ――失うせろ」

　ただ奇跡を否定する。

　硝子がらすが砕けたような音が一帯に響き渡り、同時にライナーが顕あらわしていた極大の光の一切が消失した。

「へぇ……これ、が――」

　ライナーの零こぼした気の抜ぬけた声が途中で断たたれた。遮さえぎったのはディオの剣撃による轟ごう音おん。

　神遺虚構を消されて無防備となるライナーへ、ディオはわずかも手加減せず切り込む。

　大おお技わざを揮ふるった後だというのにディオの剣閃に淀よどみはない。だがライナーもその神速の一刃を紙かみ一ひと重えで避よけ切きった。

　――二人の視線が僅わずかに交差する。

　刹せつ那なの後、先手を打ったのはやはりディオだった。剣閃が煌きらめき、刃が奔った。

　けれども斬撃はすべて空を切る。ライナーは無数の斬撃をその身に掠かすりさえさせなかった。反はん撃げきもせず躱かわし続つづけたライナーに、ディオもつい感かん嘆たんを洩もらす。

「――やるな」

「ハハハハハハ、だろう？　それじゃあそろそろ」

　ニヤリと笑い、ライナーはバックステップで距きよ離りを取る。

「《安寧を抱くレコンキス粛清の福音タ・エヴア》――ここで攻守逆転とさせてもらおうか」

　髪を掻かき上あげた後、左目に掌を添えた。すると瞳ひとみの奥の輝きが激しさを増し――極光が具象する。

「悪いが貴様の番は、無い」

　だがライナーの背に再び収束しかけた光の翼つばさが、先ほどと同様に霧む散さんする。

《支配者の法ルーラーズ・ルール》の神権をディオが発動させ、顕けん現げん途と中ちゆうの神遺虚構を否定したのだ。そしてディオは即そく座ざに間合いを詰め、ライナーへ改めて斬撃を振るう。

「無む駄だですよ、ライナー・ライアーズ。あなたの神遺虚構がどれほど強大だとしてもディオには勝てない」

　攻こう防ぼうを見守っていたジュリエットが、諭さとすように言ってきた。

「ズバッと言い切るねぇ、ジュリエット・カディグナーグ。だがそれは愛ゆえの贔屓ひいき目めってヤツじゃないかい？」

　ギリギリの回かい避ひを続けながらライナーはいつも通りの口調で茶ちや化かす。

「彼の神遺虚構は……他の神遺虚構とは宿す意味自体が違ちがうのです。ディオの神遺虚構は、皇おうにして帝みかど。どれほど強くとも一兵の神遺虚構では勝てません」

　ジュリエットはライナーの冗じよう談だんに構わず、続けた。

「皇、帝ねぇ――凡ぼん人じんの奇跡とは格位が違うってことかい。愛されているなぁ、大した評価じゃないか、ディオ！」

　ジュリエットの表現を受け、ライナーがディオに楽しげな視線を送る。だがディオは言葉ではなく剣を以て返した。

「ねぇレイジ……ジュリエットがいってるのはどういうこと？」

「まぁ要は、ディオにとって相手の神遺虚構がどんなモノでも関係ないってコトだな」

「？　？　……あっ！　そっか。無効化できるんだったら全部一緒ってことなんだね！」

　レイジの解説を聞き、カナンがポンッと手を叩たたく。

　否定されるのだから神遺虚構の強弱も性質も意味を持たない。

　どれほどの強さを誇ほこる騎士も、いくつもの武ぶ勲くんを立てた将も、主君の前では等しく平等。絶対たる君主に兵は傅かしずくしかない。ジュリエットはディオの強さの異質さと本質を的確に言い表していた。

「それと――私とディオの間にあるのは愛などではありませんよ……もっと昏く業ごうの深い傷きず痕あとに等しい絆ものです」

　最後、付け足すようにジュリエットはライナーへ微笑を送った。

「それはそれは失礼、皇女サマ」

「――お喋しやべりはそこまでだ」

　会話を切きり裂さくようにディオの刃が虚こ空くうを撫なでる。それからディオは僅かに身を整えるように、剣を構え直した。

　ライナーは無形に構え、二人は静かに向かい合う。

「よう、ディオ……そろそろ俺の動きは見切れたかい？」

　いまだに自分を一いち撃げきも捉とらえられないディオをライナーが揶や揄ゆした。

「ああ――いま見切ったところだ」

　だがディオは苛いら立だちもせずあっさりと言い返す。そしてその言葉を証明するようにディオは神速でライナーの間合いへと踏み込み、一切の停てい滞たいなく斬撃を振るった。

　それをライナーは先ほどまでと同様に紙一重で避ける。ディオはそれを見み越こし、流れるように第二撃目を放つ。

　そんな先ほどまでと同じ攻防が繰くり返かえされる。だがそのやりとりの先でいままでとは違うことが起きた。ある時、最小の動作で避け続けていたライナーが大きく距離を取ろうとしたのだ。

　いつの間にかディオはライナーを回避不能な体勢に追い込んでいた。ライナーの躱し方を先読みし、巧たくみな斬撃でディオが間接的にコントロールしたのだ。

「こう来るとは、やるねぇ！」

「終わりだ、ライナー・ライアーズ」

　バックステップで間合いを取ろうとするライナーをディオは逃のがさない。ライナーが跳ちよう躍やくする刹那――生じる間かん隙げきにディオは刃を滑り入らせた。

　因果律的に、もはや回避は絶対不可能。この一撃で勝負が決することはないだろうが、趨すう勢せいは決する。

　故ゆえにライナーは傲ごう慢まんな余よ裕ゆうを放ほうり捨すててでもこの斬撃を回避する必要があった。敗北への道筋を決定付けない為ため、無様を晒してでも躱すべきだった。

　だが、ライナーは最後まで笑っていた。虚きよ勢せいではなく、まるでその一撃が到とう達たつしないことを知っているかのような笑みだった。




　――そして実際、その刃がライナーに触ふれることはなかった。

　ディオが振るった純白の長剣は、ライナーに到達する寸前に粉々に砕け散ったのだ。




「馬ば鹿かな――」

　手に持つ刃を唐とう突とつに喪そう失しつしたディオは驚きよう愕がくの声を洩らした。

　残っているのは剣の柄つかのみ。真っ白だった《支配者の法ルーラーズ・ルール》の刀身部が一瞬のうちに黒色化したかと思うと、そのまま自壊したのだ。

「ここまでは剣が肩かた代がわりしてくれたな。そして、ここからはお前だ」

　次いで異変がディオを襲おそう――凄すさまじい轟音とともにディオの全身が揺れた。

　レイジは目を逸そらさずその瞬間を見ていたが、衝しよう撃げきの意味がわからなかった。だが一拍遅おくれて、いまディオの身に攻こう撃げきが加えられ、無数の衝撃に揺さぶられたのだと理解する。

　そして衝撃が引いた後、ディオはそのまま膝ひざを屈くつして倒れた。

「レ、レイジ……なんなの？　なにが起きたの？」

　カナンが『なにがなんだかわからない』といった様子で怯え、レイジの腕うでを引っ張ってきた。だがレイジもライナーがなにをしたのかわからなかった。

「……わからない。わかるのは……」

　それでも結果だけは一目瞭然。

「ディオが、敗けた」

　屈するディオの前にライナーが悠ゆう然ぜんと佇む。

「お前は確かに強いよ、ディオ……奇跡を無効化する奇跡という規格外の権能を持ちながら強さの本質はそこじゃあない」

　己おのれが下したディオを評し、ライナーが饒じよう舌ぜつに喋り出した。

「奇跡を消し飛ばした後、相手をねじ伏せる自身の強さ。それこそが最強たる所以ゆえん。俺に一撃を見み舞まおうとしたその実力は褒ほめよう」

　そこまで賛辞を送った後、ライナーは地に伏すディオへ目線を下ろす。

「だが、それもここまでの強さだ。お前は俺に触れることさえ叶かなわない」

「――ディオ！」

　これ以上は見ていられないと思ったのか、控えていたジュリエットが飛び出し、ディオの元へと駆け寄ってきた。そしてそのまま膝を突き、倒れるディオの上体を抱き起こす。

「いったいなにをしたの……？　どうしてディオの神遺虚構が……!?」

　ディオの息を確かく認にんしてからジュリエットはライナーを睨にらんだ。ライナーは向けられる眼まな差ざしの苛か烈れつさを気にもせず、ただ答える。







[image: ]







「ああ、《支配者の法ルーラーズ・ルール》のことか？　《支配者の法ルーラーズ・ルール》が無効化できる奇跡は無限じゃない……だろう？　純白の刀身が黒色化していくのがバロメータの役割を果たしている、と読んだんだが、ココまでは合っているかな？」

「……ですが、あんな急激な黒色化はありえません。あなたがなにかをしたのでしょう！」

　ライナーが語った《支配者の法ルーラーズ・ルール》の仕様をジュリエットは言外に肯こう定ていした。さらに迫せまるジュリエットに対し、ライナーは当然のように答える。

「ああ、したさ――だが見ての通りのこと。《支配者の法ルーラーズ・ルール》の強度限界を超える奇跡を叩き込んだんだよ」

「――な!?」

　あまりに単純な答えにジュリエットが言葉を失う。けれども結果だけを見ればライナーの答えは当然の帰結であるはずだった。

　ディオの神遺虚構《支配者の法ルーラーズ・ルール》は奇跡の無効化を行うごとに刀身が黒色化していく。そして先ほど刀身が黒に染まり切った後、砕け散っていた。

　つまり《支配者の法ルーラーズ・ルール》は限界以上まで酷こく使しされたということに他ほかならない。

「……でも、あなたは……なにもしていない!?」

　だがジュリエットの動どう揺ようも当然だった。誰もライナーが奇跡を行使したことを全く認にん識しきしていないのだ。

　美しい皇女が戸と惑まどう様が面おも白しろいのか、ライナーは笑みを深める。そしてさらに驚かせるためにか意味深に呟く。

「見えなかったか？　俺の神遺虚構が叩き込まれる様が」

「……あなたは、なにを」

　ライナーの思惑通りにだろうが、ジュリエットは困こん惑わくの表情を深めた。

「もし仮に……仮にそうだとしても彼の《支配者の法ルーラーズ・ルール》を一瞬で崩ほう壊かいさせる程ほどの奇跡量なんて常人には不可能、」

「――貴様は、何者だ」

　ジュリエットの声に被かぶさったのは、ディオの声。意識を取とり戻もどしたのか喋れるほど回復したのか、ディオがジュリエットを庇かばうように身を起こす。

「何者とは、いまさらだな」

　二人の視線が交こう錯さくする。だがもはや立場は対等ではなく、ライナーが悠然と見下すかたちになっていた。

「ああ、そうか。そういえばお前は俺を神遺融合者如ごときと見誤っていたよなぁ……ディオ」

　ククク、とライナーは掌を左目に当てながら笑い飛ばす。

「……神遺融合者だと？」

「しんいゆうごう……て、なに？　レイジ」

　聞こえてきた単語をレイジが反はん芻すうすると、横のカナンが首を傾かしげて聞いてきた。

「確か、旧ふるい神遺技術の禁きん忌きにそんな名があったハズ……そう、そうだ、名の通り肉体に神遺物を取り込む技術だった」

　頭の中をひっくり返し、レイジは語りながら知識を思い出していく。

　それはかつて奇跡が秘ひ匿とくされ、神遺虚構が陰かげの秘法だった頃ころに生まれた技術の一つ。

【神遺融合】――神遺物自体を使い手の肉体に埋め込んで物理的な同化を図はかり、神遺物とのより強い同調を得ようとすることだ。

　神遺物が奇跡を引き起こすということは、マクレイン・アーサーによる神遺学理論が確立する遥か前から経験則として知られてきた。

　故に奇跡の源である神遺物を自らに取り込もうとする試みもまた、古来より行われてきていた。

　試みられる理由は自己の研けん鑽さん、資質無き者の力の渇かつ望ぼう、もしくは神との同化という儀ぎ式しき的てき・宗教的な行こう為いとしてなど様々だが、そのどれもがより高みへ到いたる為だった。

　だが神遺融合については同時に、その絶望的なまでの危険性も伝えられてきた。

　つまり、神遺物との同化は絶対に失敗する、ということだ。

　異物への単純な拒絶反応からなのか、奇跡の重みに人の身が耐たえられないからなのか、明確な原因は不明だが、その結果だけは変わらない――【神遺融合】を試みた者は例外なく、死に至るというのだ。

　割りに合わないという類の話でさえなく、もはや自死行為に等しい。だが、『深い同調を得る為に、己が身に神遺物を宿す』というイメージの容た易やすさ故にか、神遺物の人体への移植は途と絶だえることなく行われてきた。

　その為、現在では神遺融合は第一級禁忌として規制されている。

　それでもいまだに挑いどむ者や研究する者がいるという。禁忌とされていること自体が、逆説的にそれらがいまだに行われていることの証明だ。

『もしも融合を果たし【神遺融合者】となれたならば、限りなく神と等しくなれる』――そんな噂が現代でもいまだに流る布ふしているのだった。

　ただの噂だと一いつ蹴しゆうし、噂に踊おどらされる者を愚ぐ者しやだと罵ののしるのは容易い。

　だが絶望の淵ふちに立つ者にとって、その可能性ともいえない可能性でさえ、甘あまく、蠱こ惑わく的てきで、抗あらがいがたい魅み力りよくを持つのだろう――文字通り命を捨ててもいいほどに。

　当然レイジはそんな甘い噂を信じてはいなかった。

　故に神遺融合者など、言葉だけの夢想の存在だと思っていた。

　だが、神遺物らしきものを持たず左目に神域の輝きを灯すライナーは、言われてみればその在りえざる【神遺融合者】の姿に見えた。

　ただ、ライナー自身がそれを否定している。

（いや奴やつが否定しているのは神遺物との融合自体ではなく、自分の力についてか？）

　レイジの憶おく測そくを継つぐようにライナーが語る。

「この左目は確かに神遺物。だがこんなモノはただの玩具おもちやさ」

「……なん、だと？」

　ジュリエットに支えられながらもディオは、必死にライナーを見上げその左目を覗く。ライナーは自分の左目に掌を翳かざした。

「――俺の神域を相殺する為のな」

　その声とともに左瞳に宿っていた光が失した。ライナーが融合している神遺物との同調を解いたようだった。

「やつはなにをする気だ――」

　戦せん闘とうの最中に同調を解く意味がわからずレイジは驚いた。だがその驚きさえかき消すように次の瞬間、凄まじい圧力が周囲に満ちる。

　起きた事象を頭が理解するより先に無意識が畏い怖ふに染まり、レイジの肌はだが逆立った。

　気付くと一帯に圧あつ倒とう的てきな神域の波動が奔っていた。

　その迸ほとばしりの中心に立つのは、ライナー。

　神域を消したはずの彼の身体は、先ほどまでの比ではない膨ぼう大だいな神域を纏っていた。

「……どういうことだ」

　動揺を抑おさえながらもレイジの理解は追いつかない。それはディオたちも同じようで皆みな一様にライナーの姿を見つめながら茫ぼう然ぜんとしていた。

　ただ一人、ライナーだけが笑っている。

「そしてこれが……俺本来の神域、さ」

　いままでと変わらない、軽けい妙みような笑えみ。だがもはやその笑みは暴力的な意味を持つ。

　神域の輝きと規模は、神遺使いの強さを測る最も単純で明白な基準バロメータだ。刃を前にして人が脅おびえ怯ひるむように、圧倒的な神域を伴っての行為は暴力的にしかなりえない。たとえそれが握あく手しゆ一つ、笑み一つでもだ。

「その台詞せりふ、使い方が悪いわ。それじゃあまるでアナタが……」

　いままで黙だまっていたバレッタが声を絞しぼり出だす。

「生まれながらに神域を持っていたみたいじゃない！」

　絡からみつく圧迫感を押しのけるようにバレッタが叫さけんだ。

　学園の第二位者が取り乱す様を眺めながらライナーは楽しげに笑みを深める。その表情が言外にバレッタの発言を肯定していた。




　つまり、自分は生まれながらに神域を宿している――神に等しい存在なのだ、と。




　レイジはざわめく心を宥なだめながらライナーの姿を見み据すえる。そして分厚く纏った神域の奥に潜ひそむライナーの左目を覗いた。

　その瞳にはやはり同調を示す輝きは灯っていない。どうやら本当にいまライナーが纏うものは、神遺物との同調を伴わない神域のようだった。

「わかったろう？　神の物もの真ま似ねに興じるお前たちでは俺には勝てない。どれだけ真似ようともそれは演技だ。偽にせ物ものはニセモノ……決して本物ではない」

　ゆっくりと首を動かし、ライナーは順々にこちらを一望していく。

「そして、俺はニセモノでは満足できない」

　そう言い捨てるとライナーは身を翻ひるがえした。ゆっくりと歩を進める先にあるのは、大空洞奥へと続く扉。

　扉には禍まが々まがしい意い匠しようが凝こらされ、自然と見る者の忌避感を掻かき立たてる。

　長身のライナーの数倍はある門のスケールは、人を尺度とした大きさではない。そして、堅けん牢ろうにして重厚過ぎる造りは、開けることを一いつ切さい考こう慮りよしていないようだった。

　扉はただの体てい裁さいに過ぎず、向こう側とこちら側を遮る意義のみに特化しているようだった。

「さてと……そろそろ役に立ってもらおうか」

　扉の前には、いままで放置されていた白銀の仮面を被った少女・ルクレツィアが倒たおれていた。ライナーは彼女の傍そばまで行って立ち止まる。

　接近の足音で意識を取り戻したのか、ルクレツィアがライナーから逃れるように身を立てようとした――だがその瞬間、少女の全身が不自然に揺ゆれた。そしてそのままルクレツィアが受け身も取らずに倒れ込む。

「ア、――」

　ルクレツィアの口から悲鳴は洩れない。いや声さえも出せないのか、無言のまま少女の倒れた身が不自然に悶もだえる。

　その動きはまるで不可視の力に雁がん字じ搦がらめにされているようだった。

「レイジ、あれっ！」

「馬鹿な……あれは」

　二人が揃そろって声を上げた時、ちょうどライナーが上着のポケットから軽妙に筒状の水すい晶しよう体たいを取り出す。その水晶体はライナーの掌の中で淡い光を放っていた。

　それをレイジとカナンは知っていた。

　レイジの脳のう裏りに、ミオが【連合軍事機構ソリツド・ステイト】の命令によりカナンを奪だつ取しゆしようとした際の光景が甦よみがえる。

　その時、カナンに用いられたのが、いまライナーが持つ【神話封具クルセイド・ベイン】と呼ばれる対神遺物兵器だった。元々は神遺物を疑ぎ似じ的てきな同調状態にすることにより他者の干かん渉しようを妨ぼう害がいする装置なのだが、意思のある神遺物に使用した場合は対象の自由を完全に奪うばう効果を発揮するのだ。

　状じよう況きようを見る限り、その効果によりルクレツィアの自由は奪われている。どうやらライナーは神話封具によって彼女を無力化し、ここまで運んできたらしい。

「で、でもあれは神遺物に対してのモノでしょ？　どうしてルクレツィアが?!」

「ああ、そうだ。それに【連合軍事機構】の軍事兵器をどうしてライナーが持っているんだ……？」

　様々な疑問がレイジとカナンの頭を駆かけ巡めぐった。だが当のライナーは出所を隠かくす気はないらしい。

「この前、都市に攻め込んできたヤツらが持っていた玩具……拾っておいて正解だったな。面白いモノだとは思ったが、思いのほか役に立った」

　ルクレツィアを見下しながら、ライナーは片手で神話封具を弄もてあそび、次いでそこに灯る輝きを消した。

　同時に不可視の拘束が解け、支えを失ったようにルクレツィアの身体がぐったりと地に伏す。

「はぁ……あ……はぁ」

　常時束縛され続け、疲ひ弊へいしきっているようなルクレツィアだったが、息を整えるとすぐに自由になった面をライナーへと向ける。力ない姿だがその纏う空気は毅き然ぜんとしていた。

「私があなたに力を貸すと思いますか？　……最後の最後まで抗わせてもらいます」

「あらら、つれないねぇ」

　明確な拒絶を向けられながらもライナーは笑みを崩くずさない。やれやれといったポーズを取った後、ライナーは膝を折ってルクレツィアへ身を近づける。

　そして、「けど、お前に拒きよ否ひ権けんはないんだよ」と言い放ち、少女の頭を鷲わし掴づかんだ。

「あぐ……う、ぅ」

　ルクレツィアは必死に身体を動かし、ライナーの腕から逃れようとする。だが【神話封具】の効果が無くともルクレツィアとライナーの力の差は歴然としていた。結果、少女は悔くやしそうに身を揺することしかできなかった。

　そしてライナーは少女の抗いを気にもせず立ちあがり、そのまま強ごう引いんに少女の身を宙に浮うかせた。

「ライナーっ！」

　その仕打ちを黙って見てはいられずレイジは激げき昂こうし、飛び出した。だが、その足が一歩で止められる。

　一帯の空間がライナーの神域により揺さぶられる。ライナーは圧倒的な神域を誇こ示じし、こちらを牽けん制せいしたのだった。

　横を見ると同じように飛び出そうしていたバレッタたちも出で端ばなを挫くじかれていた。

「面白いものをみせてやるからさ。少しそこで見てな」

　そんなこちらをライナーが一いち瞥べつする。その指示に従ったわけではないが、皆一様に膨大な神域への警戒感から動けなかった。

　一種の膠こう着ちやく状じよう態たいが続く中、不意にライナーが持つ少女の身体から淡い光が放たれ始める。

　周囲を満たすライナーの神域により判別しにくいが、それもまた神域の輝きだった。

「ねぇ、あれじゃあまるで、あの子……っ」

「ああ……彼女はカナンと同じ……神遺物、なのか？」

　その時レイジも、自分とカナンとの同調を思い出し、既視感に囚とらわれていた。その既視感が、先ほどルクレツィアを見て湧わいた既視感もと混ざり合い、レイジの中で問いをつくっていく――ルクレツィアは何者で、カナンにとってのなんなのか、と。

　ただ一人、ライナーはその様に驚おどろきもせず、ただ輝きを増大させていく。

「さぁ――創造神の力を露あらわにしてくれ」

　その呟つぶやきとともにルクレツィアの身体が純じゆん粋すいな光子体へと変わった。そして次の瞬間、その光が爆はぜる。

　閃光に満たされた一いつ瞬しゆんの空白の後、戻った視界からルクレツィアの姿は消えていた。

　その代わりとばかりにルクレツィアを掴つかんでいたライナーの左ひだり腕うでが、純白の装そう甲こうに覆おおわれていた。

　それは美び麗れいな曲線により描かれ、指先から肩かた口ぐちまでを埋め尽くすガントレット。まるでカナンとの同調の際に顕けん現げんする漆しつ黒こくの装甲と真逆の様相だった。

「……意思を持つ神遺物だ」

【神話封具】が効果を発揮していることからも予想できることではあった。だがそれでもレイジはカナン以外に意思を持つ神遺物が在るとは信じられなかった。

　しかし、ここまで明らかにされれば信じる他は無い。

　ライナーは数度、純白の装甲に覆われた腕を動かして感かん触しよくを確かめる。それから満足げに頷うなずくと、目の前の扉とびらに近づいてその腕を押し付けた。

　すると扉の表面に広がる意匠に一筋の光が奔る。純白の装甲から力が注がれ、それが広がるように扉全体に光が奔っていった。

　同時に大空洞全体が揺れ出す。

「わわわわわ！　アイツはなにをする気なの?!」

「ライナー……っ！」

　カナンが脅え、レイジの元へ擦すり寄よってきた。華きや奢しやな身体を支えるようにレイジはカナンの身に腕を回した。けれども彼女の問いには答えられなかった。

　レイジだけではなく、この場にいる誰だれもがライナーの行動の真意を解けないでいた。そもそも彼がなぜ暴挙を行ってここに来たのか、その目的を誰も知らなかった。

　一身に注がれる疑問の視線に気づいてか、ライナーは首だけを動かしてこちらを振り返る。

「なぁ――お前らも知っているだろう？　この世界が滅ほろびを宿命付けられているのを」

　そして、こちらを眺めながら口を開いてきた。

「この世界は、神々が【全一の極】を決める宴うたげを演じる為に創つくられた、檻おりにして盤。故に宴が終わり、神々が去った時に滅びるハズだった」

　語り出したのは誰もが知る、創世神話。

「けれども現に世界はここにある……そう世界は、存続してしまった。創造時の誓約やくそくを破棄なくし、在り永らえる世界――役者なく無意味な背景カキワリ――世界の旧き呼び名、【約束失き地グラフイクス】とはよく言ったものだ」

　一いつ笑しように伏ふしながら語り、ライナーは最後に笑みを消した。

「だがそれは偽いつわりの存続。そして俺おれは偽りでは満たされない」

「だから唯一現存する真の神……奥おくで寝ねている【破壊神】に逢あおうっていうのか？」

　レイジが破壊神の名を口にすると、ライナーは一度感かん慨がい深ぶかげな顔をした。それから彼は改めて視線を目の前の扉へ戻す。

「その結果、破壊神が目覚め、世界が滅んだとしてもお前はいいのかよ」

「滅び――それこそ、望むところなんだよ」

　迷いなくライナーが答えた。

「俺の願いはこの牢ろう獄ごくからの解放――世界の破は滅めつそのもの。破壊神さえもその手段さ」

「破滅が……だと？　お前はどうしてそんなことを願う!!」

　制止の願いと当とう惑わくを混ぜたレイジの叫びに、ライナーは冷めた声で零す。

「なぜかって？　そりゃあ、この世界がつまらないからさ、酷ひどく」

　丁度その時、扉から奇き怪かいな音が鳴なり響ひびいた。

　神域の光を動力エネルギーとしてか、巨きよ大だいな扉の意匠そのものが蠢うごめき出だす。

　見る者に畏怖を与あたえる奇怪な造形から起こる音は、悍ましい悲鳴に似ていた。そして異変は扉だけに止まらず、大空洞全体が鳴動し始める。

　すべては神話の時代から閉じられてきた扉を開く為の儀ぎ式しきのようだった。

「創造神が施ほどこした封ふう印いんを解いてくれ――ルクレツィア」

　その言葉をきっかけに、いままで微び動どうだにしなかった巨大な扉が動き始める。扉は一度動き出すとそのまま止まることはなく、開き切るまで長い時間を要しなかった。

　開門が済むと音も揺れも治まった。

　レイジも他の者たちも自然と開かれた奥へと視線が吸い寄せられる。

　その先に見えるのは、漆黒。

　こちら側から差し込む光は無限に続くかのような闇やみに呑のまれ、奥の様子はまるでわからない。けれどもライナーはその奥を眺めながら満足げな表情をしていた。

「さて、あとは――破壊神を叩き起こすとしようか」

　言いながらライナーは露つゆ払はらいを行うかのように左腕を大きく振った。すると光が生じ、純白の装甲の同調が解かれ、振り落とされたかのようにルクレツィアが出現する。その様は用が済んだものを投げ捨てたようだった。

　さらにライナーは倒れるルクレツィアの身の上に、手にしていた【神話封具】を興味なさげに放った。

　【神話封具】がルクレツィアに触れた瞬間、バチリと火花が起きて彼かの女じよが呻うめき声ごえを上げた。再び拘こう束そくの力場が少女を包つつむ。

　しかしもはやライナーはルクレツィアに興味を示さず一いつ顧こだにしない。

　そのままライナーはその場で軽く身体を動かし出す。その様子は一仕事する前の準備運動のようで、彼がこれから行おうとしている事態の重さとまるで噛かみ合あっていない。

　だが場の膠着状態が解けたわけではない。ライナーの力を警戒し、意図を読みあぐね、周囲の皆はただその様を見守るしかなかった。

　その内にライナーは運動を切り上げ、ゆっくりと歩き出す。

　そして誰に邪じや魔まされることもなく門をくぐり、闇へ踏み込む瞬間――歩が止まった。

「待てよ」

　止めたのは、レイジの声。

「一言もなく行こうなんて寂さびしいことするなよ」

「レイジっ」

　ついて来ようとするカナンをレイジは後ろ手で制した。

　固まっていた場の空気を破り、一人でレイジは歩き出す。駆け寄るようなことはせず、一歩一歩しっかりと踏みしめる。

　急がなくてもいいという確信がレイジにはあった。そんなこちらの思いに応じてくれるかのようにライナーは踵きびすを返し、のんびりとレイジを待つ。

　大空洞の中央付近でレイジは歩を止めた。そして二人は静せい寂じやくの中、視線を交わす。

「なんで嬢じようちゃんを使わない？」

　ふとライナーがカナンの方を目配せした。

「……カナンの中にある力は、俺が砕くだいた。だからもう俺は神遺虚構を扱あつかえない」

「は？　おいおいおい、ここに来て弱体化かよ？　あぁなんだよ、いまのお前でもほんのちょっとくらいなら楽しめるかと思ったんだが、まったくもって残念……」

　大おお袈げ裟さに嘆なげくライナーに向かい、レイジは両りよう拳こぶしを突き合わせ戦意を示す。

「勝手に残念がってろ……それでも俺は引かない」

「……ハハハッ！　それでこそレイジだなぁ」

　無手で挑もうとするこちらを眺ながめながら、ライナーは口元を大きく歪ゆがめた。それは無む謀ぼうな戦いに挑もうとする友への嘲ちよう笑しようではなく、満足げな愉ゆ悦えつのようだった。

「なぁレイジ――俺はお前のそういうトコロが好きだったぜ」

「……いまさらなんの告白だよ」

「ははは、いや俺は本気だぜ？」

　こんな状況でも変わらないライナーの態度に、レイジはいつも通りの呆あきれ声ごえを返した。そしてこちらもいつも通り訊きく耳を持たないライナーが続ける。

「狂きよう気きに似た最強への執しゆう着ちやく。無謀への躊ちゆう躇ちよのない行動。死さえ厭いとわない不動の意志……生まれながらに最強で、無む茶ちやなことなどなく、恐おそれることのない俺に無いものをお前は持っていたんだ。手に出来ないものへの憧あこがれさ……ほら？　自分に無いモノを持つヤツに惚ほれるのが人ってもんだろ？」

「もはや皮肉にもなってないな……」

「そんなお前がアレを――破壊神の欠片かけらを手にしたと知った時、俺は狂きよう喜きしたよ」

　その時の心境を反芻したのか、ライナーは堪こらえきれないとばかりにクククッと笑みを漏らした。

「お前が意志を実現する為の手段をようやく手にしたんだ……！　とな」

　ライナーは握にぎり拳こぶしを作りながら己が喜びを表現する。

「なんで俺のことでお前がそこまで喜ぶんだよ」

「喜ばずにいられるか？　修練と研鑽の果てに高みへと至り、さらにその先の先――お前が俺と戦うに足る領域レベルに至れるチャンスを得たんだから……っ!!」

「まったくどこまでも上から目線だな、お前は」

「俺より上がいないんだ。そこは仕方ないだろう？」

　そこでライナーが表情を急に曇らせる。

「レイジの成長を見守り、促して、【神話の再演】を堪能した後、そのレイジを倒して【全一の極者】となる。そして、勝者としてここを訪れ、世界樹の加護を受ける儀式の最中、破壊神の封印を破る……そんなシナリオを夢見ていたんだが、結局叶わなかったな」

「叶わせず、今回の騒動を起こしたのはお前だろうが」

「まあな。だがそれは【神話の再演】が中断されたからさ」

　わざとらしく心底残念そうな素振りをライナーが見せた。

「中断された事情はわかるぜ。破壊神の封印が不安定になったのは完全なイレギュラー。世界の監視者たるルクレツィアたちの強硬ともいえる判断は止むを得なかったのだろう」

　左右に首を振り同情の余地を語った後、ライナーはあっさりと態度を翻す。

「だが――そんなことは知ったことじゃない。俺にとってこの世界にもう用は無い」

「お前が大人しくしていたら、【神話の再演】再開もあったんじゃないか？」

「ああ、あったかもなぁ――だがそれでも、一度逸脱したシナリオは元には戻らない。ルクレツィアたちの行動を傍観すれば、破壊神に手を出す機会を逃すことになる。そうなれば封印が再び弱体化する刻ときまで、くだらない時を過ごさなければならない……このつまらない世界で」

　こちらの揶揄にライナーは嘆息しながら語り、それから無む邪じや気きに笑う。

「それに――この状況で俺が大人しくしていられるはずがないだろう？」

「なるほどな……お前の理屈はわかったよ」

　レイジはライナーに頷きを返した。ただそれは納なつ得とくではなく、これ以上の話し合いの無意味さを悟さとったからだった。

「ただお前に世界を滅ぼされるのも、勝手に破壊神を目覚めさせられるのも困るんだよ。俺はカナンとこの世界で生きるってさっき約束したばかりなんだ」

　拳を構えながらレイジは一歩前に出た。

「止めるのか、俺を」

「止めるのさ、俺が」

　ぶつかり合う視線を先に逸らしたのはライナーだった。

「……お前はそういうヤツだよな。だからこそ俺はお前に惹かれ、お前に賭けたんだから――最善の望みは潰えたが、せめてものけじめだ。終しゆう焉えんの前の一興としよう」

　再び視線を合わせてきたライナーの双そう眸ぼうには鋭さが宿っていた。どこか日常の延長だった空気が静かに戦場のものへと切り替わる。

「さぁ始めて――終わろう」

「はいはい――ちょおっと、待ってくれるかしら」

　だがライナーの宣戦布告が遮さえぎられ、同時にレイジの肩かたにポンと掌てのひらが置かれた。

「バレッタ、ジュリエット?!」

　振り返りレイジは思わず声を上げた。名を呼んだ通り、バレッタとジュリエットがそこに立ち並んでいた。

「二人ともいったい……」

「こっちのコトを忘れて熱い友情話を進められても困るのよねぇ～」

「いや、あのな、――!?」

　レイジが言い返す間もなく二人は神域の輝かがやきを放ち出した。

　神遺使いが己の神遺物と同調し、神域を纏う意味はただ一つ。そのまま彼女らは躊躇ためらわず、奇き跡せきの結けつ晶しようにして戦意の具現たる神遺虚構を顕あらわしていく。

「全すべては帝みかどにひれ伏すべき――《大帝が統ラス・ナバスべる手綱・デ・トロサ》」

　ジュリエットの声に呼応し、彼女の足元の影かげが脈動を始めた。影の蠢きは獣の姿を描き、現実を侵して具現する。四足獣の姿を得た影は主人たるジュリエットに寄り添った後、大きな唸り声を上げた。

「聖邪問わず、善悪を求めず、ただ贖罪の粛しゆく清せいを――《大悪の聖別アーク・エネミー》」

　言葉とともにバレッタは両掌を捧ささげるように前へ出した。すると掌を覆う様に光球が生じ、次いで弾けて消える。

　すると左右それぞれの掌に鈍い輝きを秘めた銃が顕れていた。彼女は二丁の拳銃を器用に弄んだ後、銃じゆう口こうをライナーへ向ける。

「後から来ておいて美味おいしいとこだけってのは、おねぇさん見逃せないなぁ～。順番でいったら私たちが先でしょ？」

「ちょ、ちょっと待ってくれ、バレ――」

　非難の声を上げようとしたレイジは首元を掴まれ、強引にバレッタに引き寄せられる。そのまま有無を言わさぬ笑みを向けられ、レイジは気圧されてしまった。

　さらにバレッタはその笑みをライナーへ向ける。ライナーも観念したように両手を上げるポーズを取った。

　それを承しよう諾だくと捉とらえて、バレッタとジュリエットがレイジを押しのけて前に出る。

「お、おい……！」

「というわけでゴメンね、レイジ。ちょ～っと下がってて。暇ひまさせちゃうけどさ、でも、あなたはあなたで気になることがあるんじゃないかしら？」

「――っ!?」

　こちらの心を見抜くようにバレッタは一瞬、イタズラげにルクレツィアが倒れる方へ視線を向けた。

「可愛い彼女がいるのに浮気はダメだからね」

　ウィンクを一つ送るバレッタ。そして戦意を奮い立たせていたレイジを捨て置きながらバレッタとジュリエットの二人がライナーと向かい合う。

「――さぁ準備はいい？　ジュリエット！」

「ええ、私のディオを傷つけたのです。遠えん慮りよなど期待しないでくださいませ」




　神格序列・第二位と第四位の最上位群二人の神遺虚構を向けられながらも、ライナーは僅わずかも怯まない。
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　それどころかより一層口元を歪めていく。そして背に従えた光の翼つばさが笑みに呼応するように広がっていった。




「せいぜい踠もがき、足あ掻がき……楽しませてくれ、お嬢様方」




　　　　　◆




　二人とライナーの戦いが始まれば神域さえ纏えないレイジが手出しできることはない。バレッタとジュリエットが戦場へ赴おもむく中、レイジはすぐさま別に動き出していた。説明もなくカナンの手を引いたが、彼女は黙ってついて来てくれる。

　この場所に赴き、レイジの心にひとつの引っ掛かりがあった。それは学園長ルクレツィアの存在だ。

　レイジが彼女の姿を見たのは、初めてのはずだった。だというのに一目見てレイジは既き視し感かんを持った。胸に覚えた妙みようなひっかかりは、彼女がライナーとの同調により神遺物であることが明らかになり、大きくなった。

　そして彼女の元へ走り向かいながら、ようやくレイジはルクレツィアのことを思い出す。

　レイジは彼女のことを知っていた。それは先ほど流れ込んできたカナンの記き憶おくの中にあった。

　歴史の転換期で人々を導いてきた巫女、破壊神の欠片を拾った銀色の仮面を被かぶった少女――彼女こそが、ルクレツィアだったのだ。

　その結論に到りながら、レイジはルクレツィアの元に辿たどり着ついた。

　ライナーに投げ出されたままルクレツィアは地に伏していた。レイジがゆっくり少女を抱だき起おこすと、苦しげに華奢な身を悶えさせる。いまだに【神話封具】の力が彼女を苦しませているようだった。

「レイジっ」

　その姿を見つめカナンが痛ましげに叫んだ。レイジは「ああ」と頷くと片手でジャケットから戦闘刃を取り出す。そして捨て置かれた【神話封具】を素早く両断した。

　瞬しゆん間かん、バチリという電光が奔はしり、彼女の身を縛っていた不可視の拘束が解ける。

　その反動で彼女の身が一度大きく震ふるえ、その顔を覆っていた仮面が外れた。

　――仮面が地面に落ち、金属音が辺りに響く。

「だ、大丈――」

　心配そうにルクレツィアの顔を覗のぞいたカナンが言葉を失くした。そしてレイジもまたルクレツィアを抱きかかえたまま茫然としてしまった。

　原因は銀色の仮面が外れ、露わになった彼女の素顔。その見たことのないはずの少女の素顔は、あまりに見知った顔だったのだ。

　純白の法ほう衣いに身を包み、流れる髪かみは長い銀色。どこか神秘的で静謐な雰ふん囲い気きを持つルクレツィアは、いうなれば無邪気なカナンとは正反対な印象を与える。

　だが、晒さらされたその顔は、まるで映し鏡のようにカナンに似ていた。

「え？　な……なに？　どういう、こと……？」

　目の前に自分と瓜二つの顔があるという事実に戸惑い、カナンは疑問を言葉にも出来ないようだった。

　その慌あわてる様を見て、逆にレイジは落ち着きを取り戻す。そんなことをしている内にレイジに支えられていたルクレツィアが静かに身を起こし、立ち上がった。

「……大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「ええ、もう大丈夫です。ありがとう。そして、初めまして……としておきましょうか」

　カナンとは対照的な落ち着きを払った様子で礼を述べながら、身なりを整える。

「私はルクレツィア。ルディフォウン学園の、そして神殿都市を統括する神卓機関の長……ですがいまの状況ではもはや肩書に意味はありませんね」

　彼女は自じ嘲ちよう気ぎ味みに首を傾けた。

「ルクレツィア。お前は――」

　こちらが問いの言葉を言い切る前に、ルクレツィアが答えを言う。

「私は、創造神の神遺物です」

　その断言にカナンは身をわずかに震わせる。

「神話の時代……【破壊神】の封印の際、破壊神の欠片とともにこの世に落ちた【創造神】の欠片――それが私。その後、封印を見守り、この世界【約束失き地】の管理者として悠ゆう久きゆうの時を過ごしてきました」

「創造神の……欠片」

　告げられた言葉をレイジは自然と口ずさむ。

「つまりは私と同じ、意思を持つ神遺物ってこと？　あっ、もしかして【神代の巫女】ってやつのことでもあるのかな？」

　頭をフル回転させて理解に努めているのだろうカナンが、一生懸命喋しやべりながらレイジの袖を引っ張った。

　伝承の中、歴史の節目に現れる【意思を持つ神遺物】を【神代の巫女】と人々は称しようしていた。ただそれはあくまで伝承上の存在への呼称だと思われていたのだが。

「――そう呼ばれていたこともありますね、文明の黎明期には」

　レイジは注がれた太古の記憶を思い出す。

　破壊神の片かた腕うでを引き千切り、そのまま共に地に落ちた光の鎖くさりの一部――それが創造神の欠片であり、破壊神の欠片を拾う少女だったのだ。

「あんたはずっとカナンを……」

　こちらがルクレツィアの正体に思い至ったことを察したのか、彼女は首肯する。

　しかし、それでも疑問は残る。

「だが……どうしてお前はカナンと同じ顔をしている？」

「それは不思議ではありません。なぜなら、私たちは本来同じものなのですから」

　レイジの疑問に、ルクレツィアは当然とばかりに答えた。

「どういう意味だ？」

　だが、その当然が理解できずレイジは再度問いを重ねた。

　彼女とカナンが【意思を持つ神遺物】という近似の存在なのはわかった。だがカナンは破壊神の欠片で、ルクレツィアは創造神の欠片だ。

　二人はその根本が決定的に違ちがう存在であるはずだった。

「あなたはこの世界を守ろうとする、創造神の神遺物。でも私はこの世界を滅ぼそうとする破壊神の神遺物なんだよ。だったら全然違うはずだよ？」

「いいえ――同じなのよ」

　カナンの言葉をルクレツィアがあっさりと否定した。

　そして逆に一つの問いを投げてくる。

「この世界に伝わる創世神話は知っている？」

　ルクレツィアが訊いてきたのは神遺物の記憶としてではなく、伝承として人に伝わってきた神話。

　記き憶おく喪そう失しつだったカナンへレイジが伝え聞かせたこともある、創世神話だ。




　――この世界は無限なる神々が、彼かの中での最強【全一の極】を決める為ために創られた決けつ闘とうの盤ばん。

　無限なる神々は勝敗を決する為に、己おのれの無限性を捨てて有限の鋳型に身を宿らせ、この世界に降臨した。

　そしてこの世界全てを戦域として、悠久なる神話の戦いを繰り広げた。

　敗者から退場していき、最後には唯ゆい一いつとなった勝者だけが世界に残った。

【全一の極】が決まり、一時の戯たわむれである神々の宴は終わった。

　そして、世界に唯一残った【全一の極】たる神が、役目を終えた舞ぶ台たいである世界を片づける為、【破壊神】の役目を負った。

　だがその滅びを、舞台を築いた創造神が拒きよ絶ぜつした。

　破壊神と化した全一の極と創造神が世界の存続を賭し、死闘を演じた。

　その果て、創造神は己の全存在を犠牲にして、最強にして全一の極たる破壊神を世界から追放した。

　世界は破壊を免まぬがれたが、同時に創造神は死を迎えた。

　こうしてこの世界から神々すべてがいなくなり、後には神々の遺物だけが残った。

　そして、創造神の遺骸は【世界樹】となり、いまも世界を見守り続ける――




「……そう、それが人々の信じるこの世界の成り立ち。でもその伝承が真実と異なることを、すでにあなた方は知っているでしょう？」

　ルクレツィアからの再度の問いかけ。だがその言葉は疑問ではなく確かく認にんだった。

　レイジとカナンは黙って頷く。

　幼い頃ころから訊いてきた神話と、カナンの記憶により再生されたビジョンを比較すれば、違いは明らかだった。

　カナンのビジョンでは、全一の極が決まった後の世界に神は一いつ切さい存在しない。

　破壊神は突如、虚こ空くうから闇の具現として現れた。そして、その破壊神を止めたのは同じく虚空から現れた光の存在だった。

「神話では全一の極となった神が破壊神の役目を担ったとありますが、そうではありません。全一の極となった神はそのまま舞台たる世界を他の神々と同じく去ったのです」

　見てきたようにルクレツィアが解説する。

「そして、破壊神とは――創造神自身なのです」

「……それは、どういうこと？」

　カナンは疑問を口にした。レイジは黙だまったまま、ルクレツィアの答えを待った。

「先まず、この世界は創造神が〝創った〟ものではありません。正しくはこの世界そのものが創造神と呼ばれる神自身。この大地も空も海も、存在するものに流れる時の作用や適用される法則までも、すべては創造神の存在と力が姿を変えたモノなのです」

「……え？」

「創造神は自らの身を世界へと変貌させる際、神々の遊戯が終わった後に再び神へ戻れるよう必滅の定めを世界に宿したのです」

「つまりこの世界はカタチを変えた神そのもので……滅びは最初から神が仕組んでいたっていうのか？」

「ええ、その通りです。けれども悠久の時の果て、世界にして創造神は創世時とは別の想おもいを持ったのです……世界の存続という願いを」

「同じとは……そういうことか」

　あまりの事実に茫ぼう然ぜんとしかけながらもレイジは情報を整理し、先ほどのルクレツィアの言葉を理解する。

　破壊神とは、創造神が世界に刻んだ破壊の宿命の具現。

　そしてそれを拒こばんだのもまた、世界存続を願う創造神の意思。

　つまり、どちらも創造神の存在を源とした〝力〟なのだ。

「ですからカナン……あなたとわたしは同じものなのです」

　故ゆえに映し鏡のように似ていてもおかしくは無いのだと、ルクレツィアが言外に表す。必死に話に聞き入っていたカナンは、一拍遅おくれながら頷いた。

　カナンはルクレツィアの話を否定せず、事実として認めたようだった。

「……わかったよ、ルクレツィア。でもいまさらどうしてそんなコトを私に言うの？　もう私の中には破壊神としての力は残ってない……なにもできないんだよ？」

　哀しげに零こぼしながらカナンは自らの掌を見つめた。

　――見守ることしか、もう出来ない。

　――世界の真相に辿り着こうが、いまの自分にはなにも出来ない。

　そんな彼女の様子を見ながらレイジは歯がゆげに拳を握り締めた。後悔はないがそれでもカナンの力を奪ったのは紛まぎれもなくレイジ自身なのだから。

　与えられた真実は、力ないカナンの焦しよう燥そうをただ駆り立てるだけ。カナンは堪えられないとばかりに叫さけぶ。

「私にはもうなにもないんだよ？　レイジの力にはなれない！　それともなに？　あなたがレイジの力になってくれるとでもいうの?!」

「……いいえ、異質の才を持つ彼との同調に耐たえらえるのは唯一、あなただけでしょう。もし仮に耐えられ同調出来たとしても、やはり【破は壊かい者しや】としての真価ポテンシヤルを引き出せるのは……私ではなく破壊神の神遺物である、あなただけでしょうね」

「でも……だったらいまさら!!」

「それは……」

　声を荒らげるカナンにルクレツィアは諭さとすように零す。

「……あなたが世界を救う鍵かぎだと思ったから」

「――え？」

　叫んでいたカナンが、そこできょとんとルクレツィアを見つめ返す。

「いまあなたが感じているような無力感を私はずっと抱いてきました。この世界が滅ぶのは定めであり、どうしようもないこと。ならば私に出来るのはただそれが訪おとずれる日を遠ざけるだけ……滅び自体を無くすことは決して出来ないのですから」

　凛りんとした雰囲気を纏うルクレツィアが宙を見上げ、悔くいるような吐と露ろを始めた。

「あなたが目覚めた時、ついに滅びの日が来たのかと思い、戦慄し畏い怖ふしました。けれども同時に諦てい観かんに似た感情が身を侵しました。ああようやく終わりが来てくれた……と」

「……ルクレツィア」

　言葉にすれば、それはただの諦め。だがレイジは彼女が抱いたものがそんなものではないのだとわかった。

　それは神話の時代から滅びを見み据すえながら生き永らえた存在にしか抱けない、絶望に近しく、救いに似た感情だったのだろう。

「けれども」

　ルクレツィアは表情を律してからレイジとカナンの顔をそれぞれ見つめた。

「レイジとあなたが出会い、そして共に戦う姿を見て……新たな想いが湧きました。この二人なら……滅びの運命さえ砕いてくれるのではないか、と」

　ルクレツィアは視線をカナンの双眸に注ぐ。けれどもカナンはルクレツィアから視線を逸そらした。

「……ごめんなさい。でも私にはもう……力がないんだ」

　ルクレツィアの注ぐ願いや気持ちに報いることができないことをカナンはよく知っていた。カナンはぎゅっと両りよう腕うでを自分の身に絡めて身を縮める。

「あ……レイジ？」

　そんなカナンをレイジは抱き寄せた。

　掌が触ふれるのは華奢な少女。いまはもうこの姿通りの力しかカナンには残っていない。そうしたのは誰でもないレイジだ。

「ルクレツィア……カナンの力は俺が砕いた。もう彼女に破壊神としての力は残っていない。もしそのことを責めるというのなら俺を責めろ」

「レイジ、あなたは悪くない！　そうでなかったら私はいまレイジといることさえ出来ないんだから……！」

　互たがいに庇かばうようなやり取りをしていると、ルクレツィアが割り入ってきた。

「どちらも責める気などありません。こうして二人揃そろって私の前に来てくれただけで僥ぎよう倖こうなのですから。ただ、私は問いたいのです」

　ルクレツィアは改めてカナンの双眸を見つめる。

「カナン――あなたはまだ、彼とともに戦いたいと思いますか？」

　カナンは哀しげに表情を歪めた。それから即そく座ざに言葉を返す。

「嫌――な、問いだよ」

「そうでしょう――それでも、です。あなたの言葉で答えを聞かせて下さい」

　だが誤ご魔ま化かしの言葉を退け、ルクレツィアが再度、詰め寄る。

「私はレイジのパートナーなんだよ！？　当たり前じゃない、答えなんて決まってるよ！」

「カナン、当たり前や決まっているなんて言葉で濁して、心を誤魔化さないでください」

「――っ！　でも！　だって……っ!!」

「しっかりと、強く、言葉にしなさい――カナン、あなたはレイジとともに在りたいですか？」

「それはもちろん……！」

「ともに傷つき、敗北さえも背負えますか？　辛さも哀しさも弱さも空しさもすべてを受け入れることになったとしても……あなたは彼とともに在りたいですか?!」

　濁流のようなルクレツィアからの言葉は、カナンの覚かく悟ごを試ためしているようだった。

　勢いに飲まれ、たじろぎかけるカナンの背中にレイジはそっと掌を添えた。カナンはわずかに面を上げ、レイジの瞳ひとみを覗く。

　レイジが頷くとカナンは決意を込めるようにゆっくりと頷いた。

　カナンは再び正面を向く。そして小さな唇くちびるを大きく開け、声を紡つむぐ。

「うん。私はレイジとともに在りたい――レイジと一いつ緒しよに戦いたい。そして、一緒にいて、一緒に生きて……一緒に死にたい」

　力を失ったカナンはそれが叶かなわないと知っている。故に言葉にするのを躊躇ためらっていたのだ。だが彼女は、叶わないと知っている願いを言葉として、心を露あらわにしてくれた。

「たとえ実らぬ望みだとしても私の気持ちに偽りはない。私は死ぬその時までレイジとともにいたいの」

　その声は穏おだやかだった。けれども緩ゆるみも淀よどみもなく、純じゆん粋すいな想いだけで紡がれていた。

　カナンの言葉を受け、ルクレツィアが微ほほ笑えむ。

「なら――……私の力を、あげましょう」

「……え？」

「ルクレツィア、お前はなにを……！」

　こちらが戸と惑まどう暇さえ与えないように、ルクレツィアはそのままカナンの掌を握って包み込んだ。

「私の創造神の欠片としての輝きをカナンに捧げます。あなたはその力を破壊神あなたの力として使ってください」

「それは……どうい――」

　言葉の途と中ちゆうでカナンとルクレツィア、二人が触れ合う掌に輝きが灯ともった。

「私の全てを賭します。命といわず存在といわず、私の全てをあなたへ託します。理解しようとしなくてもいいのです。ただ受け入れて下さい――創造も破壊も根源はじまりは同じものなのですから」

　二人の掌から輝き出した光は次し第だいに大きく、強くなっていく。

「――カナン！　ルクレツィア!!」

　レイジの叫びは激しさを増した光にかき消され、光はやがて二人のみならずレイジ自身まで呑み込んだ。

　光の中、カナンとルクレツィアの感覚がレイジの五感に流れ込む。ルクレツィアからカナンへと〝なにか〟が注がれていくのがわかった。




　神の欠片である二人の心が重なる。




「――カナン」

「ルクレ、ツィア……――！」




　この力で、わたしは――……

　……――この力で、あなたは。







「――全てセカイを砕いて、世界スベテを自由にして――」
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第四章　人がまま神が如く







　大空洞中央で互いの神遺虚構グラフイツクスを顕し合い、ライナーとバレッタ、ジュリエットが対たい峙じする。

　先陣を切ったのは血気盛んなバレッタだった。彼女が両手に構えるのは、神遺虚構たる二丁の拳銃《大悪の聖別アーク・エネミー》――輝きを纏う砲金色ガンメタリツクの双銃が火を噴く。

「じゃあ――行かせてもらうわよ！」

　放たれたのは無数の銃弾状の力場だった。極小に圧縮された破壊力そのものがライナーへと襲おそい掛かかる。

「出来る限り楽しませてくれ、【不落の女帝】バレッタ・ソリッドステイト！」

　だが空間を奔った一いつ閃せんが、《大悪の聖別アーク・エネミー》の銃弾をすべて撃ち落とした。

　ライナーが背に従える神々しき光輪の翼――《安寧を抱くレコンキス粛清の福音タ・エヴア》が攻こう撃げきに反応し、光の羽根を放ったのだった。そしてライナーの神遺虚構はそれだけで止まらない。

　いまの攻撃からバレッタを完全な敵性存在と判定したのか、今度は彼女自身へ向けて無数の光を撃ち放った。

　今度は逆にバレッタが迎撃側に回り、引き金を引く。

　けれども光の群れと二丁の銃では手数が圧あつ倒とう的てきに違う。撃ち落とすには銃弾の数が足りな過ぎた。

　その為、バレッタは回避以外に対処しようがなく見えた。だがバレッタは身を引かない。

「四属支配・装填雷撃――迅雷の樹系図！」

　起声とともにバレッタが左手に構えた銃身の宿す色が皇帝緑エンペラーグリーンに変わる。変化した銃の引き金を引くと、生じたのは雷いかずちの力場だった。

「へぇ――なるほど」

　巨きよ大だいな稲妻から無数の雷撃へ枝分かれし、光の羽根を一いつ掃そうした。そして拓けた空間にバレッタはすかさず追つい撃げきを差し込む。

「四属支配・装填氷撃――永却氷槍!!」

　次いで変わったのは、右手の拳けん銃じゆうの輝き。深極青オメガ・ブルーの光を纏った銃口から一閃が奔ると周囲の温度が一気に引き下がる。

　一いつ瞬しゆんのうちに鋭く巨大な氷柱が形成され、それがそのままライナーへと襲い掛かった。

「銃身に宿らせる属性や特性を切り替え、使い分けるか。ハハッ、見た目と違って技巧派だな」

　ライナーはバレッタの神遺虚構を眺めながら、その神性を読み解いた。

「ありがと！　見た目と違ってってトコがちょっと気になるけどね！」

「さすがはサウガウド連合【連合軍事機構ソリツド・ステイト】の最高峰――だが」

　迫せまる氷撃にもライナーは全く動じない。

「圧倒的な力の前には、小手先の遊びに過ぎない」

　ライナーが言い終わった刹せつ那な、巨大な氷錐に光の豪ごう雨うが降り注いだ。その攻撃に氷は耐えられず、呆気なく撃ち砕かれる。

　標的を排はい除じよすると、《安寧を抱くレコンキス粛清の福音タ・エヴア》はバレッタへ攻撃を再開した。

「ちぇっ――ま、そう簡単には行かないか」

　わざとらしく悔しげな台詞せりふを零した後、バレッタは二丁拳銃を構え直す。だがバレッタが対処する前に襲い掛かる光の羽根が失した。

　光を消したのは、ジュリエットが従えた影の獣。影で織り成された四足獣が光を喰らったのだった。

「バレッタ、一人で急かないでください」

　足元に戻もどってきた獣の頭を撫でながらジュリエットがバレッタを窘めた。

「ゴメンゴメン、睨にらみ合あい化かし合いって苦手だからさ、私」

「もう……次は私がやらせてもらいますから。バレッタは控ひかえていてくださいませ」

　ゆったりとした振ふる舞まいでジュリエットが悪びれないバレッタの前に出る。

「次はカディグナーグ皇国の皇女様がお相手してくれるのか。いやいや光栄だが皇女様は犬一匹と俺おれとで、じゃれ合いでもさせる気かい？」

　ライナーは闇やみの獣を一いち瞥べつして一いつ笑しように伏ふす。だがジュリエットはそれを微び笑しようで受け流すと広げた掌をライナーへ手向けた。

「ご心配なく。私が従え侍らす愛らしき下僕は一匹に限りません――いえ、限りがありませんから」

　皇女の宣言とともに彼かの女じよの足元から伸のびる影の輪りん郭かくが蠢いた。そしてその影からいくつもの僕が現出していく

　その数は一瞬にて数十匹に達し、影により象かたどられた異形の軍勢が姿を現した。

「《大帝が統ラス・ナバスべる手綱・デ・トロサ》の主が命じます。眼前に立つ者を我が下に伏させよ！」

　ジュリエットの命令に従い、それら異形の影が一いつ斉せいに襲い掛かる。

「ハッハッハッハッハ、曲芸技サーカスでも見せてくれるのかい、ジュリエット！」

　迫り来る獣の群れを前にしてもライナーは怯ひるまない。《安寧を抱くレコンキス粛清の福音タ・エヴア》は自動的に光の羽根を放ち、獣たちを消し飛ばす。

　一気呵成に攻め入ろうとした獣たちだが、正面から光の濁流に呑のみこまれ、あっさりと全滅してしまう。

　その光景を目にしながらジュリエットは動じない。

「これで終わりってワケじゃないよなぁ」

「これで終わったら曲芸技サーカスにもならないでしょう？」

　両手を振るい上げ、ジュリエットは纏う神域を瞬またたかせた。すると足元の影から新たに獣たちが生まれ出てくる。そして生成される量と速度が先ほどとは桁けた違ちがいだった。

　消え去った軍勢を遥はるかに凌ぐ数が瞬く間に形成され、再びその獣たちがライナーへと進撃を開始する。

　それを薙なぎ払はらう為、《安寧を抱くレコンキス粛清の福音タ・エヴア》が煌めく。光の雨は影の群れの進攻を許さず、消し飛ばした。

「どうした？　さっきとまるで変わらないじゃないか？」

「ここからが《大帝が統ラス・ナバスべる手綱・デ・トロサ》の本領ですから」

　先ほどの二にの舞まいに嫌味を言うライナーに対し、ジュリエットが柔にゆう和わな微笑を返した。そして、そんな穏やかな表情の彼女の周りには、いつの間にか夥しい数の獣がいた。

　やり取りの間も獣の生成は止まっておらず、それらが大群を為なしてライナーへと襲い掛かる。

　獣の軍勢は仲間の犠牲をものともせず突つき進すすんだ。

　倒たおれた同志を踏み越え、別の獣が前に出る。さらに獣たちは自分たちの溢あふれるほどの数を活かし、一方からではなく四方八方からライナーの陣地を攻め立てる。

　いつしか《大帝が統ラス・ナバスべる手綱・デ・トロサ》の獣たちはライナーを取り囲み、わずかな暇いとまも与えず攻め続けるようになっていた。

「なるほどそういうことか。なかなか味わえない経験だ……面おも白しろい!!」

　攻め立てられながらもライナーは楽しそうに笑い声を上げた。

「高笑いもいまの内よ――おねぇさんを舐めちゃいけないわ!!」

　さらにライナーを追い詰めるように、ここでバレッタの神遺虚構が戦列に加わってきた。

「四属支配・真空――震葬の戯曲!!」

《大悪の聖別アーク・エネミー》の銃口から空間に衝しよう撃げき波はが奔った。空間を抉えぐり、地面を波立たせ、不可視の振しん動どうが無数の光の羽根を蹴散らす。

「どれだけの力を以もつてしても、一度にこれだけの数には抗あらがい切きれませんでしょう！　さぁ僕よ、このまま押おし潰つぶしてしまいなさい!!」

　ジュリエットが叫ぶと獣の軍勢が唸り声を上げ、途切れない波状攻撃の勢いをさらに増した。

　だがそこでライナーが嘯うそぶく。

「いやいや、十分楽しませてもらった……だから、もういいな」

　するとライナーの背に広がる《安寧を抱くレコンキス粛清の福音タ・エヴア》の翼たちが一斉に弾はじけた。

　翼を構成していた光すべてが解き放たれ、いままでの比ではない量の光の羽根が全方位に放射される。

　数えきれないほどに膨れ上がっていた獣の軍勢は、それを超こえる数の光の瞬またたきによって端から砕け散っていく。

　容よう赦しやなくあっさりと蹂じゆう躙りんされ、闇が光に一掃される。

　そして、いままでの光景が幻であったかのように、ライナーを取り囲んでいた影の獣は一匹残らず駆逐された。

「皇女様、楽しかったよ。曲芸技サーカスほどには、な――」

「それはよかったわね――ただ、はしゃぎ過ぎたみたいよ」

　ライナーの台詞に割り入ったのは、バレッタ。

　ライナーの注意がジュリエットへ向いているうちに、バレッタは銃口の照準を合わせ終えていた。そしてバレッタの指が静かに引き金を引く。

　派手な事象は巻き起こらない――ただ僅かな滞りも少しのタイムラグもなく、弾丸力場が形成される。

　その弾丸力場は、超高速度でライナーへと奔った。

「なるほど、これか――この瞬間が狙ねらいか」

　ジュリエットの神遺虚構を振り払う為、ライナーは光の翼を撃ち尽くしていた。

　再び光輪を顕けん現げんさせるのはライナーの神域量からすれば容た易やすいだろう。だが再顕現させるには、ほんのわずかでも時間が必要だ。その間にバレッタの高速弾丸は確実にライナーを捉える。

　バレッタは艶あでやかに微笑む。それは必中を確信したイヤらしい笑えみ。

　だがライナーはそんなバレッタに歪ゆがんだ笑みを返した。その笑みは、因果さえ捻ねじ曲まげるような不ふ遜そんな笑みだった。




　その刹那――弾丸が撃ち落とされた。




「――!?」

　ジュリエットが全力を賭し、さらにバレッタが不意を突くことで手にした好機チヤンスが一瞬で消え去った。

　バレッタは状じよう況きようが理解できず困こん惑わくする。

　撃ち落とされ、弾丸力場が消失したという事実はわかる。だがなぜ、どうやって撃ち落とされたのかがわからなかった。

「な、なにをしたの!?」

「それは明らかだろう？　お前の弾丸が撃ち落とされた――だから俺に届かなかった――そういう結果だ」

「く――っ!!」

　ライナーの説明は納なつ得とくできるようなものではなかった。だがバレッタは表情を歪ゆがませながらも即座に次の行動に移る。弾幕を張る為、二丁拳銃を全自動フルオート射出・フアイアしようとした。

　しかしすでにライナーは《安寧を抱くレコンキス粛清の福音タ・エヴア》の再顕現を終え、第二波の一斉射撃を行っていた。

　後手となったバレッタには引き金を引く暇ひまさえ与あたえられない。ジュリエットは先ほど神遺虚構を予想外に一気に消し飛ばされたフィードバック・ダメージにより、すぐには動けなくなっているようだった。

　そんな死に体を晒す二人に光の豪雨は容赦なく降り注ぐ。




　ライナーは顔に貼り付けていた笑みを剥がし、詰まらなそうに呟つぶやく。

「まぁ……所詮、この程度だよな」

　戦いを始めた場所と一歩も違わぬ場所でライナーは終局を見守った。




　　　　　◆




　結局ライナーはバレッタとジュリエットの戦いの最中、わずかも動かなかった。

　すべては背の従える光の翼つばさ、《安寧を抱くレコンキス粛清の福音タ・エヴア》が彼女らの攻撃を防ぎ、彼女らを破り去ったのだった。

　激しく苛か烈れつな攻こう防ぼうも振り返ってみればライナーには傷一つ無く、腕一本動かしてはいなかった。

「悪いな。うるさいだけのくだらない戦いだったろう？」

　ライナーはゆっくりと身を翻ひるがえしながら訊きいてきた。レイジはライナーの言葉を受けながら歩を進める。

　レイジは無言のまま倒れたバレッタとジュリエットへ視線を向けた。地に伏す彼女たちの姿を見つめ、奥歯を噛む。

　けれどもいま自分がするべきことは、彼女たちに駆かけ寄よることではないと気持ちを抑え込み、ライナーへと視線を戻した。

　やがてレイジは歩を止め、ライナーと向かい合う。ライナーはこちらに満足げな笑みを向ける。

「ただし……時間をかけた意味はあったかな？」

　その視線はレイジの身体の一点に注がれる。その場所はレイジの右みぎ腕うで――漆しつ黒こくに染まった右腕だ。

　レイジの腕、五指の先から肩かたまでを漆黒の装そう甲こうが覆おおう。それは重じゆう厚こうな外装と精せい緻ちな構造が歪な美しさを織り成す、異質のガントレット。

「……なるほどなるほど、俺が用済みに捨てたモノが存外役に立ったようだな」

　自分がルクレツィアを放ほうり捨すてた場所を一瞥し、ライナーは起きたことを察したらしい。

　どこを見み渡わたしても、ルクレツィアの姿はもはや無い。

　彼女は創造神の神遺物レガシイとしての力全すべてをカナンへと与えてくれた――その身の一片まで含め、文字通り存在すべてを賭してくれたのだ。

　ルクレツィアに注がれ、カナンは神遺物としての力を取り戻した。新たに神遺物としての輝かがやきを取り戻したカナンと同調し、レイジは神遺虚構を顕あらわしているのだ。

「で――どうする？」

「……どうするって、なにがだ？」

「いや……この後、どうするかってコトさ」

　ライナーの意地悪い物言いにレイジは強い眼まな差ざしを返した。

　だがある意味、彼の問いは真っ当なものだ。眼前のライナーは第一位者のディオを下くだし、第四位者ジュリエットと第二位者バレッタの共闘をあっさりと破ったのだ。

　その圧倒的な結果に身を竦め、たじろいでも全くおかしくはない。躊ちゆう躇ちよして当たり前なのだろう。

　だがレイジは当然、こう返す。

「やることなんて、一つだろうが」

　握り締めた漆黒の拳を突き上げ、ライナーを挑ちよう発はつした。

〈そうだよ！　こっちは準備万端なんだから!!〉

　声とともにレイジの背中から少女が飛び出した。レイジが首を曲げ、横を見ると美び麗れいな少女の顔が映る。

　その顔をレイジはよく見知っていた。何度その顔に見み惚とれたかわからない。

　流麗な金色の長ちよう髪はつに、輝くような碧へき眼がん。美しさがそのまま結実したかのような少女の姿に見惚れかけ、レイジは軽く首を振った。

　そして改めて彼女――カナンの姿を見つめる。少女の姿は淡く透き通っており、それがいまレイジと彼女が同調していることを表していた。

　カナンが訴うつたえるようにすでにこちらの戦闘準備は整っていた。こちらの明確な戦意を認め、ライナーは堪こらえきれないとばかりに口元を大きく歪めた。

「面おも白しろい、面白い、面白い、面白い、面白い、面白い、面白い、面白い、面白い、面白い、面白い、面白い、面白い、面白い、面白い、面白い、面白い、面白い、面白い、面白い!!」

　そして、手を叩たたきながら歓かん喜きを表してきた。レイジは構えながらライナーの拍手をやり過ごす。

　その間も二人は眼差しを逸らさず、周囲の空気は研とぎ澄すまされていった。

「そうでなくちゃな。あぁ、それでこそのレイジ・アドヴェント――俺が一年後に戦いたかった男だ」

　感かん嘆たんの言葉に呼応し、ライナーの背中から伸びる無数の翼が扇おうぎ状じように広がる。撒き散らされる圧倒的な覇気に対し、レイジは畏怖ではなく充足を感じていた。

「ああ――俺もお前と【神話の再演】を演じてみたかったよ」

【神話の再演】で戦い合う二人――それはほんの少し歯車が噛み合わず、実現しなかった未来。だが舞台は異なるが、こうして状況は整った。

「折角だ……これを俺たちの【神話の再演】としようじゃないか、レイジ」

「そうだな。そうしよう、ライナー」

　あとはただ己の全てを賭してぶつけるのみ。

「最後の最後まで遊び切ろう――この、全てが滅ほろぶべき世界で」

「ああ、楽しもうじゃないか――この、俺たちが生きる世界で」

　叫び合い――戦いの幕が上がった。

　次の瞬しゆん間かん、レイジはライナーへと向かい飛び出していた。超人的な身のこなしにより一気に最高速へと至る。

　だがライナーの《安寧を抱くレコンキス粛清の福音タ・エヴア》の翼もレイジの動きに瞬しゆん時じに反応し、舞い放たれていた。

　押し迫る翼の一陣に対し、レイジは怯まない。逆に速度を上げて、突っ込んだ。

　漆黒の右腕を揮ふるい、光の羽根を迎撃し、払い除ける。レイジは拳により道を強ごう引いんに切り開き、一気に攻め入ろうとする。けれども当然ながらライナーの神遺虚構はそれを容易く許さない。
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　放たれる圧倒的な量の光は、来る者を排除する矢であると同時に接近を拒む壁かべだった。二重の意味でレイジは進行を阻はばまれる。

〈「――限定破砕解除・第三神権発動――《虚空インビジブル波動・シヤドウ》!!」〉

　だがレイジは止まらない。神権を開放させ、漆黒の右腕を揮った。レイジの纏う神域が前方に展開され、光の羽根を一掃する。

　そして僅わずかに空いた空間にレイジは身を滑り込ませた。

〈「第二神権発動――《極点衝撃ブラスト・デバイン》!!」〉

　そのまま間かん髪はつを入れずに眼前へ拳を叩き込む。拳一点に圧縮された神域が衝撃とともに放たれた。

　純粋な破壊力が空間を浸透し、沛然と迫る光を破砕する。さらにわずかだけレイジは一歩前に進む。

「はぁあああああああああああああああああああ」

　レイジは全ぜん身しん全ぜん霊れいを注ぎ、なりふり構わずライナーの元へ到とう達たつしようとする。

　だが、壁は厚い。

　駆け出した距離半ばでレイジは完全に足を止められてしまった。

《安寧を抱くレコンキス粛清の福音タ・エヴア》の光は、天輪の輝きを放つ。そこから放出される光の羽根の数は幾百、幾千どころではない。

　さらに先ほどのバレッタとジュリエットらとの攻防から学習したのか、消費された分だけ光の翼は常に生成され続け、攻撃が途切れることはなかった。

　無限に降り注ぐ光をすべて破壊するなど不可能。

　近づけば近づく程ほどに降り注ぐ光の密度は上がり、どれほど破壊したとしても破壊し尽くせず、レイジは身を進めることが出来ない。

　黒腕を振るい、神権を連続発動させても後退しないように持ち堪えるのが精いっぱいだった。

「――く、そっ!!」

　一気にすり減らされていく気力を奮い立たせるため、レイジは叫ぶ。

　後退し、避よけ続つづける方がまだダメージも体力の消耗も少ないとはわかっていた。けれどもレイジはカナンが宿る右拳を揮い続けることを選んでいた。

　なぜなら――

（一度退いたら、そのまま敗ける）

　――そう直感が告げていたからだった。

　レイジはカナンとの同調を果たし、再び神遺虚構を手に出来た。

　だがいまレイジが対峙している相手は、神遺融合者にして生来神域を持つライナー・ライアーズ。あのディオやジュリエット、バレッタが容易く敗れ去った存在だ。

　神格序列・最上位陣を蹂躙した強者との間に存在する、圧倒的な力の隔たりが消えたわけではない。

　レイジとライナーの力の差は一いち目もく瞭りよう然ぜん。いまもライナーは一歩も動かずに踠くレイジを眺ながめている。

　いまこうして踏み止まっていることさえ奇き跡せき――だが綱渡りの奇跡は長くは続かない。

「?!　――くっ！」

〈レイジっ!?〉

　現実に押し負けるように、レイジの姿勢が唐とう突とつに崩くずれた。レイジの体力は削りに削られ、自分でも気付かない内に底をついていたのだ。

　身を崩したレイジに、すぐさま圧倒的な光が襲いかかる。

　レイジの身は神域に守られていたが、この猛攻を無事にやり過ごせるわけはない。

　生命の危機を察した本能が、ぞわりとした悪お寒かんを身体に奔らせる。喰らえば二度と自分が立ち上がれないだろうことをレイジは無意識に理解した。

　いまからでも身を後ろに跳ばし、被ひ害がいを減らすべきなのだろう。だがレイジは生存本能を押し殺し、拳を握り込んだ。

　最後まで攻める――前のめりに、無様でも拳を撃うつ。

　当然ながらその拳は押し寄せる光の壁に競り負け、呑み込まれていく。

　そして光の壁はそのままレイジの身体まで喰らっていく――そう思った瞬間、光が失した。




「《支配者の法ルーラーズ・ルール》よ――虚構を失くせ」




　一面を埋め尽くしていた光が凍りつくように停止したかと思うと、一斉に霧む散さんした。

　茫ぼう然ぜんとしかけながらもレイジは咄とつ嗟さに振り向く。するとそこにはディオ・カディグナーグが純白の剣つるぎを構えながら立っていた。

　けれども次の瞬間、純白の刀身が黒色へと一変する。そしてそのまま彼が握る《支配者の法ルーラーズ・ルール》は砕け散った。

　圧倒的な奇跡を消し去り、たった一度の行使でその無効化能力の許容量を超えたのだ。

「――行け」

　そしてそのままディオの身体もくずおれる。

「ディオ!!」

　立つことさえ難しい身で彼は立ち上がり、神遺虚構を顕していたのだろう。ディオが切り開いてくれた道を無む駄だにしない為ため、レイジは身を立て直して駆け出す。

「ハッハッハ、まだそんな気力が残っていたとは、さすがは第一位者サマといったところか？」

　けれどもすぐさま新たな光の羽根が飛来し、空いた穴を塞ぐようにレイジの眼前を埋め尽くした。無限の一部を消し去ったとしても無限が無限であることに変わりは無い。

　またしても進む道を阻まれる。だが再び事態が膠こう着ちやくするかと思った瞬間――後方から一閃が奔はしり、レイジの正面の光群を消し飛ばした。

　次いで、麗しい声が響ひびく。

「――《紅蓮の創出プロミネンス》よ、世界を燃やし尽くして」

　声に従い、一面を業火が覆った。

「――な?!」

　驚おどろくレイジの前に颯爽と人影が現れる。

「間に合いました、ですね」

　レイジは戸惑いながらも振り返り、目を向けた。するとそこには世界樹の麓ふもとにいるはずの三人――フレア、レネ、ミオの姿があった。

「……ど、どうして？」

「どうしてもこうしてもありません。なんですか？　あなたの許可がないとココに来ちゃいけませんでしたか？」

「い、いや……そういうわけじゃなくてだな」

　思わず漏らした間の抜ぬけた問いにミオがいつも通りに噛みついてきた。

「また後で、といったでしょう？」

　困惑するこちらを諭さとすようにフレアが割り入ってきた。彼女は周囲の惨さん状じようを見回しながら続ける。

「状況は……なんとなくわかるわ。後は、貴方が彼を倒せばいいのでしょう？」

　そして微笑みながら状況をこの上なく簡潔に表現した。フレアのそんな台詞にレイジは笑みを零こぼす。

「ああ、つまりはその通りさ」

〈み、みんな来てくれたんだね、レイジ！〉

「ああ。俺もそうだが皆みな、黙だまって待つのが苦手らしい」

　背中のカナンが嬉うれしそうに声を上げた。

「――さてレイジ、さっそくですが私の後について来てください、です」

　説明もなく告げてきたレネの顔をレイジは見やる。

　それから左右に佇むフレアとミオへも目を向ける。すると三人が三人ともその表情に決意を滲にじませていた。どうやらすでに自分たちが為すことを腹に決めているらしい。

　その想おもいを汲み取ってレイジが頷うなずき、最後に視線をライナーへと向けた。

　ライナーは相変わらず泰然と佇む。彼はこちらが一様に向ける視線に気付くと、組んでいた腕を解いて拍手をしてきた。

「いいねぇいいねぇ、盛り上げてくれるじゃないか。せいぜい万策を尽くし、全身全霊を込めてくれ」

　気安い声掛けとともに《安寧を抱くレコンキス粛清の福音タ・エヴア》の翼が蠢うごめき出だす。そして、四人をターゲットとして光の羽根が放射された。

「レネ――レイジは任せたわ。ミオ、こっちは……」

「こちらは準備万全、オールオッケーですよ、灼しやく熱ねつ姫ひめ！」

　フレアとミオが視線を送り合った後、二人の神遺虚構が弾けた。

　大空洞内に広がり散る光をフレアの《紅蓮の創出プロミネンス》が焼き払い、ライナーへと至る為の道筋をミオの《終束の戦眼キユクロ・プス》が抉り開く。

　さらに攻防が始まった瞬間、レイジとレネの二人は飛び出していた。

《暴巨の腕斧ヘカトン・ケイル》たる大戦斧を構えたレネがレイジの前を進む。

　フレアとミオが《安寧を抱くレコンキス粛清の福音タ・エヴア》のほとんどを迎撃してくれるおかげで、レイジとレネを襲う攻撃はほんの少しだった。

　その僅かに身にかかる光さえもレネが振るう大戦斧により次々と粉ふん砕さいされていく。

　阻む全てを蹴散らし、レイジたちはライナーの間合いへと到達した。

　だが、そのままライナーへと触ふれることは出来ない。

　分厚い常識外の神域がライナーへの攻撃を拒こばむのだ。この神域をどうにかしなければライナーには指一本触れられない。けれどもレイジたちに悩なやむ時間はなかった。一瞬でも立ち止まったならば、そのまま格好の的にされてしまう。

　レネは当然この事態を見み越こしていたらしく、到達手前から大戦斧をしっかりと構えていた。

　そしてレネはライナーの神域へ激突する瞬間、全力を込めた一いち撃げきを振るう。淀みも躊躇ためらいもなくレネは、絶対不可侵領域たる神域に目がけて己おのれが神遺虚構を撃ち込んだ。

「万象を薙ぎ、悠ゆう久きゆうさえも潰して――《暴巨の腕斧ヘカトン・ケイル》!!」

　轟ごう音おんに破砕音に爆発音、いくつもの音が綯い交ぜになった奇音が巻き起こる。




　その果てに響き渡ったのは、硝子がらす細ざい工くが砕けたような音。




　振り下ろされたレネの《暴巨の腕斧ヘカトン・ケイル》は戦斧の形状を保てず、そのまま砕け散った。そして彼女自身もその場で身を崩す。

「レ、――」

　レイジは叫さけびかけた声を途中で押し殺す。さらにレイジは倒れていくレネの姿を視線で追いかけもしなかった。

　無む慈じ悲ひな行こう為いに心が痛むが、死に物狂いで作ってくれた好機の瞬間を無駄にしては、それこそ彼女たちに顔向けが出来ない。

　倒れたレネの横を、レイジは全力で駆け抜ける。

　一いつ切さい無む駄だのない動作でレイジは刹那の内にライナーの眼前へと迫っていた。

　だがその刹那の時間でさえも、ライナーにとっては十分なようだった。

「――惜しかったな。俺の神域すべてを吹き飛ばすつもりだったのだろうが、出来たのはヒビ程度。そしてこれさえもこの通り、すぐに無駄になる――」

　ライナーの神域が瞬く間に再構成されていく。さらに全方位に向けられていた《安寧を抱くレコンキス粛清の福音タ・エヴア》の照準がレイジへと絞られた。

　状況は一気に四面楚歌へと陥おちいった。だがレイジはそれに動どう揺ようも嘆きもせず、ただ漆黒の拳を眼前へ叩き込む。

　これはたった一度、許されたチャンスなのだ。

　ディオに救われ、フレア、レネ、ミオの三人の助力を得て、レイジはここまで来た。

　すでにレネは地に伏せ、フレアやミオも限界以上の力を振り絞っていま応戦してくれている。もう一度、同じことを行える戦力は無く、同じ手はライナーに通じないだろう。

　故ゆえにライナーにここまで肉薄できる機会はこの後、訪れない。

　二度とこの場所には到達できないのだ。

「いくぞ、カナン！」

〈うん、レイジ！〉

　だからこそ、レイジは己の全てを注ぐ。

〈「拘束封式――限定破砕解除――発動」〉

　意識の奥底から湧わく力を存分に開放する。

〈「第一神権――《神性イミテート再現・デバイン》！」〉

　降り注ぐ《安寧を抱くレコンキス粛清の福音タ・エヴア》の光の矢をレイジは再現し、同じ光の矢で相そう殺さいしてみせた。

「やはり踏み込んでくるよな。それでこそ、レイジ・アドヴェント。そうじゃなきゃ面白くない――あぁ、盛大に歓迎しよう!!」

〈「第二神権――《極点衝撃ブラスト・デバイン》！」〉

　そのまま流れるように拳を構え、レイジは休みなく神権を発動させた。圧縮した神域を纏わせた漆黒の拳をライナーが纏う神域へ叩き込む。

　互たがいを拒きよ絶ぜつする神域がぶつかり合い、鈍い音が大空洞全体へ響き渡った。

「ぐ、ぬおおおおおおああああああああ」

　レイジは弾き返されそうになる拳にさらに力を注ぎ、その場に喰くらいついた。届かない拳を必死に届かせようとしてがむしゃらに踠もがく。

〈「第三神権――《虚空インビジブル波動・シヤドウ》！」〉

　そして一点に収束させていた神域を一気に開放し、衝撃波としてライナーへと放った。衝撃波はライナーの神域を揺ゆさぶったが、砕くには至らない。

　その様をライナーは神域を隔てて可笑しげに眺めていた。その背中からは《安寧を抱くレコンキス粛清の福音タ・エヴア》の光が再び放たれる。

　超高速度で全方位から放たれる光。今度は神権の模倣によって迎撃する暇さえなかった。

「く――っ」

〈レイジっ〉

〈「第四神権――《神託ゴルデイア障壁ス・シエル》！」〉

　瞬間、漆黒の右腕に四線の光が爆はぜるように宿り、無意識の内にレイジは叫びを上げていた。脳ではなく意識の根底から湧く新たな神権を、躊躇ためらわず存分に揮う。

　レイジの神域が激しく瞬いたかと思うと、《安寧を抱くレコンキス粛清の福音タ・エヴア》の猛攻を防ぎ切る。

　強引に打ち消すのではなく巧たくみに光の矢のベクトルをずらし、神域の光がレイジを護りきった。

《安寧を抱くレコンキス粛清の福音タ・エヴア》の一陣を凌しのぎ切きった後、レイジは再び攻勢に出る。漆黒の拳を引き絞った後、全力で振りかぶった。

「おぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお」

　その時、レイジの意識に巨大な力が流れ込む。脳全体が爆ぜるように熱くなった。

　より強い、より速い、より激しい一撃をライナーへ至らせる。その一点の結果を現実とする為、レイジとカナンの存在すべてが注がれていく。

　漆黒の装甲にいままでにない規模の光が宿る。歪にして美麗なガントレットに刻まれていた五つの刻印、その一つひとつに光のラインが奔った。

　五つの刻印すべてに光が灯り、苛烈な光が漆黒のガントレット全体を包つつむ。

〈「第五神権――」〉

　叫びとともにガントレット自体が脈動した。そして形状さえも変貌していく。

　ただ一点でも触れさえすればいい、ただ一刻でも速く到達すればいい――祈りに似たその意志に従い、それを叶える為に最も効率のいい形状に拳が変わっていった。

　力を圧縮・収束させる為に打面は限りなく点となる。抵てい抗こうを失くす為、身は滑らかに薄くなる。ほんの僅か速く相手に至る為、射程が伸びる。

　そして輝きを纏い放たれた拳は、目的の為に拳の形さえ捨て去り、その身を刃やいばとした。

〈「――《全断閃刃ハイエスト・ライン》!!」〉

　刃が空間を奔る。先鋭化されたレイジの拳はライナーの神域を滑るように斬きり裂さく。

　砕かず、破は壊かいせず、ただライナーへと至る為に特化した刃は、その目的を為そうとする。

「ライナ――――――――――――――――――――――――――――――――――！」

　拒むものはなにも無い。

　なにものも拒めない。

　故にこの攻こう撃げきはすでに不可避。

　すでに確立した因果はもはや運命と化し、ライナーへと至る。

　この一撃が勝負を決する――はずだった。




「あー……残念だったな」




　目の前のライナーが場違いで気の抜けた声を零した。

　レイジには言葉の意味がわからなかった。

　だが、脳のう裏りにディオやバレッタが敗れ去った瞬間の風景が過よぎった。

「――《隷従の標本カノツサ・レジスタ》」

　ライナーがぼそりと呟く。

　その言葉が響いた時、レイジの身体に違い和わ感かんが奔った。わずかに遅おくれて、それが痛みだとレイジは気付く。

　そしてまるで思い出したかのように、漆黒の右腕に衝撃が襲おそった。

「ぐ、あああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

〈――レ、レイジっ!?〉

　激痛に苛まれながらレイジは直感的に、《安寧を抱くレコンキス粛清の福音タ・エヴア》が右腕に叩き込まれたのだと悟さとった。

　右腕の装甲全体が衝撃から拉ひしやげていく。

　一いつ瞬しゆん、レイジは超高速で攻撃に見舞われたかと思った。だがダメージは目に見えるほどだというのに、攻撃の瞬間が全くわからなかった。

　身体の痛みと装甲の損傷だけが、攻撃を叩き込まれたことが現実だと訴える。

「ぐあ、ああぁ……ッ」

　膝ひざを折りかけながらも必死に堪えるレイジ。なんとか身を律し直し、眼光だけは緩めずにライナーを睨にらんだ。

「ハァ、ハァ……いまのは、なんだ」

　神遺虚構の顕現レベルには顕現・解放・昇華の三段階がある。レイジは《安寧を抱くレコンキス粛清の福音タ・エヴア》のレベルが引き上げられたのかとも考えた。だが通常、顕現段階が上がっても神遺虚構の大枠の性質までは変化しない。

　だがいま起きたことは《安寧を抱くレコンキス粛清の福音タ・エヴア》とはまるで神性自体が異なる。解放や昇華とは全く違う、別の〝なにか〟であるようだった。

　それを示唆するように、ライナーの左目にいつの間にか神域の光が宿っていた。

「ああ、あれは《隷従の標本カノツサ・レジスタ》――俺おれのもう一つの神遺虚構さ」

「もう一つ……別の神遺虚構、だと？」

「生来俺に備わったモノとこの左目の神遺物に宿るモノ……――俺が持つ神遺虚構が一つだけ、なんて言ってないだろう？」

　いたずらの種明かしをするようにライナーが楽しげに語った。

「俺は、俺を殺す毒として埋め込まれた神遺物を喰らい己が物としたのさ。こんなことはヤツらも想像していなかったろうな」

　そしてライナーは無防備にこちらを眺める。いまライナーの背に光の翼は無い。光の雨は止やんでおり、ミオやフレアたちはレイジとライナーの様子を後ろから見守っていた。

「いったい、なにが起きたんだ。お前はその神遺虚構でなにをしたんだ?!」

「なにを……とは直球だなぁ。自分の手の内を晒さらすと思うか？」

「……く」

　レイジは渋い顔をした。

　ライナーの返答は当然だ。神遺虚構の性質はその者の戦力そのもの――他者から問われて答える義務も意味もない。その性質が稀有で稀少なものならば、隠かくすのが普ふ通つうなのだ。

　だが、眼前の男は普通ではなかった。

　不意に、衝撃音が後ろから響いた。

　何事かとレイジが振ふり返かえる。するとミオが倒たおれていくのが目に映った。次いで再びの衝撃音が響き、フレアの身が震ふるえたかと思うと今度は彼かの女じよがその場にくずおれていった。

〈レイジっ！　なに、なに!?〉

　背中のカナンが脅おびえたように声を上げた。

　思考が停止しかける。だがレイジは感情を排し、たた事実の把は握あくに努めることで意識を保った。

　倒れた二人の姿を見つめながらレイジは、ようやくなにが起きたのかを理解する。

　つまり、先ほどレイジの右腕に起きたことと同じことが彼女たちに起きたのだ。

（起きたことはわかった。けれどもなぜ起きたのかが――）

　考えを巡めぐらせている途と中ちゆうで、レイジは『わからない』という事実に気づく。そして、その『わからない』ということを起こしたことこそが、奴やつの神遺虚構の特性なのだ、とも。

　レイジは勢いよく振り返り、ライナーを睨んだ。

「貴様の力は――っ！」

「――そう」

　ライナーはこちらの表情の意味を察したようだった。

「この《隷従の標本カノツサ・レジスタ》は、結果だけを叩きつけるのさ」

　あっさりと自らの神遺虚構について告げてきた。

「要は俺が出来ること……実現の可能性があることを、その過程を吹っ飛ばして現実として結実させる」

「それはつまり……」

「たとえば《安寧を抱くレコンキス粛清の福音タ・エヴア》を使える俺は、《隷従の標本カノツサ・レジスタ》と同時に使用することにより《安寧を抱くレコンキス粛清の福音タ・エヴア》を顕現させることも、放つことも、当てることさえせずに、ただ相手に当たったという結果だけを与えることができるのさ」

「な……」

　ライナーが語った内容はレイジが到いたった結論と同じものだった。だが改めて認められると、そのあまりの荒こう唐とう無む稽けいさに驚きよう愕がくを禁じ得ない。

　聞く通りならば、もはやライナーの攻撃は避けようがない。

　攻防を繰り広げずとも、ライナーはいまフレアやミオに喰らわせたように相手を一瞬で倒すことが出来たのだ。

「お前は……なぜ、そんな能力を隠していた！」

　馬ば鹿かにされていたようで、堪たまらずにレイジはライナーへ叫んでいた。だが彼は悪びれもせずに答える。

「いま見せたのが答えさ。これを使えば一瞬で終わってしまう。だがそれじゃあ、あまりにも味気なく、あまりにもつまらないだろう？」

「……な！」

　自分や皆が必死に戦ってきた行為が、無駄な足あ掻がきだったと全否定された。

（俺は……俺たちにはわずかな勝機さえなく……掌てのひらで弄ばれていただけだったっていうのか……!?）

　あまりの無力感から脱力し、レイジはついに膝をついた。

　いままで必死に奮い立たせてきた心が冷め、全身を苦痛と疲労が侵おかす。

「いやいや、レイジたちはよくやってくれたぜ？　ちょっと厳しいコトもいったかもしれないけどさ、ここまで愉しませてくれたんなら合格点さ、合格点！」

　こちらの様を見下しながらライナーが陽気な声を上げてきた。

「それだけに舞ぶ台たいが整わず、即興の宴うたげになっちまったのが悔しくもあるけどさ……うん、愉しかったぜ」

　満足したことを語るとライナーはゆっくりと身を翻した。こちらに止めも刺さず、世界樹の奥へと進む気らしい。

　それは慢まん心しんでも余よ裕ゆうでさえもないのだろう。ただライナーにとって、相手に止めを刺しても刺さなくても同じことなのだ。

〈……レイジ〉

「カナンか……すまない」

　身を屈くつしながらレイジはカナンへ謝った。レイジは彼女の決意に応えられず無様を晒してしまったのだ。

　顔向けもできない――そう嘆なげくレイジの身体をカナンは優やさしく抱き締め、包み込んでくる。

〈ううん、私はいいんだよ……でも――あなたはいいの？〉

　だが彼女の口から紡つむがれたのは、優しい慰なぐさめではなかった。

「……どういう意味だ？」

〈負けるのはいいよ。その結果、世界が滅んだとしても私はいいよ。けどいいの？〉

　それは問いかけ。

〈もうレイジは拳こぶしを握れないの？　もう立てないの？　戦えないの？　……勝つことなんてどうでもいいよ。相手の強さなんて関係ないよ。手を貸してくれた誰だれかや私の想いなんて必要ないよ〉

　カナンの言葉はゆっくりと丁てい寧ねいに説かれる。責めたてるようなところはなく、ただレイジの心を一つひとつ確かめているようだった。

〈でもレイジ――あなたは、勝つことを諦めていいの？〉

　いつの間にかレイジは顔を上げ、訴えかけるカナンを一心に見つめていた。

「――カナン」

　互いに視線を交わし、やがて互いに微ほほ笑えむ。

〈よくないでしょ。だってあなたは――〉

　ここまでレイジに優しく問いかけ、投げかけてきたカナンが断言した。あなたのことはなんでもお見通しとばかりに。

「――ああ、俺は」

　ボロボロの掌をレイジは握り締めた。

〈――最強を目指す男でしょっ!!〉

「――最強を目指す男だからな!!」

　拳に再び光を宿らせながら、レイジは勢いよく立ち上がった。

「ライナー!!」

　そして掛け声とともに立ち去ろうとするライナーへ拳を放った。

　ライナーはこちらに気付き、すぐさま振り返る。そして突き立てられる拳を見て、嗤う。

「お前は本当に、本当に――面おも白しろいなぁ！」

　瞬間、空間に衝撃が爆ぜる。

　レイジの拳に《隷従の標本カノツサ・レジスタ》によって因果を無視された《安寧を抱くレコンキス粛清の福音タ・エヴア》が叩き込まれたのだ。漆しつ黒こくのガントレットに亀裂が奔り、砕くだけた装そう甲こうが瞬またたく間まに剥がれ落ちていく。

　激痛が脳内を焼き焦がす。けれどもレイジは全身を酷こく使しし、全力で身を保った。

　レイジは握りを解かず、拳を必死で維持する。

「まだだ……まだまだ!!」

　自らに檄を飛ばし、レイジは己が全身全霊を拳一点に込める。

「一いち縷るの希望さえない絶望に挑いどむことへ賞賛を送ろう、レイジ。だがもう結果は決まっている。お前が倒れるという現実が覆ることは無い。お前はよく――」

「まだだ!!」

　ライナーの演説を遮さえぎり、レイジは叫んだ。

「まだ！　まだだ!!」

　叫びに叫びを重ね、徐じよ々じよにその拳が前に進む。

「レイジ、お前……」

　もはや漆黒の装甲の大半は砕け壊れ、レイジの腕うでがそのまま晒されていた。

「まだ……だ。まだ――まだ!!」

　レイジは全身を駆け巡る痛みを無視し、確定した因果に抗う。

「――俺とカナンの描く奇跡は、こんなところで砕けはしない!!」

　ついに漆黒のガントレットは体てい裁さいを保てず全すべて砕け散る。だが、二人の奇跡は砕けない。

「だろう――カナン！」

〈うん――そうだよね、レイジ！〉

　二人が呼び合った瞬間、晒されたレイジの素す手でに光のラインが奔った。ガントレットに描かれていた刻印の数を超こえ、無数の光の筋がレイジの腕に浮かび上がる。

　腕に宿る光が増すごとにレイジの存在の奥底から力が湧き出していった。だが眼前のライナーは怯ひるまずに佇む。

「わからないか、レイジ？　お前が俺に到達する未来は在りえないのだと」

「――在りえない、だと！」

「ああ――俺の《隷従の標本カノツサ・レジスタ》の目には、お前がひれ伏ふす未来しか見えない!!」

　その言葉とともにライナーの背中から無数の光の翼つばさが伸び広がり、大空洞の一面を埋め尽くした。

　極限まで展開された《安寧を抱くレコンキス粛清の福音タ・エヴア》は、ただそれだけで周囲を押おしつぶす程の圧力プレツシヤーを発する。

「顕あらわす必要さえないが、あえて披露してやろう。これが、お前が立ち向かっている脅きよう威いの姿だ。そしてこのすべてがお前に注ぎこまれることは既に確定している――すでに勝負は決しているのだ。わが友よ、楽しい一時だった」

　広がる光輪がレイジへ襲い掛かることはない。ライナーはただその結果のみをレイジへと叩たたきつければいいのだから。

　ライナーの左目に宿る輝かがやきが揺れ、因果が捻ねじ曲まげられる。

「つまらないことを言うなよ、ライナー!!」

　けれどもレイジは躊躇いも怯おびえもせず、拳をさらに押し進める。レイジの台詞せりふに反応し、ライナーはわずかに眉まゆを顰めた。

「在りえないことなんて、在りえない――俺たちが演じるのは【神話の再演】だろう？　だったらなんだって起きる――なんだって起こすさ!!」

　自身の叫びに呼応するように、脳ではない意識の根底から声が響いてきた。

〈――拘束封式・無限解除〉

　カナンとレイジの力と才が同化し、より大きな一つの力を象かたどっていく――そして、力は奇跡を描いていく。

　それは、在りえざる奇き跡せき。

〈全神権発動――――《事象破砕ワールド・ブレイク》〉

　無手の拳が――砕く。

　瞬しゆん間かん、極大ななにかが砕け散る音が響き渡った。

「なんだ、と？」

　ライナーの呟つぶやきは、その音に掻き消される。

　それは、ライナーが纏う奇跡全すべて――神遺虚構や神域を含めた一いつ切さいの消失に伴ともなう音。彼は即そく座ざに音の意味に気付いたようだった。

「なんだ――こんな未来は、見えていなかった」

　茫然とした囁ささやき。一瞬、笑えみが消え、ライナーの表情が失する。だがすぐさま彼の口元が歪ゆがみ、驚愕とも愉ゆ悦えつともいえない表情がつくられていく。

「在りえない、在りなかった未来。だが結実したとすれば、それは間ま違ちがいない、否定しようのない現実――」

　見開かれたライナーの双そう眸ぼうとレイジの視線が重なった。

「起こしたのはお前――なにをした、レイジ」

「お前が纏うもの――全てを破壊した」

《事象破砕ワールド・ブレイク》――創造神にして破壊神の神性より齎もたらされる万物の根源たる力をレイジの魂たましいを媒ばい介かいとして使うことで、森羅万象の一切を砕く奇跡として昇華させた神権――それはカナンとレイジにより紡がれた、この瞬間まで存在しなかった奇跡。

「因果を乱す奇跡を、因果さえ破壊して全てを否定して見せた、ということか」

　因果の果のみを結実させる《隷従の標本カノツサ・レジスタ》の目を持ち、《安寧を抱くレコンキス粛清の福音タ・エヴア》の力を手にするライナーにとって、いままで見通せぬものはなく押し通せぬことなど何一つなかったのだろう。

　すべてを見通せ、己が手中にあり、想像の範囲内の現実――だがいまその一切が覆り、すべてが砕かれていく。

「クククク」

　神域を失い、ライナーは無体を晒す。

「ハ――――――――――――――――――――――――――――ッハッハッハッハッハ」

　だがそんな状じよう況きようだというのに、彼は一ひと際きわ大きく嗤い出した。

「在りえないことなど在りえないかっ！　ハハハハッハハ、どこまでも傲ごう慢まんな、なんという不ふ遜そんな――途方もない叫び!!　神をも恐れぬ願いだな！！」

　掌を顔に当てながらライナーは可笑しげに天を仰ぐ。対してレイジも拳を奔らせながら声を荒らげる。

「ああ、願うさ！　叫ぶさ!!　なにに遠えん慮りよもしない――俺はただ己が意志を貫くだけさ!!」

　ライナーは「お前らしいな」と一言呟いてから、叫びを潜めて言葉を静かに紡ぎ出す。

「――俺は生まれながらに人という存在を飛び越えて〝神〟の領域にいた。けれどもお前は人のまま意志によって〝神〟の領域さえ超えるんだな――」

　ライナーが想いを吐と露ろする間も、レイジの拳は止まっていない。拳がライナー自身へと遂に到る。

「それでこそ破は壊かい者しや――それでこそ我が親友――これこそ俺が渇かつ望ぼうしていた、俺が望まない結末――あぁ――俺は幸せだよ、レイジ」




　そして――最後までライナーは笑みを絶やさなかった。




「人がまま神が如く、か――……面白い」




　　　　　◆




　大空洞全体が大きく揺れ出す。

「……今度はなんだ？」

　カナンの身体を抱き寄せながらレイジはぼやいた。

「これは……破壊神の脈動だよ。破壊神が目覚めようとしている」

　レイジの身体に腕を回しながらカナンは開いた扉とびらの奥を見み据すえながら呟いた。カナンは同化したルクレツィアの力だけではなく知識を引き継いでいる。その知識から出た言葉は真実だろう。しかし、レイジはカナンの顔を覗のぞき込こむ。

「どういうことだ？　ライナーはまだなにもしていなかったはずだろう？」

「うん……だけど、いまの戦い自体が破壊神にとって刺激になっちゃったみたい」

　二人が言葉を交かわす間にも地響きは徐々に大きくなっている。

「元々、破壊神の封ふう印いんは解けかけていたみたいだから。もちろんすぐに目覚めるような状態じゃなかったようだけど」

「扉を開けられて目の前でうるさくされたら目が覚めもするか」

　次から次へ起こる事態に嘆息しながらレイジはカナンへ質問する。

「なぁカナン。もしライナーが邪じや魔まをしてなければルクレツィアたちがなにをしようとしていたかとかは……わかるか？」

「それは……うん、わかる。えと、んと、再封印の儀ぎ式しきってやつみたい」

　まだ取り込んだ知識すべてを把握していないようで、カナンは調べ物でもしながらのように答えた。

「それを、いまから行うことは出来ないのか？」

「う、ん……それは難しい、みたい」

「それはルクレツィアがいなくなったからか？　俺たちじゃ出来ないのか？」

「ううん……多分私でも出来ると思う。けど、いまの破壊神の状態だと無理だと思うってこと」

　その時、一際激しい揺れが起こる。そしてカナンは申し訳なさげな表情を浮かべた。

「なるほど……眠っているならともかく、目覚めかけた破壊神が黙って再封印の儀式を受け入れてはくれないってわけか」

「うん、そう。私の中のルクレツィアの記き憶おくがそういってる」

　不安定な状態とはいえ、破壊神自体が眠っているのなら儀式を執り行うことが出来たのだろう。だが目覚めかけのいまの状態では到とう底てい無理ということか。

「……カナン、なにか方法はないか？」

「――え？」

　ストレートな問いに一瞬、カナンは戸と惑まどう。だがそんな彼女へレイジはただ真まっ直すぐな眼まな差ざしを向けた。

「……できることを教えてくれ。俺たちはどうしたらいい？」

　無理だとか困難だとか危険だとかそんなことは関係なく、可能性など考こう慮りよせず、ただ純じゆん粋すいに世界が助かる方法をレイジは訊きいたのだった。

　カナンは目を閉じ、長考の末に答えてくれる。

「……私が再封印の儀式を行う間、私を守り抜いて破壊神を抑え込んでくれれば……」

　答えはシンプル――暴れて儀式が執行できないのだ。それならば抑え込めばいいという道理。だがそれは逆に、小細工の効かない正攻法だ。つまりは破壊神を力で大人しくさせるということなのだから。

「やっぱり、レイジ――」

　どれだけ無む茶ちやなことなのかカナン自身わかっているようで、彼女は言葉を取り消そうとする。だがレイジは彼女の肩かたにポンッと手を置いた。

「じゃあ、行こうか――カナン」

　そしてカナンの瞳ひとみを覗きながら承しよう諾だくと実行を告げた。カナンは一瞬だけ呆けるがすぐに仕方なさげに笑う。

　頷き合い、二人が最深部へ向かおうとした時、声が投げかけられる。

「――貴方は本当に無茶を無茶と思わないのね、レイジ」

　声の主――フレアはボロボロの装いながらも凛りんとしてこちらを見つめていた。

「まぁそこが好きなとこ――じ、じゃなくて！　こんな近くにいるんだから一声くらいかけてくれてもいいんじゃないかしら？」

　フレアは両りよう腕うでを組み、大きな胸を抱きながらジト目で視線を送る。

「ああ、悪い悪い……で、他のみんなも同じ意見なのか？」

　苦く笑しようしながらレイジはフレアの後ろを見やった。するとそこにはレネにミオ、バレッタやジュリエット――そして、ディオまでが立ち並んでいた。

　無傷な者は誰もいない。それどころか皆、満身創痍のはずだ。

「当然です。ねぇミオ？」

「はい！　ねぇ様が当然というのなら私にとっても無論も無論、当然も当然です！　私はいつでもレネねぇ様の傍そばにいるのですから」

「……ありがとう、です」

「レネねぇ様の為ためなら破壊神もなにも関係なくフルボッコですから！！」

　二人がいつもの調子で掛け合っていると、ひょいと横からバレッタが割り込む。

「可愛い妹たちが行くのに美人の姉が行かないってワケにはいかないわよねぇ」

「あ、あなたは姉などではありません、バレッタ・ソリッドステイト！」

「フフフ、まぁ、一番美味おいしいトコを私抜きでなんて許せないからさ」

　艶あでやかな笑みをつくりながらバレッタが陽気に答えた。

　次いでレイジはディオの姿を見る。彼はジュリエットに手を添えられながらも揺るぎない眼差しを返してきた。第一位者に対し、「来るか」などと問うのは野暮らしい。

「よし――さて」

　皆みなへ視線を向けた後、レイジは横を向いて声を投げる。

「お前はどうなんだ？」

　一瞬、皆に緊きん張ちようが奔はしる。レイジの視線の先には、倒れたライナーの姿があった。

「れ、レイジ?!」

　寄り添うカナンも慌あわてたように服の袖を引っ張ってきた。

　沈ちん黙もくの間が流れ、答えが返ってこないことに皆が安あん堵どを覚えた。その瞬間を見計らったかのようにライナーが突とつ然ぜん、軽快に立ち上がる。

「くくくくく、は―――――――っはっはっはっは」

　聞き慣れた高笑いが叫び渡った。そしてライナーはまるで疲つかれやダメージを感じさせない立ち振る舞いで喋しやべり出だす。

「はっはっは、さっきまで破壊神を叩き起こそうとしていた俺にその封印の手伝いをしろっていうのかよ、レイジ？」

「ああ」

　皆の気持ちを代弁するようにライナー自身が問うと、レイジはあっさりと首肯した。

「甘あまいな。そんな誘さそいよりも、先まずお前が俺にするべきことはこの俺に止めを刺すことじゃないか？」

「甘いか……それをお前に言われたくはないな」

「……どういう意味だ」

「お前は好き放題したさ。だがそれでもお前は誰一人殺したりしていないだろう？」

　胡乱げな眼差しを向けてきたライナーへ、レイジはただ事実を確かめるように問いを返した。

「おいおい、美しい誤解をしてくれるな。最後には全て滅ほろぼすつもりだったんだ。経過なんて俺にとってはどちらでも良かっただけのこと――」

「ああ、きっとそうなんだろうな。だが、だからこそ殺さないことを選んだのはお前自身だろ？」

　ライナーの言葉を途中で浚い、レイジは問いを重ねた。それに対しライナーは虚を突かれたような表情をした後、否定も肯こう定ていもせずただ「やれやれ」という風に軽く頭を振ってみせた。

「で、一いつ緒しよに来るか？　きっとここで傍観しているよりは断然面白いぞ」

　それからレイジは改めて嘯うそぶくと、ライナーが観念したように口を開く。

「いいねぇ……やっぱりレイジは面白い。いい男だ――惚ほれちまうよ」

　言いながらライナーがチラリとカナンに視線を送った。するとカナンは慌てたようにレイジに抱きついた。

「か、カナン？」

「ダメだよ!!　レイジはあげないよ!!」

「ありゃ、それは残念。もうカナン嬢じようちゃんのモノなのか？　だったら残念だよなぁ皆々様？」

　そのリアクションを見て笑いながら、今度はレネやフレアたちを見やる。すると彼女たちもなぜか騒ぎ出した。

「ざ、残念とか残念じゃないとかではないわ！　一番重要なのは、レ、レイジの気持ちなんだから！　私はその……」

「皆がレイジを好きということではダメなのでしょうか、です。ミオはどう思うですか？」

「その談義に私は無関係ですから～っ！　……というかレネねぇ様はあんな幼女を侍らして喜んでいるヤツのどこが…………うぐぐぐぅ！」

「みんな！　レイジは私のなんだからね！」

　レイジは辟へき易えきしつつも皆に明るさが戻もどったことに安堵した。そんな様子を眺ながめているとポンと肩を叩かれる。

　横を見ると騒ぎを起こした張本人のライナーがいつの間にか立っていた。

「じゃあ行こうか、親友」

「誰が親友だよ、誰が」

　いつもの軽けい妙みようさでライナーが横に立ち並ぶ。

「妙みような真似はするな。その時は、今度こそ斬り伏せてみせる」

　ライナーにディオが牽けん制せいを入れ、鋭するどい眼差しを送った。それをライナーは飄ひよう々ひようと受け流す。

　レイジはそんなやりとりを傍はた目めに、溜ため息いきを一つ吐ついた。それから一人ひとりを見つめた後、カナンへと顔を向ける。

「レイジ、みんなで行こう」

　見つめ合い頷うなずき合あった後、歩き出す。




「ああ、行こうか――神様を叩きのめしに」







エピローグ







　無残に砕け散った瓦が礫れきの山――その頂上にライナーは立っていた。

　遥はるか先の地平を眺める。

　目の前に広がる光景は昨日まで見えていた景色から一変していた。

　何な故ぜなら天に最も近く、ミドガルド大陸を見下ろしていたはずの【浮遊島】はもはや空には浮いていないからだ。

　浮遊島は空から落ち、いまは湖の中心に在った。真下が巨きよ大だいな湖であったため、幸いにも地上側に大きな被ひ害がいは出ていないようだった。

　様変わりした世界を見つめながら、ライナーは口元を歪める。

　そして、笑う。

「ハ――――――――――ッハッハッハッハッハッハッハッハ」

　ライナーは腹を抱かかえて笑い出した。

　落ちた浮遊島。

　滅びた神殿都市。

　目覚めかけた破壊神との総力戦――すべては一晩かけた再封印の為の代償だ。

　戦場は世界樹の奥だけに留とどまらず、最終的には神殿都市全体を舞台に全生徒、教官等含めた都市が誇ほこる全戦力で挑んだのだ。

　被害は甚大だ。だが結果として世界全ての破壊が免まぬがれたとすれば安いものだろう。

「しかしまさか、この俺が世界を救う手助けをすることになるとはねぇ」

　昨日のいま頃ごろは正反対のことを思っていたというのに……と一頻り笑い切った後、ライナーは一人ごちる。

「でもまぁ……楽しかった、か」

　そして、そういえばとふと思う。

　神殿都市で生まれ、その危険性から常にあらゆる束そく縛ばくを受けてきたライナーは、神殿都市より外の世界へ出たことが無かった。

「もしかしたら、外には楽しいことがあるのかねぇ」

　つまらない世界。

　つまらないと思っていた世界。

　だがもしかしたら楽しみがあるのかもしれない――自分に楽しむ気があるのならば。

　そんなことを考えながらライナーは瓦礫の山を下っていく。




「せっかく救った世界だ――もう少しここで遊んでみるよ、レイジ」




　　　　　◆




　神殿都市の中心――そこには巨大な【世界樹】が聳そびえている。

　一度は大きく裂さけ、朽ちかけた世界樹だが、いまはその跡から新たな大木が生えていた。

　いままで存在していた世界樹に比べると一回り小さい。だがそれでも十分に超大なスケールで、なにより新たな世界樹は初々しい生命力に満ちていた。

「やっぱりここには世界樹がないとな」

　レイジは新たな世界樹をじっくりと見上げてから後ろを振り返る。目に映るのは、昨日までとはガラッと変わった光景だ。

　壮観だった都市の街並みは無残な廃はい墟きよの群れと化していた。逆に見事と思えるほど無事な建物が一つもなかった。

　それら一つひとつを焼き付けるようにゆっくりとレイジは視線を動かす。そして最後は自分の横に寄り添うカナンを見つめた。

「……ありがとう、カナン」

「ううんレイジこそ、私と一緒にいてくれることを選んでくれて……ありがとう」

　カナンもこちらを見上げ、互たがいに双眸を覗き合う。

「私がいまこうしていられるのはレイジのおかげだよ。レイジと出会えていたから私は私でいられる。私はレイジに出会えて……よかった」

　頬ほおを綻ばせながらカナンは言葉を紡いだ。レイジはその笑顔に癒されながらも、胸の中で決意を新たにする。

　――カナンは破壊神の欠片かけらだ。破壊神の力と衝しよう動どうから解き放たれたとはいえ、その起源は変わっていない。

　そして封印されたとはいえ、いまだ破壊神は新たな世界樹の奥に存在しているのだ。

　再びなにかの原因で破壊神の封印が解かれ、彼女がその事態に巻き込まれないとも限らない。

　そういう意味では破壊神の呪じゆ縛ばくは完全に無くなってはいない。

　けれども、いつかはその因果の鎖くさりさえ砕いて見せる……その為にいまよりも、どこまでも強くなろうとレイジは誓う。

「俺おれもカナンに出会えてよかった……けれども出会いはきっかけだ。こうして共にいられるのは――」

「運命なんかじゃなく……私たち自身の心、だよね」

　レイジの言葉をカナンが継いでくれた。

「レイジ……私はこれからも一緒にいたい」

　そして、どちらともなく互いの距きよ離りが縮まっていった。

「一緒に、いたい――レイジ……私はずっとずっとこれからも一緒に、」

　だがカナンの告白を遮って言葉が届く。

「――レイジ、無事だったのね！」

　慌てながらカナンとともにレイジは声の方を振り返った。するとそこにはこちらに駆け寄ってくるフレアの姿が見えた。

　彼女は近くまで来ると改めてこちらを見つめ、安堵の息を洩もらす。

「うん……無事でよかった」

「ど、どうしたんだよ、フレア？」

　驚おどろきながらレイジが問い返したのは、やってきたフレアの瞳に涙なみだが滲にじんでいたからだ。だが言ってからその涙が自分を心配してくれてのものだと気付く。

　レイジは自分の失言に気付き、フレアからの叱責を覚かく悟ごした。

　だがいつまでたっても叱責は飛んでこなかった。ただ代わりに何故か彼かの女じよに抱きつかれた。

　ふにゅん、という極ごく上じようのやわらかさと心ここ地ちよい香りをレイジは感じる。一いつ瞬しゆん、夢心地に意識が途切れかけた。

　なんとか意識を保てたのは、間かん髪はつを容いれずに上がったカナンの叫さけびのおかげだろう。

「あ―――――――――、ふ、フレアなにしてるの!!」

　だがフレアはカナンの声が耳に入っていないのかそのままレイジへ囁く。

「……本当によかった。破壊神との戦いで……貴方があんなムチャするから私……」

「……フレア」

　声とともにこちらに抱きつく彼女の腕に力が籠もる。その仕草からフレアがどれだけ自分を心配してくれていたのかをレイジは感じ取った。

「悪い……ありがとう」

　心に湧わいた感謝を口にしたその時、理由はわからないがぞわりと悪お寒かんが背中を走る。ふと視線を動かすとふくれた顔でこちらを睨むカナン。

「それ以上はダメだよ！」

　もう我が慢まんできないとばかりにフレアとの間に割り入ってきた。だがフレアもそれを必死で拒こばむ。

「い、いいじゃない！　貴女あなたはさっきまでいい雰ふん囲い気きだったんだから！」

「私はいいの！」

「なんで貴女だけいいのよ！」

「私はレイジの一生のパートナーだからいいの！」

「い、一生って……い、いつ決まったのよ！」

「最初っから！　最初っからずっとずっと一緒になるって決まってたの～～っ！」

「あ、あの二人とも……？」




「「レイジは黙だまっていて!!」」




「……はい」

　仲裁しようとしたら逆に二人から息ぴったりに怒られた。もうなにを言っても二人の耳には届かないようだった。

「あんな出来事の後だというのに見て下さいレネねぇ様、この男、自分を取り合う二人を見て楽しんでいますよ」

「いつも通りのことが出来ているのはいいことですよ、ミオ。どうやら皆、無事のようですね」

「レネにミオ……！」

　途方に暮れてカナンたちを眺めていたら、レネとミオがこちらにやってきた。ミオはこちらをやれやれと言った感じで見つめ、レネは無表情の中にも安堵の色を浮かべている。

　二人とも満身創痍の格好だがそれをいったら自分やフレアの姿も大差ない。

　改めて周囲に注意を傾けると、そこかしこで生徒たちが無事を確認し合い、声を掛け合っていた。無傷な者はいないが皆、なんとか死闘を切り抜けたらしい。

　レイジはしばらくその様子を眺めた後、ホッと息を吐く。

　そして、思う――これから先のことを。

　破壊神は封印され、再び世界は一ひと先まずの安あん寧ねいを手に入れた。

　けれども全ては終わったわけではない。

　浮遊島は落ち、都市は崩ほう壊かいし、学園は壊滅状態となった。

　この事態に三大国家が黙っているはずがない。

　いままで絶対中立にして不ふ可か侵しんの神殿都市を要として世界情勢はバランスを保っていた。それが突如消失したとすれば情勢は一波乱では済まないだろう。

　これから起きることは予想もできない。

　逡しゆん巡じゆんの後……レイジは思考を区切る。

（考えても仕方なく、悩なやんでも解決しないんだ……だから）

　ただその時、出来ることを全力でするだけだ――己おのれの意志に従い。

　レイジは自分自身へ頷いた後、振ふり返かえる。するとそこにはジュリエットを従えたディオが佇んでいた。

　互いに言葉を交わし合うでもなく、見つめ合う。

　その二人の様子に周囲が気付き、不思議そうな声が上がる。

「？　？　レイジ……どうしたの？」

「レイジ……貴方」

「なんですか、なんですか？　そんなまじまじと向かい合って……！」

「まさか……いま行うのですか？」

　レイジは答えない。だが代わりとばかりに歩き出す。すると申し合わせたようにディオも同じように歩を進めてきた。

　瓦礫を踏み越え、二人の距離が徐々に縮まっていく。

「そういえば貴公と刃やいばを交えたことはまだなかったか」

　ディオの右手が輝きを放ち、剣つるぎの神遺虚構グラフイツクスを取り出した。

「ああ、あんたとの対決、ずっと楽しみにしてたんだ――付き合ってくれるか？」

「受けて立とうではないか、破壊者」

　そのやりとりは、宣戦布告。レイジは自らのパートナーの名を叫ぶ。

「――カナン！」

　一瞬、カナンはきょとんとした。だがすぐに意味を悟り、笑顔で応こたえてくれる。

「うん――レイジ、やろう!!」

　レイジの右みぎ腕うでが光を纏い、漆黒のガントレットが顕けん現げんする。自然と周囲が沸き立ち、歓声が上がった。




「――さぁ、【神話の再演】を始めよう！」










　この世界に、神はいない――けれども、奇き跡せきに溢れていた。







あとがき







　お手に取っていただき、ありがとうございます。　どもども、無な嶋じまです。

　……ということで『神話戦域のグラフィクスⅢ　百番目の終焉者』！　お待ちいただけていれば嬉しいです。なんとかこうして皆様へお届け出来ました。




　サブタイトルにもなっている野郎が縦じゆう横おう無む尽じんに暴れまわって、主人公とヒロインがイチャイチャする本巻、なのですが……いやはや、かたちになってよかったです。

　自分の力不足で語れなかった色々や描けなかった諸もろ々もろもあるのですが、それでもレイジやカナンたちの物語をここまで語れたのはとにもかくにも皆様のおかげ。

　ありがとうございます。

　『神話戦域のグラフィクス』、最後まで皆様に楽しんでいただけたら、幸いです。




　さてさてさて、それでは恒こう例れいな謝しや辞じを。

　まずは毎度毎度な感じになってしまいますが、感謝をしてもしきれない、担当編集のＮ様。今回も大体ほとんどＮ様のお蔭という感じで……すみません！　見捨てられないように頑張りますから！

　そして、イラストを担当いただいた、すみ兵様！　絶ぜつ賛さん活躍中なのに今回もステキ素晴らしいイラストをありがとうございました！

　レイジたちがカッコよく、カナンたちのカワイイこと！　描いてもらって、感動しかありませんです。

　編集部の皆様、出版流通に関わって下さった皆様へも厚く御礼申し上げます。

そしてそして、本作『神話戦域のグラフィクス』を読んでくれた皆々様、本当にありがとうございます！




はてさて、次というかこれからどうなるのかまったくわかりませんが、まだまだ書きたいものがありますので……なんとか頑張りたい、というか頑張れたらなぁと思います。




それでは、また。次でも会えることを祈って。

二〇十四年　二月吉日　無な嶋じま樹たつ了のり
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

無嶋樹了先生／すみ兵先生
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